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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

Ⅰ．目　的

１．１　日常のコミュニケーション力
コミュニケーション力 基 の語 を中 と

した の 的な場における の １の

ように 的な連 を成していると考え る
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 図１　コミュニケーション力の階層図
宮城 2 13 より

3 の関係を すると 「基 的な会 能力」

会 の な の 的な け え 語

えたい とを る けの基 的な語 力を指す

に「 的なコミュニケーション力」 的な場 の

ン テーション ディス ション

の面 な の け えを に行う と る能力

ある に 本研究 育成を目指している「日 の

コミュニケーション力」 ある 本 者の知

識を 者に活 するた の力と えている すな

の 場に した な発 ある意

方 的な発 る能力 ある の能力 生

さ るの たり み とをしたりする さ

に日 の生活の場 正 に た う

の と し の発 を のように け止

たの を る と 重要になる に対する

していると いの外 調に る

と ある 理 して を ると

ない さ に 実 のコミュニケーションの場面

のトーン りな に をつ う と 要

さ る

「 の を動 す え方について考える」 と

大学 ー ン 教育 発研究

宮城　信・文　智暎

   C  S        S
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摘要

年 小学校 大学 年 す ての校 コミュニケーション教育 取り上 るようにな た し

しな 多 ンテーション ディス ション 習とい た 義の意 の 的な場を意識したコミュニ

ケーション学習 中 とな ている 正 性 すさ 外に の 場に する 要 あるとす

の 的な学習 け 総合的なコミュニケーション力の に 十分 ある

本研究 者 「感 する」 「 み とをする」とい た 日 の場 のコミュニケーションの場を取り上

スキル育成のた の教材の開発と指導 の実践研究を行う 「 する」「 し合う」な 課題 とに した教材を

作成し 一 9 分 する の学習 を する 学習内容 問題のある会 を検 して

なコミュニケーションのあり方を指 し 自分なりの改善 を考える課題 あり コミュニケーションス

キルの理 を行う課題 ある と として の課題の考 を えたロール 習を行う 本

の 要を し 教材と実践 を 介する た 指導 の ント アンケートに基づ 学生の変容な につい

て る 本研究 のコミュニケーションスキル教育を 的に実 するた の基 的な力の育成を目指し

たコミュニケーションスキル教育の開発研究と づける と る

キーワード：コミュニケーションスキル・ト ーニン ロール 問題のある会 教育実践

：                  
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日 のコミュニケーション力の本 ある して 本

研究 のコミュニケーション力を 支えして

いる 「日 のコミュニケーションスキル」 ある

と づけている

本実践 な の課題を取り上 る とに

よ て 学生に に する意識と を実 に

にして する能力 すな 日 のコミュニケー

ションスキルを につけさせる とを目的としている

１．２　大学生のコミュニケーション力の現状
年 校 の いを問 教育の 場 ン

ルー ディス ション 習な なコミュニ

ケーションスキル育成の取り組み 実 さ ている

え 中高の 語科の授業 語 た 教材

の一つとして ーラルコミュニケーションの教材 取

り上 ている 教 間 連携 な取り組み な

さ 大学 高学年になると 多 の学生た に

ン 面 の場に た 的な場 のコミュニケーショ

ンスキル についているように見える

し しな 者 の見る り 的な場 のコミュ

ニケーションスキル に つつある一方 的な

日 の場 のコミュニケーションスキルの

学生にいささ の る え に

を すると の い 自分の への

の 方 相談さ たと の してい

る 間への の 方な いていて い方を考

え とう い のに と 口を出し

うになる と ある 教 に対する いに 問題

な ない 学生自 する と自 に意識 向い

ていないように見 け る

授業 日のガ ンス 者 「 たと

え 高校 の 語の授業 のようにコミュニケー

ションの について学 た 」と な 問う

とにしている 実践 富山大学

「 と にない」 45 中 26 　58 「ディス

ションを た と ある」 14 　31 「意

見発 の指導を けた と ある」 4 　9 「

のような とを学 の ない」 6

　13 な の よせ た 授業実践の につ

いて を の と

１．３　大学における教材化の意義
大学の授業 日 のコミュニケーションスキル教育

を行う とに のような意義 る

① 日本語を見直す
多 の学生 の学校教育の中 コミュ

ニケーションスキルを の い方 え方に

ついて 考える機会 な た 本実践を通し

て コミュニケーションのあり方 の と

語 ある日本語 の のを見つ す 機を る

と る

② 実践的なスキルを身に付ける
学生た な をして ている

の コミュニケーションの スキルの 要性

を実感した と あり 自分の を えて

をあ をする と る た 部活動

の指導者 学 実行 な ある 場 習

したスキルを実践 と る

③ 学術的な視点から考える 
高校 の 語教材 語 と なり コミュ

ニケーションスキル教育を 題に える とによ

て した科目として十分な時間を 保する と

知識 を学 的に分 し 的に学

習する と る

④ 「生きる力」を身に付ける
多 の者にと て 大学 社会に出て行 学習の

ある の 社会生活に するた

の十分なコミュニケーション力を につける 要

性 学習の 性 ある た本実践における自

のコミュニケーションのあり方を内 する

学生た の自 学び考える力の育成に資する

と さ る

Ⅱ．教材の概要 

２．１　教材・指導法開発の経緯
本研究 2 1 年 開 さ

中学・高校生の学 の生徒を対 としたロール を

した日 のコミュニケーションスキルの育成を目指

した 語の み的に る 語教材 た

語 の 的な教材 として 開発 進 て た

者 によ て 年に り研究 み重 教材の

開発・改 と実践 進 う に な日 のコミュニ

ケーションを取り と た になり した

語 として る内容に て た に合

せて 高 の 語 の授業 大学の基 習な

実践 り さ の改 を て 大学の

た 通年の授業 る教材とな た 宮

城 2 13 な を の と

２．２　これまでの授業実践
本教材 者 によ て 2 11 年 2 14 年の 間

下の 2校 4校 実践さ た

小山 業高 学校 語 高 3年生

学 大学 語学 大学 2 3 年生

学習 子大学 日本文 基 習 大学 1 4 年生

富山大学 日本語 基 大学 2 4 年生
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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

なお 本教材 習 にしたり み教材

として したりと の 正を えて 校の授業

に合 せて さ た 実践の 要 下のようにな

る
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２．３　改訂作業
校 の実践 り し検討を行い 問の

成な に相 の 正を した 問題のある会

について した学生にあり うな会 ある 意

見を な い の 方な 問題のあ

る会 として 真実 ある内容に づけるよう大

な 正を行 ている た 本 の富山大学 の実践 お

よび学習 子大学 の実践 にあたり 作成

した課題を する学生 性を てスキルの習

を行えるように して し した

Ⅲ．日常のコミュニケーションスキル教育教材

３．１　概要と各教材の位置づけ
本実践 の課題 15 の授業 下のように

さ る

1 　ガ ンス

2 　自 介をする

3 　 をする

4 　 をする

5 　 問をする

6 　 し合う

7 　 る・感 する

8 　 す

9 　 る・ う

1   み とをする

11   み とを る

12   する

13  間をつなぐ 談をする

14  面 を ける

15   と

課題の学習目 意義 下の通り ある

① 思っていることや考えを表現する
  1 4 1

② 聞き手へ配慮して表現する  5 7

③ 聞き手の気持ちへはたらきかける
  8 12

課題 へと に 上 てい

者 的にコミュニケーションスキルを いてい

と るように してある

④ 間をつなぐ（雑談をする）  13

あ り し ない と う て しをす よいの

と すと 自分 け いているような

するの うした よいの という要 に えて

ける とにした 間のつな 方を理 的に分 し

的な方 を一 に考えてい とによ て 学生の 談

をする とに対する 意識を多 なりと 解 た

よう ある

⑤ 面接を受ける  14

本 の づけ 的な場 のコミュニケーショ

ンスキルに する 学生生活において アル ト

な 面 を ける機会 多 ある と

発 的な課題として取り上 る とにした

15 学生た と学習と実生活の場面 の活

についての意見を 合い 「学習の り り」とした

15 に 下の 2つの 課題を課した

課題の について を の と

・授業内容に関するアンケート

・日 のコミュニケーションスキルを題材とした ー

ト

３．２　教材の構成
課題 リント さ る リント

スン 3    ロール 課題    の他コラム

な 成さ ている の資 に一 分の課題

リントのを した

①レッスン課題
課題によ て多 なる スン 1 2 問題の

ある会 を して 「 問題なの 問題発 と

理 の指 」 「自分な う を えるの

な の考 2 」を自分なりに考えてい という課

題 ある スン 3 課題の解 を理 的に分

し 的な方 を しな コミュニケーション

スキルの育成してい
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②ロールプレイ課題
本教材に 「ロール 」を取り入 ている ロー

ル に た ・役割に て 者

自 考え の場に した発 を し 問題解 を

るという 習 ある 外 語教育の 場 企業の

者研 な よ い る のロール

ー に して相方とコミュニケーションを取

なけ な ない な 定さ 問題解

のロール とな ている ロール 授業の

と として行 るた 進行 学生の理解の

合いな を見 て 2 3 の ルー 行 たり 指

して代 者 の ロール を したりする

と ある 3 ロール 習 実 者 外

に を る 授業者 を る とによ て

り なし ないようにする

③その他
他に のようなコラムを けている

・「 」 スン とに に文 の に

ついてのア スな と ている

・「 と一 」 課題の実践場面において 意

す 総 的な内容 と ている

３．３　授業の進行
授業 スン 1 課題 スン 2 ルー

課題 の学生 3 4 取り組 課題 ある

い の課題 15 分 2 分 するように

時間を 分している の考 集団の討 へと

大してい 学習の場を意識した 成にな ている

に の学生を指 して考えた とを発 させる

して の 2 実 の のように してク

ラス 有 するようにしている
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図２　「第 10回 頼みごとをする」の板書例

本実践の 目の一つ 学生 自分のコミュニケー

ションのあり方を り ると に 他の学生

のように考え する を学 とにある 出

さ た な意見 考えを 有 する とによ て コ

ミュニケーションスキルへの理解 さ に る と

さ る た な い しを見 する とに

よ て 語 ある日本語についての を すると

いう さ る

３．４　問題のある会話例から考える
的な場 のコミュニケーションスキルと なり

本となる 的な い しを す と な日 の

コミュニケーションスキルにおいて な

な正解となる発 を一つに定 る と ない

に た るという と 多 の学生

けて た「 りと 正 に 誠意を

て」 えるようにするとよいというような指導 実

な コミュニケーションスキルの向上に していな

い とに づ さ る け ある

の を た に な を る け

し に対する を見せる との み上 に

よ て 自分なりの会 の ーンを作り上 てい し

ない のた に のような い方 問題になる

の に対する を の を多 見 し

てお と た してお と 有 あ

ると考え る 本教材 の の

スン 1 2 日 よ 見 け る問題のある会

を して について 問題解 に

取り組み に クラス 意見を集 するとい

た 的に理解を る を した 3 2 の

スクリ ト 問題のある会 の一 ある い

に けた を ける 知 ない 日 のコミュ

ニケーション力の向上を する 上 る け

見 し うな り取りに づけるようにした

「第８回 励ます」の問題例

  ないよ うしたの

 自分 ト よう と て……

 え に ト た

る ー

  すよ い スよ

  に て にギ ー

う て てた

 実 た さ として キ

て

て自業自

  あ

  ういえ に一 にラ ブ行 て

してた

  な すけ な あ た

し て……

 な と 取 てない よ

  て て …… ー え

さ 上 て すよ う てる

ス

  通に いい よ
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大学におけるコミュニケーションスキル教育の開発研究

 いーなー 自分 うした いい ス

  ー た に相談し よ と

ラ ブ 行 う り上 る

さ

  あ

Ⅳ．実　践
本 の実践 ある 2 14 年 「日本語

基 」 富山大学 をケースス ディとして取り上

る 授業の 者と実 時 下の通り ある

者 富山大学  間発達科学部の学生２ 年生

　　　　　 45

実 時 2 14 年 4 7

課題 ルー 課題 ロール の

したスケ ュール通りに 15 の授業実践を行 た

時間 課題の内容に した リントを し 課

題 ルー 課題と に 入 を け に

とした た 者に リントに課題の

外に 自 に よい とを えた

下に 学生の 入 の一 を す
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 図３　「第８回 励ます」のプリント記入例＊4

3 の モ モ のように 学生た

問題のある会 に を いたり コ ントを

り 授業者の授業内容への意見 ついた とを

外 モしている 下 4 5 に学生の モの

所を 大した
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図４　「第８回 励ます」の【メモ①】

4 に 問題のある対 について 学生 出た意

見 し合 た とについての モ さ ている
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図５　「第８回 励ます」のメモ②

5 に し方の方 意点な

な を して 理さ 授業内容 し合いの

自分なりの と として さ ている のような

1 を取 て の リント 問に する け

の教材 な を た学習の と として活

さ ている と る 時間授業 時に

リントを し 授業者 点検した に するように

している の 要に て 課題を解 するた

の方 分 についてのフ ローア ン ューを

行 ている 多 の学生 リントをフ リン して

にな たと を見 したり 自 の モを した

りするな ートフ リ 的な い方をしているよう

ある 「 の 5 1 アンケート調査」を の と

Ⅴ．評　価
授業内容について調査する目的 クラスにおい
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て 「 のアンケート」「 ート課題」を課した

５．１　アンケート調査
５．１．１　実施状況

15 の授業 に のような 目 アンケー

ト調査を行 た 5

アンケート調査用紙の設問

1 してみて を たテー を３つ

を いて さい

ア 分 り すい 　 る・感 する

する　エ 問する　 し合う

す　キ る・ う　

ク み とをする　ケ み とを る

コ する　 間をつなぐ　シ 面 を ける

2 と 発見 あ たテー す 1

と重 して よい

3 のような発見 す に いて

さい

4 の 習のよ た点を に いて さい

5 の授業を けて「 問の 方」 「 り方」

な の日 のコミュニケーションに対する考え方

の変 あ たと い す 的に教

えて さい

6 の 習 あ た点を に いて

さい 　

問 1 2 学生 した課題の内 の通り

あ た 中の 3 1 の に対 下

表２　興味・発見があった課題
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を た課題 3 題を としたた 大

な り 見 な た 45 中 27 6

「12 する」をあ る とな た に発見 あ

た課題 り「 する」をあ る学生 的

多 27 た「14 面 を ける 」をあ る学

生 いた 23 問 1 2 の を合 すると の

2 課題に 目 集 ている と 分 る 下 自

の を に見てい 6

５．１．２　質問３について
「発見 あ た と」の内容について のような

あ た

① これまでの自分に対する気づき
・た 「お い」と連 する け いけないという

と よ た する

・今 する場面 多 あ た の中に

のような の あ た　 する

・ するの 非 に しいという と する

・ 談 討 ない という に

ている 間をつなぐ

部のように の自分のコミュニケーショ

ンの 方を り り 問題意識を た と える内

容の 多 見 た

② 新たに学習したこと
・相 の 子をみな する と　 する

・ に対する 感の 要性　 す

・相 に 感を えないようなお いの 方　 み

と

・ラブ ーを ように を という と　

み と

・相 の い と りにさ る と 相

の能力を ている と あるの い 関

係を づ のに役 つ　 み と

・ な い方 あ た という発見

・ な う おりの解 いけない と

面 を ける

授業 学習した 的な い し コミュニケー

ションスキルについての 多 見 た た

部のように課題を達成するた の と 基本とな

る への についての 見 た

５．１．３　質問４について
「 習 よ た点」について のような あ

た

① 教材に関するコメント
・ い ある と 対 て いの い

の り す た
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・ の一見 ない会 を し みてい と

たな発見につな た

・ と リントを見 してみたいと う

分 り すい教材 あるという 多 見 た

た 部のように リント 授業の一課題として

知識を定 させるた に活 さ ている とを

せる 見さ た

② 学習内容に関するコメント
・実 に う と える知識にな た点

・日 よ ある場面 実 に た　

・問題 あ たと に授業の内容を い出して解

たと

・今 コミュニケーションと え い

り 目さ 指導さ て た コミュニケーショ

ンの に の な目的・意義 あり

うあ い を考え た点 た

・し りと学 機会 え て な た日本語の

い方を改 てし りと学 と た点

・自分達 実 にロール した点

・ に教えた なるような面 い知識 た さ

ている点

実 性の高さをあ る 多 見 た た

部のように のコミュニケーション教育の問題

についての意見 た上 重 のように学

習内容 の のへの 定的な あ た

③ 授業の進め方に関するコメント
・ 　考える時間を え た点

・い い な の発 を いて によ て 目すると

い学び 多 た

・意見を出して 生と一 に る点

部のように ルー してクラス

の討 へと 開してい 授業の の への 定

的な 多 見 た

５．１．４　質問５について
「考え方 の変 」について のような

あ た

① 意識の変化
・相 の発 の意 な を り下 るようにな た

・日 のコミュニケーション ール 相 のコミュニ

ケーションとしてお しい 自 な所 り 目

向 にな てし た

・大 な変 ない 会 の中 うした方

よ たの と考えるようにな た

・ とした時に い出して にしな すように

な た

・ 達と している時 相 に の に ているの

うと考えるようにな た

・ する時 いつ 理 てて していて

いと ていた と相 により た い方

いと づいた

意識の面 と 多 見 たの 部のよう

な い い方に 目するようにな たという

ある 「 考えるようにな た」「 にしな す」

「 と相 により た い方」な の 学

生た にお なりな会 の 方 な 考えな

すという について た と 分 る

②技術の変化
・自分の発 について ー ていない

をつけるようにな た

・今 一方的に す と 多 たけ 相 の

けるようにな た

・あ たと う る により 的な 定 理 を出

すようにな た

・ つ るのを 理 な を たり考えたりす

るようにな た

の面 部のように 課題 とにより

的なコミュニケーションの方 さ 本学習の内容

知識の習 に 学生た 生活の中 実 に

う と るコミュニケーションスキルとして定

してい 変 見 た

５．１．５　質問６について
「 あ た点」について のような あ

た

・ たるの けない

・ 1 た 会 を せな よ

り 習 し 取り組 たの ない

・ て る と て ない の 大 い

今 の実践 大の 者 実 さ た

多 な た あ た点の と 者

の について していた の実践を みる

と の授業 1 2 実 さ るの 理

的 あると考え る

５．２　レポート課題
５．２．１　実施状況

課題として 授業 学習した との理解 を

し 学生た に の のコミュニケーションスキルの
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向上 見 るの を するた のような 課

題を課した 7

レポート課題の設問

下のア シの中 課題を２つ し

の 問に えなさい

ア 分 り すい 　 る・感 する

する　エ 問する　 し合う

す　キ る・ う　

ク み とをする　ケ み とを る

コ する　 間をつなぐ　シ 面 を ける

  した課題に関して 問題のある会

を考えなさい

  を 正した成 を考えなさい

  の 目の ント および自分 成

えた た とを と なさい

　学生 した課題の内 の通り あ た

表３　事後レポート課題選択状況
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ート の学習内容 ２つ して 課

題 と成 を作成するという の ある

５．２．２　考察と事例　
ートを集 すると 「4 する」「1 み と

をする」な 4つの課題 的多 さ るという

にな た 「14 面 」 のアンケート調査

学生にと て あり発見 ある課題 あ た

関連する し 課題作成に さな たよう

ある 出さ た ートの と 学習内容を

えての あるい 成 作成 ており

本実践の学習内容 学生にア ト ト 能な知識とし

てある 定 している とを せる とな た

と 者 多 た「12 する」の中

学生 作成した課題の一 を 下に 介する

学生が作成した「12．説得する」の会話例

ア．失敗例
D 「なあ 日 出の 学の 題 な

い部分 ある 今日の 課 教えてよ 」

「 今日 な いけない あるし

…」

D 「 な と にさ な と る

の のいい けな よー お

い 」

「 な と て … の 題を教える

リ トな て に ない な 」

D 「一生のお い お いし す 」

「えー」

D 「ケ なー なにお いしてる

と 教えて て いい ない 」

イ．成功例
D 「なあ 日 出の 学の 題 な

い部分 ある 今日の 課 教えてよ 」

「 今日 な いけない あるし

…」

D 「 う よなー しいよなー あさ

日の 学校 教えてよ 理 た

ール ないと る

と ない な 時間 なに けさ

せないようにするよ 」

「 うな 日の 学校 教えてあ

るよ 」

D 「 ーい あり とう り りに

なるよ 」

ウ．ポイント・例で伝えたかったこと
実 をする場合お いを り す け

ない D 自分の 合

し 考えていな て お いを いてあ よ

うという に な ない う し いに

に対して 口を ている 成 相

の を考えて「 う よなー しいよ

なー 」という を ている の とにより

D 自分の 合 考えて ているの

と う さ に D に を える と

により 自分 ているつ りになる し

し 実 D に を さ

ているの の上 一 を ている と

感 に ており 目の 成 し

す なる 相 出 る の をする と

するうえ 大 ある

　

部のように の中に なコミュニケーショ
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ンの問題 に に対する 会 の方 に関す

る の う 取り ている た 日 生活の

中 実 に し うな ており さに本

研究 目している日 のコミュニケーション力 問

る場面 ある に成 を見てみると 部のよ

うに のような するとよいの 的に

ている さ に の会 重 部の

るように学習した い しを 的にたたみ

けているの な の 情を しな 会

を組み てている と 分 る 指 さ ている

スキル 授業 取り た の 多い 特に 重

部の内容について しい解 していない

習 したコミュニケーションスキルを実 の場面

すると のような さ るの について

た の あり の の学生

および成 を 作する のように

し の発 を け止 る あ う という とに し

た すな コミュニケーションの中 な

意識を有している との と う と る

Ⅵ．おわりに

６．１　学生の変容
授業に対する学生た の意見の 方 ロール

の発 な た 課題の内容を 者

分 ・ 理した 15 の授業 した の学

生のコミュニケーション力について 考え方に 下

のような変容 あ たと考え る

① 発話形式レベルでの変容
授業を通して た ルー クラス の討

の中 の 的な指導に代 て に対

る な 的な を学習する と た

② 発話意識レベルでの変容
問題のある会 の考 ロール 習を り

す とによ て 自 に しな の 意識

を つ と るようにな た

③ 会話の方略レベルでの変容
の ート課題を作成する とによ て 会

を 的に見る 的な視点を し コミュニケー

ションスキルを活 する とによ て お な

会 の 開をコントロールしようとする意識を てる

ようにな た

の日 のコミュニケーションスキル 調に

達していけ 本 の教材 課題として取り上 な

た な に たとして 学生達 な

るようになる と さ る

６．２　今後の課題
本 の実践 本研究 向する日 のコミュニ

ケーションスキルを育成するという目的を十分に達成す

る と たと る た し 学習による学生

の変容の に関して 十分に 的な検 なさ

ていない部分 あり 定の方 に関して 改善 要

ある して 本研究 したテキスト 的

に 正を行い したコミュニケーションスキル育成

教材としての 成を目指してい 今 1 し

た下 の語 的な会 能力を のように取り み し

て上 の 的なコミュニケーション力のさ なる 達へ

と連 してい の の課題となる

文献
生田 子 1997 「 ラ トネスの理 」 語 26-6  

66-71 大 館

井出 子 2 6 えの語 大 館

大 憲一 2 1 の研究  理と た

大学出 会

岡本真一郎 2 1 と の社会 理学 4

ニシ 出

岡本真一郎 2 13 語の社会 理学 中

谷智子 1995 「 のし た ― 研岡崎調査のデー

―」 日本語学 14-1   22-32 治

出口知 ・ 2 11 「 た 」の 日本

出 社

野田 ・森口 2 4 日本語を すト ーニン

つ

田 2 14 な あの の み いてし う

の  ― に える 語学

宮城信 2 13 「ロール を した 語 の授

業 ―う いア スの 方を考える」 語教育実

践  ココ 34-39 ココ出

宮城信・文智暎 「 へ した日 のコミュ

ニケーションスキル育成テキスト」

子・野田 ・生 2 12 「 」 の

ように さ る つ

2 3 と 理な せる 談力

日香出 社

森 ・ 宏 2 1 小学生のた の会 習 ー

ク ココ出

森 ・ 田誠 2 1 「日本語教育の方 を し

た し 教育の み ―ロール を いた高

学校 語科の授業―」 教育実践学 集 11 97-

1 6 教育大学 

森山 郎 199 「「 り」の方  ―対 関係調性とコミュ

ニケーション」 語 19-8 59-66 大 館

山田 2 13 の一 す ―日本語の「正

しさ」を問う
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註
1  2 5 について 松崎 日本 子

育大学 作成した教材 ある 他の と ランス

を取るた 一部 正して実践に した

2  な を一つに 定する と な

い 自分なりに理 を にした 見 る発

を考えるという課題 ある 教 の に

う

3 ロール 実践について 森・ 田 2 12 宮城

2 13 を の と 特に宮城 2 13 本実践の教材を

した実践 実 の授業の 子 学生の反 な

さ ている 本研究の をより 理解する

けとなる

4  3 の モ モ の のた

者 えた 4 の リントに の他

に 多 の モ な え ていた

5  者 1 問２を 出したた

の合 44 とな ている

6  下 学生 アンケート した内容 ・

文の て の した た

下の の 者 的に した

7  者 45 中  出者 3 いたの 5 2 の分

42 分のデー 行 た

付記
本 科学研究 学 研究基 成 成 25

27 年   的 研究「問題 の る発

的なコミュニケーションスキル指導 の研究」 課題

 2559 276 研究代 者 宮城 信 の研究成 の一部

ある

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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第10章 頼みごとをする

簡単な仕事だからと友だちに気軽に頼んだら、そっけなく断られたことがありませんか。そん

なときは、頼み方にもうひと工夫必要なのかもしれません。本章では聞き手が引き受けてくれや

すい頼み方について学んでいきましょう。

レッスン１ 問題のある頼み方を考える① ―目上の人に頼みごとをする

大学では先生など目上の人に頼みごとをする機会が少なくありません。そんな時は、どのように頼

めばよいのでしょうか。皆さんもすぐに社会人になるのですから、失礼のない頼み方を身に付けてい

きましょう。

会話例
（状況）：吉沢さんは田中先生にレポートの内容について質問をしたいと思っています。先生は「質問

のあるときはいつでも聞きに来ていいですよ」とおっしゃっていたので、さっそく先生のところへ

質問に行きました。

吉沢さん：田中先生、こんにちは。吉澤です。

田中先生：ああ、こんにちは。どうしました。

吉沢さん：レポートのことです。

田中先生：……ああ、「日本語学概論」のレポートですか。

吉沢さん：はい、実はレポートを書こうと思ったんですけど……

田中先生：ちょっと待ってください、これから会議があるので明日の午後にまた来てくれますか。

吉沢さん：えっ、明日はバイトがあるので無理です。ちょっとだけでいいのでお願いします。

田中先生：分かりました。では 5分だけ。どんなことですか。

吉沢さん：レポートの資料としてどのような本がお薦めですか。

田中先生：前回の授業の始めに 3冊紹介しましたよ。

吉沢さん：すみません、遅刻したので聞いていないんです。今週中にレポートを仕上げたいので、

今教えてもらえませんか。

Step1 聞いた印象、気づいたことをまとめましょう。

※ 印象をみんなで話し合いましょう。

Step2 吉沢さんの言葉には、どのような問題があると思いますか。気になる言葉を抜き出し、問

題点を整理しましょう。

・（言葉） →（問題点）

・（言葉） →（問題点）

・（言葉） →（問題点）

t

目上の人に頼みごとをするときは、時 や 内容を明 に えて 合を先に す
るようにしましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン 問題のある頼み方を考える ― に頼みごとをする

日 生 では、よく友だちにちょっとした頼みごとをすることがあると思います。 のよい友

だちだからといって、なんでも気軽に頼んでいませんか。

会話例

（状況）： さんは、明日引っ しをします。 分たちだけでやろうと思い、手 ってくれる友だちを し

ていました。ちょうどそこに くんが りかかったので、さっそく手 いを頼みました。

さん： さー、明日 あるよ 。

くん：まあ、 っちゃ だけど。

さん：明日さ、 、引っ しすんの。手 ってよ。

くん： まあ、行けたら行く 。

さん：ありがと 。 ゃ明日あたしんち 合で。

くん：あと、 が来んの。

さん：えっ、 と吉澤ちゃんだけだよ。 い とかお願い 。

くん：えっ、それって レ く 。

さん：まー、そう言 来てよ。 ごはん るからさ。

くん：仕方 えなあ。

さん： 5時 合でいい

くん：えっ、その時 、 の に行く してるんだけど。

さん： ー。 ゃ、 も れてきてよ。

くん：えっ、 で。

さん：うん。 ゃ、よろしく

Step1 会話 の さんの頼み方には、いろいろな問題があります。言葉や内容にどのような問題点

があるのか、 くの人と話し合って、 えをまとめましょう。

（話し合いメモ）

さんの頼み方の問題点

・

・

Step どのような言葉で頼めば、引き受けてもらえると思いますか。 さんの で、 な

言葉を えながら、まとめましょう。

話し合おう！

資料　「第 10回　頼みごとをする」の課題プリント（表）

頼みごとをすると に

「あなただから頼んだ」とか、「手 けがなければ る」 と言 れると、聞き手は少し れく

さいですが、 いことをしたという 実 が られるでしょう。頼みごとをするときは、聞き手の

けがどれ ど つのかを えることも大事です。

t e のような頼みごとをしたいと思います。引き受けてもらえるようにうまく頼みましょう

友だちに「 トに遅刻しないように、明日の 話で こして しい」と頼 。

後 に「午後から に の い出しにつき合って しい」と頼 。

3 先生に「すでに め った授業のレポートを受け って しい」と頼 。

t

の い友だちでも気をつけて、 分 手な頼みごとをしていないか、もう え
ましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン 頼みごと す る

頼みごとをするときは、たとえ簡単な手 いであっても聞き手に軽くはない をかけることにな

ります。聞き手の の をうながす前 きや、手 ってくれた後の など、言葉にして えるこ

とを れないようにしましょう。

会話例

（状況）： さんに引っ しの手 いを頼まれた くんは、さっそく くんに に手 いに行っ

てくれるように、頼みに行きます。でも、やはり くんはどこか していないようです。

くん：あっ、 。ちょうどよかった。明日の 方、 んちの引っ しを手 うことになってさ。

くん：えっ、 、 んち来るって言ってなかったけ。

くん：だからさー、 人で に引っ し手 いに行こうって。

くん：えー、 もやることになってるの。なんでやらなきゃいけないの。

くん：その の で、そうなっちゃったんだ。 も に頼まれたら断れないだろ。

くん：ま 、 ちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。

くん： ゃ、いいよな。明日 時に んちに 合な。

会話 では、 くんは 分に してくれませんでした。それに して、 くんが の会
話 のように頼めば、 くんは気 ちよく引き受けてくれるのではないでしょうか。

くん：あっ、 。ちょうどよかった。実は、 明日のことで頼みがあるんだけど。

くん：えっ、明日は んち来るんでしょ。

くん：それなんだけど、 の に行く前に、時 いてない

くん：うーん、ちょっとくらいならなんとかなるかな。

くん：実はさ、 に引っ しの手 い頼まれちゃって 。 いんだけど に行ってくれな

いかな。

くん：えー、引っ しの手 い。ま 、 ちゃんに頼まれたら断れないよなー。仕方ないか。

くん：やった、 ー。 んと かったよ、今 なんかあったら必 手 うからさ。

くん：まあ、いいよ。どうせ だし。

くん： ゃ、明日 時に んちに 合な。

Step1 会話 では、 くんの言葉から くんの の を軽くするような が られ

ます。 前 きの言葉と の言葉それ れのはたらきについて えをまとめましょう。

前 きの言葉のはたらきについて

の言葉のはたらきについて

t

頼みごとをするときは、聞き手の の を らせるよう、前 きや の気 ちを
言葉にすることを れないようにしましょう。

→ Point! のまとめで特に大事だと思う部分をチェックしましょう。

レッスン レ に

では、 の のような状況で、引き受けてもらえるように頼んでみましょう。

（ ）

：あなたは かえででバイトをしています。明日の 、 の な みがこっちに出て

きます。もう 3 りなので 会いたいと思います。しかし、明日は 時から 時

までバイトの トが っています。バイト の さんに、バイトの トを っ

てくれるように頼んでみましょう。

：バイト の さんにバイトの トを ってくれるように頼まれました。 を

すると、明日の は と い に行くことになっています。断ろうかと思いましたが、それ

ど の 事ではないので、無理をすれば することもできそうです。

（ ）

：あなたが語学 でお 話になった ー ト の友人が日本に に来ます。日

本では、日 や を 学したいそうです。ところが、あなたは も日 へ

行ったことがなく、 ると の方が なようです。 か、友だちの さんが日 に

行ったことがあると言っていました。 さんに 内を頼んでみましょう。

：友だちの さんから、 で友だちの日 の 内をしてくれないかと頼まれました。

イ が きなので、引き受けてもかま ないと思いますが、 も前のことなので

をはっきりとは えていません。しかも、その時は に き まれ、 ト トになっ

て したことを えています。もうあんな思いはしたくありません。

資料　「第 10回　頼みごとをする」の課題プリント（裏）
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

Ⅰ．研究の背景と目的 
知的障害のある児童生徒の教育における今日的課題の

とつにキャリア教育 あ る キャリア教育

「一 一 の社会的・ 業的自 に向け 要な基 と

なる能力 を育てる とを通して キャリア発達を

促す教育」文部科学 2 11 と定義さ る の場合

キャリアと 「 生 の中 な役割を たす

自 の役割の 自分と役割との関係を見い

してい 連なり み重 」 あり キャリア発達と

「社会の中 自分の役割を たしな 自分 し

い生 方を実 してい 」の と ある 文部科学

2 11 出 のキャリア発達について 「 業 ・

を育 学習 ロ ラムの 組み 」 教育

研究所生徒指導研究セン ー 2 2 によ 「

間関係 成能力」「情 活 能力」「 能力」「意

定能力」の 4 に たる 8つの能力 児

小・中・高の学 を通 て 的 発 的に し

てい のとさ る 特に障害のある児童生徒のキャリ

ア発達について 特別支援教育総合研究所 2 1

「キャリア ランニン ・ トリ クス 」に

おいて 上 の 4 8 能力の発達モデルを している

の の能力 分野 に 社

会的・ 業的に自 するた に 要な基 となる 「

間関係 成・社会 成能力」「自 理解・自 理能力」

「課題対 能力」「キャリア ランニン 能力」の 4つの

「基 的・汎 的能力」に 成さ さ ている 文

部科学 2 11 出

のようなキャリア発達に る 能力の中

者 特に「 た よ び 自分 たす役割の

理解と実行 」 特別支援教育総合研究所 出 に

目した 上 の「基 的・汎 的能力」の中

の「キャリア ランニン 能力」に関連する能力 ある

文部科学 2 6 Ｄ Ｅ スー ーの生 にお

ける役割 ラ フ・ロール の分 と 合の を に

「 の時 の自分にと ての重要性 意 に て」「社

会における自 の 場に た役割を たしてい うと

する」 をキャリア発達として している さ に

発達 実践研究

―係活動を軸に「役割の理解と実行」能力を育てる―

阿部美穂子・定村　富子 ・五十嵐勝義

 S      C  D       C    
I  D

D    C              
             

 A ・   O A・  I A AS I

摘要

本研究 特別支援学校小学部に在 する知的障害のある児童を対 に のキャリア発達を促進する とを目

的とした支援を実践した 特に 「キャリア ランニン 能力」の要 の とつ ある「役割の理解と実行」能力に

目し 係活動を軸に の能力の育成を目指した 実践にあた て 対 児の「役割の理解と実行」能力に関

する「実 シート」の作成 育てたい力の と 定した達成基 に基づ 実践中・ の対 児の行動

「役割の理解と実行」に関する対 児の意識 な の変容に関する 取り に基づ

支援方 の改善と 実践の ステ なる DCA クルを実行した 実践の 対 児に いとした「役

割の理解と実行」能力の さ た 実践 知的障害児の「役割の理解と実行」能力を育てるた の有

な支援方 を にするとと に 行動の 的な と 内的動機 け 意 自 意識な の 的 の

組みを組み - のキャリア発達支援の在り方を考 した

キーワード：キャリア発達 係活動 DCA クル 知的障害児 コン テンシー ロ ラム

：C               DCA   C    I    

C - -

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：1 －

   富山 となみ総合支援学校

富山 となみ 支援学校
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2 1 ているように 「キャリアと 社

会の中の役割の連 」 あり 「す ての 生 てい

る り 役割 あるという に て 子 た

自分の役割 他の の役割という のと してい と

いうの キャリアという に る」 と 「役

割の理解と実行」 キャリア発達の中 的 をなす

能力の とつ あると える  

知的障害特別支援学校において の能力を

育てるた の教育実践と のようにあ よいの

あ う について 村・ 2 11 「キャ

リア教育における教育課 - -

ある点に 意する 要 ある 」と指 する

すな 「 の授業によ て さ てい 的

能力 知識 スキルな 者 け な

の み重 によ て 成さ てい 能力 に対す

る 考え方 な 者 方

の在り方をより にし 関係者によ て 有し

てい 取組 重要 ある」としている の視点を

取組として 阿部・ 田・山川・森 2 14 の 上

る 阿部 児童 特別支援学校の

中学部 にある知的障害生徒を対 に 「 びを

知り 自 の たす 役割の理解と との意義を

知る力」を すた の授業の在り方を実践を通して

にした によ 生徒 「 ルー の 間」

「見える他者」「見えない他者」の 3つを 的に意識し

て役割を 的に実行 るように活動を 定し 自

を組み 授業を実践した 対 児 に の

高い を成し るた 自 役割を た うとする

行動 見 るようになり せて対 児 の自 有

感 高 た と さ た すな 他者との関

係 さ る役割を たす との と のスキル

さ に自分に るとする有能感を 的な役

割行動の実行と自 の み重 によ て さ

せた実践 ある

キャリア発達において さ に にあ

ると考え る小学部在 の知的障害児の場合 他者と

の関係 自 の 場に た役割を理解し 実行する

的能力 スキル と を た うとする

を するた に のような支援 要なの

あ う さ に 支援に取り組 にあたり キャリア

発達を促すた の い る DCA クルによる支

援のブラ シュア を 方 方

のように 進するの よいの あ う

本研究 上 の 2つの問題について実践

に基づ 解 する とを目的とする 的に 小

学部在 の知的障害児を対 に 特別活動 日 の係活

動 を取り上 「役割の理解と実行」能力の を目

指して 年間に た て支援実践を行う して

実践によ て た対 児の変容と を た し

た有 な支援方 を にする た 支援 画の

実行にあたり CDA クルを実 するた

下の 4ステ なる 組みを する

キャリア発達の視点 対 児の「役割の理解と実行」

に関して育てたい力を するた 「実 シート」

を作成する に 育てたい力を達成課題として

し せて の達成基 を けて 対 児の行動を

し 達成 を する せて 対 児の

役割理解 実行に対する意識 な の変容を対

児の発 ・ する して

に基づ 支援方 の改善を り 実践に取り組

上により 知的障害のある児童の「役割の理解と

実行」能力の を促進する支援の在り方について考

する のとする

Ⅱ．方法

1．対象児童
特別支援学校に在 する A 児 小学部 年男子

ある  知的障害 あり 検査の ISC

  小学部 1年時実 I 51 I 41 I 41

実践開 時の S 社会生活能力検査 CA 11

11 SA 5 4 S  44 自 6 6  動 4 8 作業 5

1 意 4 3 集団 5 5 自 制 5 8 あ た

2．「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に
関する実態把握シートの作成
キャリア発達の視点 児童の「役割の理解と実行」

に関して育てたい力を するた 児童の「 た

よ び 役割の理解と実行 」に関する実 シー

トを作成した 下 実 シート 実 シート

A い・役割の基 5 目 自分の役割の理

解と実行 2 目 C他者を意識した役割の実行 6 目

の 3つの 点 13 目 対 児の日 生活行動のエ

ー を 出して 理し のエ ー を た し

たと さ る対 児の 要因を分 し に

基づいて対 児に育てたい力を り い の あ

る 実 シートの 点と 目を 1に す

3．A児の「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」
に関する実態と育てたい力
A 児の実 シートの を 2 に す 実

シート 下の A 児の実 とな た

点 A い・役割の基 について 教

の指 支援 あ な係活動をする と

た し し 中 意 他の のに向 と 活動を中

してし う と に見 た に 点 自

分の役割の理解と実行 係活動の内容を理解する

とに時間 る と りたい を自分

機会 ない と た 一方 自分 りにさ

ていると える係活動 教 の支援により

た に て 行う と た 反面 日

的に り さ る係活動への取り組み さ

性に ける 見 た さ に 点 C 他者を意識
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知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

表１「はたらくよろこび（役割の理解と実行）」に関する実態把握シートの観点と項目
　点 　目

A   い・役割の基  教 と一 に けをする
 自分の た のを ける
 教 と一 に な係活動をする
 教 の支援を けて な係活動をする
 教 の指 を けて な係活動をする

な係活動と 他の教 へ を ける 考え る

　自分の役割の理解と実行   な係活動の内容を理解し りたい のを
  た に て 教 と一 に自分の役割を た うとする
  た に て 自分の役割を たす

のエリア 自分 分 した の内容を理解し 実行する とを す

C　他者を意識した役割の実行  係 の活動 の役に ている 分 る
  いの役割 役割分 について理解する
 自分の役割 の役に ている とを理解し 行う
 自分の役割 の役に ている とを理解し に行う
 自分の役割 の役に ている とを理解し 的に行う

のエリア 自分の ている と 他者の役に ている とを理解し実行する とを指す

表 2　実態把握シートにおけるA児の実態（抜粋）
点 目 A児の ( エ ー ) さ るA児の ・要因 育てたい力

い
・
役
割
の
基

教
・教 の見 り け 育の時間な に の ・ け
をする 中 他の にな たり遊びにな たりする

・自分の を し 達成する と
に対する目的意識 い
・ 中 見えた のに てし う

な係活動
いな の を

行う

教

・教 の見 り た 子を ける ・ の け 多
い

・ けの 要性を感 ていない
・他の とに をと て 内容を

てし う

教
・ を ける ・ の会 日 を発 する
・ 校 自分の学 の を自分の教 て
すぐに行な な たり 中 したりする と ある

・ と自信のある と 取り組 る
・係活動より他の と になる と
ある

教

・教 の に て 楽の授業中に を集 したり 子の
けをする
・「A さ お いし す」「 けて しいな」な 教 な

を けると 育の の の けな に 向 に取り組 と
る

・取り組み意 に ある

・ さ ると しい
・ のと の 分 を り出す

自
分
の
役
割
の
理
解
と
実
行

間

・ え た役割の ある場合 自分の りたい とを び
取る あ り見 ない

・教 の を いたり見たりして理解
する とに時間 る
・ り る を 自信の
ある とをしたいと う

さ た の
内容を理解し 自

る

教
・保 を学 のフ クに ける 教 の見
りの支援 年 一年間 し に て 行えた

・ のと 年下の児童 の を ける係 意 的に
取り組

・特別な りのある をしたい
るとう しい

・ 上 の課題 集中して る
・ 習して自信 ある と
的にな る

・教 集中させる け あ 行なう と
る

・ 校 自分の学 の を自分の教 た し
すぐに行な な たり 中 したりする と ある

・他の とに をと る
・ 日の活動の り しに てし い

しい

他
者
を
意
識
し
た
役
割
の
実
行

・「A児のお …あり とう」と うと に に している
・自分 した とを て しい

役割を たす と
自分の 相
に役 ている
とに

大

・下 生に り方を教える 楽 育
・ を つと 他の児童の と えて として行おうとする

・ あり 自信を ている
・下 生に教えてあ たい
・他児との役割分 意識 い

実 ・他者に たい意 い

教
・ な教 のた に 進 び づけを う と ある
・教 に て 下 生の見本とな て 動 する と
た
・年下の児童 の ク の を け 点検する
・ のと 自分の分 ていない 下 生の を
た

・ な 生の にいたい
・ 生の をしたい
・ 年生 年下の児童を けたり お

本にな たりする の あるという自
覚 ある

・下 生の いをする 下 生 のような いる 関
ない

・自分に さ た役割を たす と
他者に す を理解する と し
い
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した役割の実行 相 感 の を え

たり たりすると になる な 感 さ

たの を理解していない 子 あ た た の役に

とう て おうと意識して取り組 動 見

な た 他児との 分 に入 た と

け行 たり 自分の 外の と を て

解を に行 たりする 子 見 た

上の と A 児 時間 る のの 教

さ る い 係活動の内容と を り

る方 を理解する力を ている と 分 た た

る と し を さ た とを

ある と 分 た し し 中 を

してし たり さ に感 さ た理 分 自

分 した と 他者の役に ているという意識 い

と 自分 をすると 他者との関係 の

ような役割を たす と あるの という 意義の理解

しいと考え た のた 役割を たす とへ

の 性 しい ある と 分 た

点 A い・役割の基 「

な係活動 いな の を 行う 」 点

自分の役割の理解と実行 「 さ た の内

容を理解し 自 る 」 点 C 他者を意識し

た役割の実行 「役割を たす と 自分の

相 に役 ている とに 」の 3 つを育て

たい力として 定した

4．支援計画
(1) 支援実践場面とA児の達成課題

A 児 取り組み すい役割を 定し を たす

A 児 自分の役割に のような意義 あるの

を理解して 感を て取り組み の 他者

との関係 さ る役割を たす成 感 達成感

感を る と るた の実践を 画した

実践場面として 特別活動 日 の係活動

り係 け係 ル集 係の 3

つを 定した A 児 自分 りにさ ていると え

る係活動に 意 的に取り組 傾向 ある と 自分の

の成 役に つという意識 い と 自信を

てないとスムー に取り ない面 ある とな を

考 して 定した

り係 指定さ た の りを行う

ある A児 ト トの を 年 しており

りの の内容 分 り す 成 する

子な りの 要性 有 性に すいと考

えた た 学 の代 として りを行う ととし

自分 りにさ ていると えるようにした

け係 校児童生徒 保 に 出し

た を 理して 保 の学 とのフ ク

に ける A児 所 している保 ・ ランティ

ア 会の活動の一つ ある 校児童生徒の の活動

に関 る あり A 児 年 教 と一 に の

活動をした あり の 高学年として りに

える と えている 子 見 た係活動 ある A

児にと て 活動内容 の 要性 分 り すいと

考えた

ル集 係 小学部の児童 学 している

ルを の に 学 に し に する

ある の A 児 所 する保 ・ ラン

テ ア 会の あり 学 に たり集 たり

する な あるの A 児にと て見通し つ

す り すい ある 集 の相 と

関 る場面 ある と 他者に役 つ とを 意

識 る機会を すいと考えた

の係活動における A 児の達成課題を 下の

ように 定した

①　水やり係
・進 に取り る

・時間内に一 を り える

・ 学 の教 児童に感 さ る と 役 てい

る とに

②　健康観察表掛け係
・自分 進 保 へ行 の 分けを

して学 とにフ クに ける

・ り えた 小学部１組の教 に る

③　タオル集配係
・ 一 行う と る

・目 時間 ２分 内に える と る

・集 のと たせり を う と る

・ 学 の教 児童に感 さ る と 役に て

いる とに

(2) 支援の方針
上 の 3つの係のう について 日 に

ついて けと に実 し 活動内容 支援方

について見 しを行いな について 7 よ

り 12 について 4 より 11 して

実 した する と A 児 を

り る を と 他者の役に てるとい

う 自信につな ると考えた の支援 A

児の 他 5 の 7 の教 ローテーショ

ン 別に実 した 教 の支援について

下の 3つの テ リーを 定した た の 的な内

容 1 3 中の「支援の方 」に したとおり ある

1)　活動への集中を図るための支援
活動の 中 意 てし う A 児の実 を

え 分 り す 見通しを す なるた の支援

を えた として 活動内容を にするた の視

覚的な り の 動 の見 しによる活動

の な ある

2)　意欲の向上のための支援
活動に取り組み り る と A 児の楽しみに

つな るように した たとえ 活動の にリラ



16 17

知的障害児童のキャリア発達の促進を目指した実践研究

目 と の 点

達成課題 ア 進 りの に取り る と
る

時間内に一 を り える 教 児童に感 さ る と 役
ている とに と る

の
点

自 行えたと 時間内に行えたと 情 発 な の 子より

け 行えたと けを けて時間内に えたと

け 外の支援 要 たと 時間内に える と な たと

指導 ―下 部 改善点

間

1 7 1 7 9 2 7 1 7 19 3 9 2 9 27 4 1 1 11 15  5 11 2 12 6

活
動
内
容

ト ト 5
う を る

リーン ーテンの
を う
小学部 3クラス分

ク に を
す

ト ト 5
ト トル 1 に 1

本分 5 の を る
リーン ーテンの

を う
小学部 1クラス分のみ

ク に を
す

ト ト 5 コスモスの
つ
ト トル 1 1

本分の を る ト ト
5 コスモス 35

リーン ーテンの
を う

ク に を
し 自

を 入する

ト ト 5 コスモスの ラン
ー１

ト トル りをする
ト ト 1 につ 5 1 本
分 コスモス 35 ２本分

ク に を し
自 を 入
する リーン ーテン 取り
外さ たた した

デラ 2 け
1
デラに ト

トル 5 CC 1本分
の りをする

デラの
の部分と け に
を する

支
援
の
方

を する

う に を
す う の

な なると を
すようにする

大人

活動 うなと
に 活動 のお楽

しみを する

ク の
児の を ように

大 する を
いる

を の ー
に え に をする

の を分 り す する
の に をあ た

分 るように と
ト トルに 通の

を ける
ーを する

ト トの を集 て
する

りの を ト
トルに える

ト トルに に
を入 てお

い 小学部 組分
のみとした

ト トの とコスモス
の を集 する

コスモスの への
りの活動を える

ク に自
を える

コスモスの ラン
ーに え える

学習発 会に り見て う
とを みにする

発

コスモスの ラン ーに「
育てたコスモス す」とい

う 真 の ー を け
に を ように促す

大人
活動 に活動 の「お楽しみ

課題」を 児と 活動
教 と一 に な児童のいな
い コー ー す

内の の
りに活動を変

する

児の み うな
の活動を取り

入 る 　

教 の
に し 教 内
すぐに行えるように
し 活動 な
する

児
の

子

・ う を上 い
なせ 遊びに 行

し あ た
・ の の し
た
・ の 中 関に

た 他の教 を見に
行 と 多 た

・ 校 に りをす
るという と 定 して

た 行動 し
て た
・ト トの 時

ると 意 下して
た

・ 語的 け 意
上 な た

・時間内に な て
自 を

けていた

・ ラン ーへの え え 意
的 た

・ に見て い すい生徒
関 に ー を けた ラン

ーを とを の
意 高 た

・作業内容 に
さ

の 要 な な
た
・ の活動を
み意 的に

活動に取り組 と
た

教

に
よ
る

図１　水やり係の実践の経過と課題の達成状況

クス る環境 楽しみな活動を取り入 たり 大 と

の関 りの場を けたりする と ある た A児の

行 に て 活動内容を変 させたり

A児自 の自 定の機会を けたりする と ある

3)　役立ったことに気付くための支援
自分 係の を り る とによ て 他者

のように感 ている を意識 るように した

として 感 の けを多 するとと に

の成 を見て える場 の場を意 的に け

る とな ある

(3)　評価 
(1) した 係活動の達成課題について

の達成基 を け の活動 とに 支

援した教 し を した さ に A 児

的 いている に授業 み時間に A

児 係活動についての 情を 取り した

取り 本実践において A 児の支援に

てお に A 児を した と あり A 児

して す と る教 1 別に行 た 7

11 の間に 実 し のう 係活

動別に A 児の 情を 4 分 つ 取る と た

内容を時 に 理し 11 の教 し

係活動 とにA児の意識の変容を み取 た

Ⅲ．結果

1．水やり係の取り組み経過
実践の と課題の達成 を 1に 情の 取

り を 3に す

(1)　第 1期（7月上旬）
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活動の を中 とした本時 A児

う をう え 教 の けを 要としていた 活

動への集中 い あ た 情の 取り

A児 りをしなけ いけないと感 ている 教

に促さ る ている「 生え 」 あ た

(2)　第 2期（7月中旬）
う を ト トルに変え 活動内容を して

し を ー に変えて分 り す

すると 課題の達成 において に し

た し し せ 定 あ た

情の 取り り係の を覚えて正し

るようになり A 児 りを自分の

あると 識し 「定 」とな た

(3)　第 3期（9月）
3 のト トの りにコスモスを

え さ に A 児の自 活動を えた 語的な

を 的に行 た A 児の意 高 課

題の達成 定しな た りの動作 の の

スムー に るようになり 情の 取り 自

分 を る 子を「見せてあ たい」とう る

自分に自信 感を ている と 分 た 一方

教 の 問に対し りをした 「み なあり とう

とい て る」の 「 しい」と う のの

としており 的な え方に した のよう

に 的に 成した のの 意 い の「

成 ・ ンネリ 」とな た

(4)　第 4 期（10 月～ 11 月中旬）・第 5 期（11 月中旬
～ 12 月）

4 コスモスを ラン ーに し

「A 児 育てた」という 真 ートを けた

学習発 会 りつける ととし る場所 A 児

するようにしたと 本時 の

定して見 るようにな た

の時 の 情の 取り 教 の「 あなた

てい す 　 す 」との問

いに りな の係活動の内容をす 自信あり

に えた さ に 「 し ない」 りを

したコスモス と 「み な 」と し

うに した のように 実践の A 児

りを自分の と意識して し 他者 自

分 「み な」 た の あると理解 「

成 」を えた

5 にな て 内 の り活動に変

すると 内 の りに う に を

して 見 た

2．健康観察表掛け係の取り組み経過 
実践の と課題の達成 を 2に 情の 取

り を 4に す

(1)　第 1期（7月）
活動 みに行うた A 児 定した情

取り るように とする児童と出会 ない小

学部 1組 みを せるようにし 保

に行 ようにA児を促した し し 保 に入り み

係活動に取り に 教 と したり 遊び

たりする行動 見 るようになり 活動の 行に教

の けと し 要 あ た

の時 の 情の 取りを見ると 自分の あ

ると自覚し 「 ないと 生に る」反面 「楽し

い」と い 義 感とと に意 感 ているよう

あ た 「 生え 」 し し の 係活動を「し

なけ いけない」と感 ている 実 に り

てし う時 「 ない自分」に いて

の とを正 に える「自 反 」を えた

(2)　第 2期（9月）・第 3期（9月下旬～ 10 月）
2 保 に入り とを けるた 集

た の入 た を 下に A 児

係活動をした シールを る自 活動 の 楽

しみ活動・ 視 な を えた 活動 の「お楽

しみ活動」を すると 時間 係活動を える と

る と あ た 保 に行 と相変

教 に を 課題の達成 定しな た

3 活動内容を 2つに分け の中の

の 分け に フ クに けるの

に行う ととして 1 に行う活動 感を した

フ ク けの 作 スムー に る と えた

意 的 あ たの を変 した のみ

に 意 下 見 た

の時 の 情の 取り A児 「 る 出な

い」と した 「 な教 とな る 出る」と

い を けるた に自分なりの方 を見つけ出

うとしているよう あ た 係活動を り えて

さ るより 行 ている 中に と関 ていたいとい

う の方 「み なのた に ている」と

う のの 「み な」の ー 係活動

を行う意義を感 ないよう あ た 「 ンネリ・

スラン 」

(3)　第 4期（10 月下旬～ 12 月）
4 係活動を み な の い

時間 にす て せる とを A 児自 た

して み り教 と をする時間とした

により 活動への意 高 り 定して

見 るようにな た

の時 の 情の 取り A 児

け係を一 な として を 的に行

う方 に を える方 行い すい と に

自分 て実行したと した た 「

た と と ている」と 教 の 通りに

行 ていると 自信を ている と えた

3．タオル集配係の取り組み経過
実践の と課題の達成 を 3に 情の 取
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り を 5に す

(1)　第 1期（6月～ 7月）
ル集 けと の 2 のみ行うた 活動

の と内容を十分理解する に時間を要し 1

に教 の けを 要とした の 教

の見 り あ 集中して ルの集

るようにな た

情の 取り 6 に ル集 係につい

て た 意識 向いていない「 関 」 あ た

　7 になると 「教 の指 に なけ な ない」

「 ないと る」と感 て ル集 の り方

を 実に行おうとしている「義 」を えた の時

に 「 ル りしな た うなるの 」とい

う問いに 「… る … としなさいと

る …分 ない」と い 係の を り る意

義をつ みあぐ ている 子 あ た

(2)　第 2期（9月～ 11 月）
2 に入り 活動の定 と の向上を目指し 自

を作成した A 児 と目 を して

取り組み て 自 するようにし に

教 と感 を えた さ に ム ー 活

動時間を意識させ 係として たせり を相 に

目 と の 点

達成課題 ア 進 保 へ行 の
分けをして学 とのフ クに ける

を えた スムー に小学部１組
に る と る

教 児童に感 さ る と 役
ている とに と る

の
点

自 行えたと 一 る と たと 情 発 な の 子より

け 行えたと けを けて る と たと

促し け り し 要 たと 促し け り し 要 たと

指導 ―下 部 改善点

１ 1 19 ２ ２ 26 ３ 3 1 28 1 29 12

活
動
内
容

保 に行
の入 た を 下に

出す
を１ つ 学 の

フ クに ける
小学部１組に る

保 下に行
を１ つ 学 の

フ クに ける
自 にシールを る
小学部１組に る

保
を小学部１組に

て る
を

学 とに 分け
る

　　   を て保
下に行

学 のフ ク
に ける

自 に
シールを る

小学部１組に
る

保 下に行
を１ つ 学 の

フ クに ける
自 にシールを る
小学部１組に る

支
援
の
方

みに す場所を な児
童のいない小学部１組にした

係の を い出せるような
け しの けを行

う 　

た 見 る ス
ムー に取り ないと に

の見 り けをす
る 　

感 の を ける

の入 た を 下
に 　保 を出す
を 　

自 にシールを る活動
を する

係活動 の 的な「お楽しみ
活動」を し た 楽
しい としよう 」と える

自 を け
てある に する

活動場面を つに分け 分け
の活動を に行う

小学部１組 の
を て保 に向 う と

目的意識を るようにす
る た 分けとフ ク けを
別 に行う と 活動への 感
を する
大人

分けの活動時 教 見
り し の けを

行う 　　　　　　　　　　　

時 を し し
をする

に係活動を せた方
よいと自 考えた とを す
る
大人
保 への行 りの 下
す う に感 の

を ける
お み 教 との り取りを
分に行い 本児の ース 楽し
るようにする

児
の

子

・ みに す場所を変えた
と 動 スムー にな た
・ しの け 行う
と た に活動

する と え け 促
し に 要にな た

の 中 保 に入 て遊び
るようにな た

・活動 の「お楽しみ活動」
な の視 を する

と 時間 り える と
あ た
・保 への出入り な な

教 に作業を て
う と 大 との関 り

を ている 大 に て
えないと他に 意 向 な

な 活動 進 な た

・変 意 の高 り 見
た に 下した

・ の 分け活動 意 的に
行 た
・ の活動場面において 大 に

り て しいという い
自 関 りを てい

・見た の いた のに を
中 中学部の教 に入

てし う と あ た

・学習発 会 に 自分
の方 い」と　 に活動

をするようになり
・ 動中 活動中に通り た
大 と自 関 り 楽しみにな
ている

教

に
よ
る

図 2　健康観察表掛け係の実践の経過と課題の達成状況
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表３　水やり係の経過に伴う心情の聞き取り記録　 教 　A A児

時 1 7 上 2 7 中 3 9 中 4 11 中

テ

リ

自分の と い た時
係を自分の と 識した時

自分に合 ていると感 て
いる時

りの 成した時
意 い時

自分の と している時
み な た にと自覚する時

生え 定
成 ・

ンネリ
成

会

なに してないの
のう 日に 日の…

えーと … して１組
遊

りしてな た
あー あー う た あー

あー りしてる
う てしているの
た

し な た う
な

る さ る 生
と る 生 …

係の 　
た

今日 りしたの とした
の

生とした 日
生 生 生

生と に てい
る

を けている とあり す

あ りない Ｓ 下
生の児童 の つ ２組 な

２組に いて
あ たの り ていた

う いつ ている
代した よ う と

ト トルと 代した
ト トルに いてあ

て と
学 の児童 な のと
に をあ るの

外 遊 遊 な
て お を外 している と
な た な

ー ー
ントを う て…
り
な りしているの

コスモス ト トと
てる た 見せて
あ よう

りした 他の
て る

み な あり とうと て
て 学校の 生と 学 の

生と う
な

う しい 別の をし
な と える

りしな た うな
る

る 発する
えてし う いい に

えている 子

お てい す
お す

コスモスの り の
り ル集

日 ルの つを てい
る す 自信を て
える

しい ある
なー
コスモス いて う てい

るの な
う しいと う

いると う
み な し 生 み な

　 に に しな 教 を見て
える

表４　健康観察表掛け係の経過に伴う心情の聞き取り記録　 教 　A A児

時 1 7 上 １ 7 中 2 9 下 4 11 中

テ

リ

自分の と い て た時 「しな て いけない」と感 て
いる り てし う時

「 な て いけない」と
ている りた ない時

「 の す」と している
時

生え 自 反 ンネリ・スラン 成

会

係の す
と と…えーと…

た な … た
なお す

　　　
…
いつ するの

た た…
み時間に１組に行 て の
保 に行
うした た た
りの会する…

保 へ行 て をしてい
るの

生に「 した」と
て の を して

て「いい すよ」と え
「 り した」と う

の をしているの
み なの を み な

の つを けている
み なの ているの

み なの つ な た
うなるの

る
に
生に

いつ しているの
日 けに行 て

楽しい なと う み なの
つ けていて た
に １組行

の う す

た に１組行
に る …

…
た ーに る よ

たと あ たの
生のと  

た
た

た するの

のた に ているの
み なのた に
み な て 　　　　　
……

う
る と… な

い
　   る ない

う た る る
な

生に して て一
に た る る

お てい す
お す

コスモスの り の
り ル集

日 ルの つを てい
る す 自信を て
える

しい ある
なー
一 な

し
一 ているの
う
いつ ているの

行 行 に
てお ないといけないの

ているの た
自分 た 生に

た と と ている
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目 と の 点

達成課題 ア 一 行う と
る

目 時間 ２分 内に え
る と る

集 のと に たせ
り を う と る

エ 役に ている とに

の

点

一 行えたと 　 時間内に たと 一 行えたと 情 情の 取りの の発
な の 子よりけ 行えたと け 時間内に行えたと け 行えたと

け 外の支援 要
たと

時間内に行えな たと け 外の支援 要
たと

指導 ―下 部 改善点

間
１ ２ 11

活
動
内
容

ル り けの１
小学部 学 分を る

ル り けの１
小学部 学 分を る
自 に 入する

に する

ル集 の
小学部 学 分を集 る

ル集 の
小学部 学 分を集 る
自 に 入する

に する

支
援
の
方

教 い せり を える に
い けを してい

学 とに分けてある ルの を み重 て
組みにする

大人
ルの集 時 学 の教 感 の

を える

ルを集 た 特別教 す とを み
にする

自 を作成し 活動 に 目 を するよう促す

時間を意識して活動 るよう ーを する 　　

相 せり の い方について 問い ける
大人
自 を いて自 したり に したりすると に いと を
したり感 を えたりする

児
の

子

・活動内容 を理解し 教 の見 り
集中して ルの集 るようにな た
・時 せり の一部を る と あ た

・ 一 ルの集 るようにな た
・せり を に おうと意識する 子 あ り見 な た 日の 校
に ル いている するようにな た

教

の

図 3　タオル集配係の実践の経過と課題の達成状況

表 5　タオル集配係の経過に伴う心情の聞き取り記録　 教 　A A児

時 1 6 上 2 7 中 2 9 中 2 11 中

テ

リ

関 ない時

な て いけないと感 てい
る時

ないと ると ている
時

さ 感 ある に対し
て自信 いて た時

自分の と している時
自信 ついた時

関 義 自信の 生え 成

会

係
ゲーム係と デ 係

て
　　 ー　 …

あ り覚えていないの な
う
学校 ると
ゲームと …学 し う

う た
　　あと 動 た 学
　　本を見て…あ 本係 た

会 保 会 な
た

あ う た
３組 う

　　Ｓさ に 教えてあ た
り

あ り…ないな

ル り 日しているの
　　　　

う
に するの
に する というと

生に して「 ういいよ」
と た …

ル りしな た う
なるの

さ に る み
なに としなさいと
る 分 ない

あり とう の他 う1つ 係
の を していない

…分
会 日と 日に

してない
ー なー…
ント … 日の 「お

いし す」と て…「 」
のつ の …
「 ル 集 に した」
な 「お いし す し
す 」
覚えている の

生に 「 り した」 と
するの

い子 よ に に
して う り す
「 り した」と た
い子になるの
う
生 て るの

「いいよ」と て る 「 係
の た 育行 て
いいよ」と うよ

な になる
う しい

お てい す
お す

コスモスの り の
り ル集

日 ルの つを と
る す 自信を て
える
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るように い方を A 児自 考えて うよう

にした の支援の 「 たせり を う」

課題の達成 について あ た のの 「

一 行う」と「目 時間内に える」の課題につい

て 定して 見 るようにな た 特

に 日の 校 に自分 ル いている

する 見 るようにな た

情の 取り 9 に ル集 のせり

を に教 に て見せ 「自信の 生え 」を え

た と 分 た 教 たように行うの 「

い子」と感 ており り て教 る

とを し ている 子 た 11 になる

と 他の係 ル集 自分の ある とを

に 自信を て係活動に取り組 いる「

成 」を えた と た

Ⅳ．考察

1．A児の変容とそれをもたらした支援のポイント
実践の A 児の達成課題 い 定して

達成さ るようになり 係活動において 3つの 点

定した育てたい力 い 実践開 6

に たと さ た た 係活動

外の場面 A 児の変容 さ た たとえ

の時間 支援開 の 6 に 中 に

なる と あると に 場を てし い 教 の

促し 援 を 要としていた 支援 時の 12

になると中 する と した と さ た

た 楽な 集団 多 の を いて行う授業

自 ている他児の援 を し出て 授業 の け

進 う えて ている と さ た

A 児における のような「役割の理解と実行」能力

の を た した支援の ントについて 実践の

に基づ 考 する  

A 児の係活動に対する意識 た 教

導して活動を り す と 係活動をする と 自

分の役割 ある とを意識し た のの てし

う と 多 た の時 のA児の発 を見ると「

し な た る」「 た 」な と

に 定さ る自分の とを 定しており 役割を

的に たす自 ー を ていない と 見て

取 る た 「 さ に る み なに

としなさいと る 分 ない 」と

ない自分と を る他者との関係を意識

して義 感 感を感 ている と 分 る のよ

うな A 児に対し 要 あ たの 役

割を たすた の方 と ールに対する見通しの

あ た A 児の課題達成 を しな り し

活動 開を見 して 活動の と の を

り A児 役割を たすた の の を目指し「

る」自分を意識させるた の支援を た の場合

の活動の と 活動の 点 点 を A 児

るステ に分けて し ー

の活 により 「いつ いつ するの 」「

するの 」「 のようにするの 」を見通す と

るた の支援 あ た た の と A

児にと て 重な 感を感 ない ル 活動 を

調 するとと に 活動 に て能 のよい活動

を する支援 あ た えて 教 役割を り

た とに対する感 を行う と 他者 A

児を る 在 な し ラスの を える

在 あると感 るように して支援した

のようにして A 児 役割を たす を理解し

のた の を した し し の A 児の

意 に 見 課題達成 定しない時

いた 「 ンネリ 」と けたように え た

役割を おりに たし を る けの活

動 開 役割理解と の実行への意 を な

い と にな た の の支援として

取り入 ていた り る と A 児の楽しみ

につな るた の 他者 の な に え A

児自 の活動への自 活動に 性を感

るような変 を えた の支援 取り入 た

に を した として一時的な に て

し う傾向 見 た

し しな 的に A 児 定して課題を達

成 るようにな た の けとな たの 下

の 2つの支援 あ た

とつ 他者 るという 動的意識

な A 児自 他者を せる と るという

能動的な他者との り意識の を促す支援 あ

る 「 り係」の 4 学習発 会に自 の

の いた ラン ーを る機会を けた と A 児

教 の 取りにおいて 「 自分 育てたコスモス

いて み な いる 生 し 」と し

うに し の の 3 「み な あり と

うとい て る う しい 」と と えた 子と

た な た を見せた 3 に 他者

感 を「 ける」視点し な た の 4

びを「 える」 の視点を した と 見て取

た の変 A 児 役割を たす意義 自分

のた け な 他者のた あり を実行す

る と 自分自 の有 感 感につな ると理解し

た とを していると考え る のように A 児

実践を通して 他者との関係を「役割を実行しないと

他者 る」 「実行すると他者

る」 してさ に 「実行すると他者を せる

と る」というように 能動的に変容させた と

分 た

2 つ目 役割の実行に し A 児の自 ・ 定
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を保障する支援 ある 「 け係」において

A 児 1 2 の教 の 取り 「 る」「

る 出ない」と 実 に課題の達成 定しな

た し し 4 になると 「一 な

」「いつ る 自分 た」と 係

活動を 行しているの 自分自 あり をう

るの 自分 した と自 している 子

見て取 た 2 9 下 ンネリ・

スラン に たと A 児 「 生に一 に

て た る る」と 自分の意 を 出

す要因 教 との りにある とを自 分 してい

た を えて 4 自分にと て楽しみ

な教 との りを保障するた の の を生み

出した と 分 る た ル集 係 2

9 に 集 の の たせり の い方に 集

る相 を A 児 て える と す

す と えるようになり る自分を「 い」

と している のように A児の自 ・ 定

の の ールの 活動 の

の な の支援の み重 の中 A児 自分の

る 自分に る を るように育

て た と 基 とな て実 したと考え る 　

上の支援の 自分 さ る役割を

たす と ると感 てお 役割を たす び

感 ていな た A 児 あ た 係の「 成 」

に 「 しい ない」「一 ている」「

生に た と と ている」と える

に自信を 役割を たす びを た と 分 た

2．「役割の理解と実行」能力の獲得を促進する
competency-based の PDCAサイクル
本実践 「研究の と目的」 たように 4

つのステ なる支援実践の 組みを する と

により 支援における CDA クルの実 を目指し

た の 4つのステ 村・ 出 の う

- - の に する の

あると考える と 間の 面に

る「行動」 け な の内 にある動機 け 知識・

を 的な を指す 崎 2 8 とさ る

本研究 した支援の 組み A児の目に見える行

動を 的に する 組みと 内的な動機 け 意

自 意識な の見えない能力を する 組みを内 し

ており 実 シートの活 育てたい力の 定

実践に る DCA クルの において

「役割の理解と実行」という視点 の高

りと よりよい発 を 向する の あ たと える

すな の 組みを つ と 本実践において

A 児のキャリア発達について - の支

援 能とな たと考え る

た 本実践において 支援の場を特別活動 日

の係活動 とし 的な支援を行 た 係活動 特

別支援学校学習指導要 2 9 の小学部教科「生活」

において「集団活動に し な係活動をする」「日

日 な い を進 する」な の 目

として づけ ている の ある 小田 2 13

「キャリア ランニン ・ トリ クス 学習指導要

」の開発にあたり 係活動を「キャリア ラン

ニン 能力」の「 た よ び」に づけている

のように 係活動を「役割の理解と実行」能力の

を促す支援の軸とする と 小学部 にある知的障

害児の支援において な活動 あると考え る

し し の実践 の係活動を のように

開す 「役割の理解と実行」能力の を実 す

るに る の 組み作りについての検討 十

分 み上 ていない あ た 本実践において

を実 するた の DCA クルシステム

の を す と たと考える

Ⅴ .　本研究の限界と今後の課題
本実践研究 一 の知的障害児を対 になさ た

の あり 本研究の成 なる対 の 大と実践の

み重 を て 検 さ る 要 ある た 本研究

取り上 た「役割の理解と実行」能力 キャリア発

達の中 的能力 ある のの 見ると の一

部分 ある と ある キャリア発達

理して たように 的な視点に つ の あり さ

に に関する 多 ある を

えるな 本研究について 今 開発 進 るキャ

リア教育を すると の ロ ト的役割にある

と 識している 今 なる実践により 本研究の成

を発 させたいと考える
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ア ランニン ・ トリ クス 」作成の

特別支援教育総合研究所研究 要  8  3-17

小田 2 13 キャリア発達の促しを意識した本校

「キャリア ランニン ・ トリ クス」の作成と

学習活動への活 業能力開発 「 能と 」

24 24-3

教育 研究所生徒指導研究セン ー 2 2 児童

生徒の 業 ・ を育 教育の 進について 調

査研究

　 1

　2 14 年 8 27 日アクセス

特別支援教育総合研究所 2 1 特別支援教育 実

のた のキャリア教育ガ ブ ク アース教育 社

文部科学 2 6 小学校・中学校・高 学校キャリア

教育 進の 　 児童生徒一 一 の 業

を育てるた に  

　 21

1- 5 　2 14 年 8

27 日アクセス

文部科学 2 9 特別支援学校小学・中学部学習指導

要 出

文部科学 2 11 今 の学校におけるキャリア教育・

業教育の在り方について 中 教育 会

うせい 　

子 2 1 特別支援教育の在り方に関する特別

会 4  

　

3 44 1298919 　2 14 年 8 27 日

アクセス

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

Ⅰ．本稿の目的と背景
2 11 年 3 11 日 日本大 による 一 発

て の 子力発 所 に 止に

な た に て 力 生 エネルギー

に関して 「日本 のた に 発を する

」「 より ・ な し なの

発する 」な 対 する 在 した

に 多 な 在する い にせよ

能な社会に向けて 一 一 エネルギーの と

のあり方を 「 能な社会」 を考え さなけ

な ない ・時 とな ている

さて 中学校地理的分野において資源・エネルギー問

題に するの 「資源・エネルギーと 業」 2

( ) １ あり な実践 さ ている

し し 日本大 の実践なの 発

び 力 の を 定してお 教 生徒

にと て との授業 ていな た

う の実践 生徒のエネルギー に関

する知識の 能な社会の への意識

に する と ていた あ う

「 能な社会」に向けて 2 2 年 日本

連総会 「 能な開発のた の教育の 1 年」を

し さ ている２ における「 連

能な開発のた の教育の 1 年」実 画 SD 実

画 の１ 「2 11 年 3 11 日に発生した 日

本大 び に 因する 子力発 所 力

の における SD の実 のあり方に

大 な を す の す 中

地を中 として にと ない しい地 づ

り 社会づ りを日本 してい ととなり

す 「 能な社会」 の の となる考え方の

一つとなると す ３ 」と ており ス

ト 3 11 の日本社会において 「 能な社会」の実

に向けて資源・エネルギー問題を生徒自 力 要者

の 実な問題として え し 授業を 成しなけ

な ない う

さ に 2 8 年 中 教育 会 学習指導要

改善の方 において「 能な社会の実 を目指す

な 的な に自 画してい 資 能力を育

成する」よう指 した を けて 中学校社会科

的分野の と として「 能な社

会を 成するという 点 た よりよい社会を

いてい た に解 す 課題を させ 自分の考

えを と させる」活動 定さ 社会科 の総

と として「 能な社会」のあり について す

る活動 お る とにな た よ て 社会科 リキュ

ラム の「 能な社会」の実 に向けた学習と

して組 さ る 要 ある

し し 成 2 年 学習指導要 において「 発

教育」 SD として考え ているの 日本

大 の改 あ て 「 的分野 (4) た と

社会の 課題　 　よりよい社会を目指して」と

「地理的分野 2 日本の な地 　 日本の 地 」

の２ 所 け ある 資源・エネルギー問題に大 関

係する「資源・エネルギーと 業」の SD の

内容として考え ていない 3 11 の社会 を

育 教 発

―中学校社会科地理的分野「日本の資源・エネルギー問題」を通して―

龍瀧　治宏 ・岡﨑　誠司

A D       SD       D      I A A- AN A A A
-  S 　      C

A C  S        N          
       S    C

  A I・S  O A A I

キーワード：地理的な見方・考え方 発 教育 資源・エネルギー問題 社会 画力

： -  S        C  ＥＳＤ      N  

     S  

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： －

富山大学 間発達科学部 中学校教
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考えると「資源・エネルギーの 業」 SD 教材と

して開発する 要 あるの ない

た 資源・エネルギー問題 多 の知識を し

て を習 し 的知識を生 して合理的な意

定 る ようになるた の てとして有 あ

り に 的分野 て た し し 地

理的分野における 課題学習 との内容重 を

けるた に 資源の分 エネルギーの な を教え

て りという とにな ている の と 資源・エ

ネルギー問題の 因 解 についての

的分野のみ 実 さ 地理的分野 生徒 実

を知識として するにと ている とを意 して

いる 地理的分野 資源・エネルギー問題の 因 究

解 についての 中学校学習指導要 解 社

会 に ている「地理的な見方 考え方」 を

し育成するた に 要なの ない

のような問題意識 本研究 の資

源・エネルギー問題の授業の課題を にし

を する と る「地理的な見方 考え方」の育

成を 能にする SD教材の内容を開発したい

Ⅱ．ＥＳＤとは何か

１　「持続発展教育（ＥＳＤ）」とは何か
「 能な開発」と 「 の 代ニー を たす

能力を なう とな 在の 代ニー を たすよう

な社会づ り」の とを意 する すな 環境の保

の開発 社会の発 を調 的に進 てい と

を意 する 「 能な開発」のた に 一 一

の 代 た環境との関係性の中 生

ている とを 識し 行動を変 する と 要とさ

ており のた の教育 「 能な開発のた

の教育」 ある 「 能な開発のた の教育」

   S  D の日本語

日 的に するに す る上 「開発」 意

定さ てし う した て を「 能

な発 のた の教育」と改 さ に教育 場において

より り す い すい にするた 日本 ネ

スコ 内 会 「 発 教育」と して

の の 促進を している

- 2 -
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図１　ＥＳＤのモデル図（著者作成）

２　ＥＳＤの目標
ＥＳＤの目 における「 連 能な

開発のた の教育の 1 年」実 画 SD 実 画

によると す ての の高い教育の を し

た 能な開発のた に る

び行動 あ る教育 学びの場に取り 環

境 社会の面において 能な 実

るような行動の変 を た す と あり の と

して 能な社会への変 を実 する と ある

３　ＥＳＤの範囲
ＥＳＤ 環境 開発 ン ー 子

の 教育 理解教育 識 エ

止教育な 多 に たる よ て SD

よいの における「 連 能

な開発のた の教育の 1 年」 によ 「 進 にお

いて 環境保 な の社会的な課題

な の 的課題について取り組 い と 要

す … の中 的な課題として 資源の

の抑制 環境保 下 部 者 」

ると ている した て 本研究の ＥＳＤ

る内容 あるといえる

４　ＥＳＤの学習指導要領上の位置付け
表１　新学習指導要領と同解説における「持続可能な社
会」の記載件数

学習指導要 解

小学校 社会　　　　　

　 の他　　　１３

　 合 　　　　　 合 　　　　１

中学校 社会　　　　　２ 社会　　　　１

　 理科　　　　　２ の他　　　３３

　 合 　　　　　 合 　　　　

高 学校 地理 　　　 地理 　　２

　 　　　　　２ 　　　　 ３

　 の他　　　１２ の他　　　

　 合 　　　　１ 合 　　　１

中 「 能な社会と の 学習」日本社会

　科教育学会 社会科教育研究N 113 より作成

１ 小・中・高 学校 の 学習指導要 および

　の解 における「 能」の語の 所 出

　

２ 「 の他」 社会科 社会 地理 外

　の教科・科目

成 2 年 学習指導要 改 さ の中

能な社会の考え方 のように反 さ ているの

1 学習指導要 と 解 における「 能

な社会」の ある 社会 教科のＥＳＤ関連の
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

内容 教科 の の中の 分の一 分の一と

て高い割合 ある と 分 る ＥＳＤの

進に て社会科の重要な役割を さ ている

との ある

2 11 1 の役割を 下のように ている

「 学習指導要 における社会科 地理 科・ 科

の リキュラム を検討し 社会科 「 能な社

会」の実 を究 の目 として 成さ な て な

ない 者中 2 8 年 中教 学習指導要

改善の方 において「 能な社会の実 を目指す

な 的な に自 画してい 資 能力を育

成する」よう指 した を けて 中学校社会科

的分野の と として「 能な社

会を 成するという 点 た よりよい社会を

いてい た に解 す 課題を させ 自分の考

えを と させる」活動 定さ 社会科 の総

と として「 能な社会」のあり について す

る活動 お る とにな た よ て 社会科 リキュ

ラム の「 能な社会」の実 に向けた学習と

して組 さ る 要 ある 」

５　「持続可能な社会」に関する内容を中心とした
新学習指導要領のカリキュラム構造
日本 資源・エネルギーに しいの 22 に

向 て「 能な社会」の実 しなけ

いけない課題 ある に た 中 教育 会

学習指導要 改善の方 において「 能な社

会の実 を目指す」よう指 しており リキュラム

「 能な社会」の実 に向けた学習として組 さ

る 要 ある

し し したように 成 2 年 学習指導要 に

おいて SD として考え ているの 日本大

の改 あ て 「 的分野 (4) た と 社会

の 課題　 　よりよい社会を目指して」と「地理的分

野 2 日本の な地 日本の 地 」の２ 所

け あり 資源・エネルギー問題に大 関係する「資

源・エネルギーと 業」の SD の内容として

考え ていない のような リキュラム 「

能な社会」の実 を目指す と ないと考える

した て 者 2のように地理的分野において「資

源・エネルギーと 業」を「地理的分野 2 日本の

な地 　 日本の 地 」に 行して組み ように

成する あると考える 地理的分野 「日本 の

能な社会のた の学習」を行う して の学

習を えて 的分野において「発 上 の

能な社会の のた に関 を 力するた の

学習」を行うよう 性を つようにする 下に の

理 を つ る

一つ目 「本 の目的と 」 たように 「

能な社会」の実 を目指すにあたり にお

ける「 連 能な開発のた の教育の 1 年」実

画 の１ 「2 11 年 3 11 日に発生した 日

本大 び に 因する 子力発 所 力

の におけるＥＳＤの実 のあり方に

大 な を す の す ・・・ 日本大

び に 因する 子力発 所 力 の

に 面する とにより 多 の エネルギーの と

のあり方を 「 能な社会」 を考え さな

け な ない」と ている と ある

の日本の を考えた場合 「 能な社会」の実

に向けて資源・エネルギー問題を生徒自 力 要者

の 実な問題として え し 授業を 成しなけ

な ない と たなしの といえる

つ目 の中学校社会科の 成 SD

の目 を達成 ない ある における「

連 能な開発のた の教育の 1 年」実 画

力 行動力を に けるた の知識・理解

能 を学習するた のテー を 進 と 上 と

に分けて している 中山 2 11
11 ＥＳＤ

上 の 的発 な して 進 の 的発 な

いという視点を重視する と つ り 発 上

進 の開発 力な して 的成 実

ない と の関係性を学習する と 重要 ある

と ている さ に中山 日本 の 能な社会

の学習 日本社会の 的発 のた の知識・理解

能 の習 と 時に 発 上 の 能な社

会の に のように関 を 力 る の

た の知識・理解 能 の学習 する と

大 になる 進 と 上 の学校教育

能な社会の を目指す 有の教育を実践する

と ない と け えている よ て 2のように

地理的分野に「資源・エネルギー」の内容を しない

と 日本 の 能な社会の 識 い のにな て

し うの ある して 地理的分野に「資源・エネル

ギー」の内容を して日本 の 能な社会の 識

なる と ３年の 的分野 発 上 の

能な社会の に のように関 を 力

る の学習 生 て ると考え るの ある

つ目 する 「地理的な見方 考え方」の

「地理的な見方」 育成 「地理的な考え方A 」

につな ないと考える ある
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Ⅲ．地理的な見方や考え方
中学校社会科地理的分野において 教 の 義

による知識 入 問題とさ て た 義

の学習 的な地理的知識 習 さ る 生

徒 的に地理的 を 究してい 問題解 能力

育成 ない 代社会 ある社会 について社

会的な を る に の の基 となる知識

さ な情 を 的に分 し 解 する能力

要とな て る の能力 社会的な見方 考え方

ある

中学校学習指導要 社会科に つの「社会的な見

方 考え方」 している 地理的分野における「地

理的な見方 考え方」と 的分野における「 治

についての見方 考え方」 ある 本 地理

的分野における「地理的な見方 考え方」について

にしたい

１　学習指導要領における「地理的な見方や考え
方」

33 年 「１目 」の解 部および「内

容 １ 」の本文・解 部において 地理的な見方

考え方の 語 出し の学習および地理学習

において の意義 方 て さ た た

の生活 地方的特 性と一 的 通性 地 相 の関係

自 と 間な に関する 社会科目 ２

びつ 地理的分野目 １ に見

在の地理的な見方 考え方に関する 的な目 につな

ている 「地理的な見方 考え方」という と

学習指導要 に定 したの 33 年 中学校社会

ある 12

成 2 年 と 成 1 年 における「地理的な見方

考え方」 地理的分野目 の中 を い の内容

成 性 さ ている 地理的分野の目 １

社会科目 につな る基本的な目 あり 目

高

学
校

 

中
学
校

小
学
校

　 　科

代社会 治・

(3) に生 る社会を目
指して

(3) 代社会の 課題

地理 科

(3) 地 社会と日本
能な社会へ

の

(5) 地 の
資 を活 して

究する地 の課題

的分野
(4) と 社会の 課題
　よりよい社会を目指して

能な社会を 成するという 点 た よりよい社会を いてい
た に解 す 課題を 究させ 自分の考えを と させる

日本での持続可能な社会のための学習

３・ 年生 地 学習

地理的分野
2 日本の な地 　 日本の 地
エ 環境問題 環境保 を中 とした考

地 の環境問題 環境保 の取組を中 とし
て を 業 地 開発の動向 の生
活な と関連 け 能な社会の の
た に 地 における環境保 の取組 大
ある とな について考える

地理的分野
2 日本の な地 　 と た日

本の地 的特
資源・エネルギー 業

日本 資源に ていない 入に
している を とに 能な社会の
のた に 要者 と 者 要な取

組について考える

発
展
途
上
国
の
持
続

可
能
な
社
会
の
構
築

の
た
め
に
関
心
を
も

ち
，
協
力
す
る
た
め

の
学
習

筆者が考える追加部分

図２　「持続可能な社会」に関する内容を中心とした新学習指導要領のカリキュラム構造（中学校社会科
部分のみ）

「 能な社会」のた の教育に向けて」日本社会科教育学会 社会科教育研究 N 113 2 11 年 65 を 考に

者作成

１ 学習指導要 を 高 学校 科目のみ す
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２ ３ 目 １ の 的な い 目

地理的分野の学習を通して に けさせる能力と

にな ている の中 「地理的な見方 考え方」

目 １ の一部に さ 目 ２ ３ におい

て を 成する基本的な と関連 けて さ てい

る の目 ２ ３ の内容 さ に 目の地

理的な見方 考え方の内容 成に 理さ 「地理的見

方の基本」「地理的考え方の基本」「地理的考え方を 成

する３本 」な の意 け の 性 さ

ている

33 年 と 成 1 年 の間の学習指導要 の内容

する 学習指導要 の「地理的な見方 考え方」

の内容 成の変 3のように と る と

る 成 1 2 年 目 １ の内容の 目の

「地理的な見方 考え方」に対して 地理的 の え

方 究の 方 一 さ た 特に 成 2 年

「 地 の課題 について考える と」

指 さ うす という問いにより 社会科の

的資 の育成につな る 意 定

る とに 目したい 3

33
年

目 (1) 地 的特 ( と他地 との
関連 )

目 (2) 地方特 性と一 通性
地理的

目 (3) 地 間相 の関係 目 (4) 自 と 間生活との関係

44
年

ア 地 の
特 を他地

との
関連におい
て考える
と

地理的 の
性 意 を地
方的特 性と一
的 通性の 点に

てと える
と

地理的
を生み出

した
について考
える と

エ 日本 における大
小さ な地 的 と
りを考えるとと に

の地 間の相 関係
合関係について考える

と

自 お
よび社会的

と 間
との関係に
ついて考
する と

地 の
変 に 目
し の 動
向 意 に
ついて考え
る と

52
年 　
　 　 　
　

ア 地 の
特 を他地

との
関 連 に お

いてと え
る と

地 の の生
活に関する の
性 意 を 地方
的特 性と一 的
通性の 点に て
と える と

地 に
の生活に

関する の特
を生み出した地

理的な につ
いて考える と

エ 日本 における
大小さ な地 的

と りを考えるとと
に の地 間の相

関係 合関係に
ついて考える と

自 び
社会的
と 間との
関係につい
て考える
と

地 の変
容 に
せ の動向

意 につい
て 考 え る
と

成
年

地 の
を
間的

な広 りと
の り

と える
と

の
生活の地
的特 を他
地 との

関連に
おいてと
える と

の生活の
地 的特 に関す
る の性
意 を地方的特
性と一 的 通性
の 点に てと
える と

の生活
の地 的特 に
関する を成
り たせている
地理的 に
ついて考える
と

日本 にお
ける大小 な地
的 と りを考える
とと に の
地 間の相 関
係 合関係につい
て考える と

自
び社会的

と 間と
の関係につ
いて考える
と

地 の
変容に 目
し の動
向 意 に
ついて考え
る と

成 1
年

成 2
年

に のような
の のように広
ているの

を 間的広 りと
の り と え 地
理的 として見い す

と た うした地
理的 に のような

間的な 性 傾向性
み るの 地理的

を 間的な
に 意してと える

と

うした地理的
な のようにみ

るの た な の
ように分 したり り変

たりするの 地理的
の 間的な

な を成 させている
要因を 地 という

組みの中 地 の環境
他地 との び

な と 間の みとの
りに 目して 究し と
える と

うした地
理的

し み
ないの 他の
地 に み
るの 地
を し関連
けて 地 的特

を一 的 通
性と地方的特
性の視点
究しと える
と

うした地理的
み ると
のようなより大

な地 に し
るの に のよう
なより小さい地

成さ ているの
大小 な地 部分
と とを 成する関
係 重 的にな てい
る とを えて地
的特 をと え 考え
る と

のよう
な地理的

の地
いつ み

たの

み る の
地 の変

容をと え
地 の課題

につい
て 考 え る
と

し 生・ した内容　  　 の 的なつな り にな た内容

  の 的なつな り　　 に集 さ たつな り

図３　戦後学習指導要領「地理的な見方や考え方」の内容構成の変遷
田 中学校学習指導要 社会における地理的見方・考え方の 日本社会科教育学会発 資 を 考に 者作成



3

２　新しい「地理的な見方や考え方」の定義
に 井田 1999 大 英 2 2

した「地理的な見方 考え方」に 通して 成

2 年 学習指導要 地理的分野の目 １ の内容の

「 地 の課題 について考える と」につい

て うす という ロセス けており 社会科

の 的資 の育成につな る 意 定 な

さ ない とに課題 ある

成 2 年 学習指導要 によると 地理的な見方と

日本 にみ る を 間的な広

りとの り 地理的 として見い す と あ

り 地理的な考え方と の を地 という

組みの中 考 する とという と る 地理的分

野の目 の (2) (3) を えて地理的な見方 考え方を

理すると 2のようになる

上の地理的な見方 考え方 地理的分野の学習の

を通 て う の ある

「地理的な見方 考え方」の基 となる知識に

ついて 理してお たい 田 1991 知識を分

し 4 知識の関係を し 問いの と習

さ る知識との関係を分 している 5 　地理

的な見方の基本の下 部の問い 2 5 と関

連させると地理的見方 的知識と分 的知識にな

る して 地理的な考え方の基本の下 部の問い

2 と に 5と関連させると地理的考え方

的知識 的知識 になる した て 的

知識・分 的知識 「地理的な見方」 目 ２

３ の内容の 目 に 的知識・ 的知

識 「地理的な考え方」となり 目 ２

３ の内容の 目 に する た 目 ２ ３

の内容の 目 ある 「 地 の課題 に

ついて考える と」 指 さ うす という問

い 的知識に支え ている とになる した

て 「地理的な考え方」となる のように

「地理的な考え方」 つある 者と 者

内容の なる のなの 者を「地理的な考え方A」

者を「地理的な考え方 」として 別し

たい 場の地理の授業 と 「地理的な見方」

止 ている と 多 的・分 的知識を し

て えている し 「地理的な考え方 A」

えている と 多いの ない 者の「地理的な考

え方 」 的資 の育成につな る

意 定につな る け ない SD の

目 ある「 能な開発のた に る

」を 識させるととと に 「 能な

実 るような行動の変 を た す」という社会

画への動機 けにつな るの 大変重要な考え方 あ

り 要なの ある した て 学習指導要 にみる

「地理的な見方 考え方」の 成 6のようになる

なお 田 1991 社会的な見方 考え方を の

ように定義している 的知識と分 的知識 社会

的見方の材 となる知識 あり 的知識と 的知

識 社会的見方 ある 的知識 社会的考え方

ある 社会的考え方 社会的な を

た の合理的意 定能力と い える と る

6の「地理的な見方 考え方」の 成 田の

的知識

実関係的知識 分 的知識

的知識
知識

的知識

関係的知識 的知識

図４　知識の分類
田一 1991 小学校社会科の授業
より 者作成
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社会的な見方 考え方の 成 と学習指導要 定す

る「地理的な見方・考え方」13 を 考にして作成した

6の社会 画力について のように考える 教

育基本 び学校教育 に 「 の に基づ

的に社会の 成に 画し の発 に する を

う と」と 定さ ている を けて 中 教育

会 成 2 年 学習指導要 の改善の にお

いて 「 能な社会の実 を目指すな 的な

に自 画してい 資 能力を育成する とを重

視する方向 改善を る」という改善の基本方 を し

ている して 成 2 年 学習指導要 「社会

画 な 文 教に関する学習な を重視

する」とし 「社会 画」を 調している 「社会 画」

と な活動に実 に する と け な

な社会問題に生徒 向 てい 方 を

考する と と考え る 田 2 13 「社

会 画力」を「 な社会的役割の い をなす

・ る ・なす ない を実 方

て考え る知識・ 能・ ある」14 と定義しており

本 文 「社会 画力」を のように定義する

Ⅳ．先行実践中学校社会科地理的分野の課題
中学校社会科地理的分野における授業実践

分 を通して の特 と問題を 理する 授業 と

して 山口 宏の実践「資源・エネルギーと 業」15

小林広 真の実践「日本の資源・エネルギーと

業」16   田中 の実践「 て考える の

日本のエネルギー ーロ のエネルギー 情を通し

て日本の資源・エネルギー問題を考える 」17 の つ

を取り上 る

１　山口泰宏の実践「資源・エネルギーと産業」
の課題
の実践 業 の進 内のエネルギー 要の

大と 入エネルギーの を た し エネルギーの

定 を 保するた のさ な 力 エネル

ギーの な にあ る エネルギー・ 資源 へ

の取り組みについて理解させ 日本 うした方面にお

いて高 な を ている とを えて課題解 へ

の を 究している し し 本実践 下の２点 問

題 ある １に 「地理的な見方」 と ている

と ある 本実践 調査活動 な取り組みにつ

いて調 ている を発 して 有する け ある

の調査 の内容 的知識 習 する

的・ 的知識を習 する 究 ないた 「地理

的な考え方」に成 していない ２に を解 す

る合理的 をしていない と ある 本実践

能な社会の に向けて自分た をしてい た

よい 考えさせており SD の目 ある社会 画

への を 成しようとしている し し 学習活動

を解 する合理的 をしてお 「地理的な考え

方 」 成 していないた 社会 画の

識的な い のにな るを ない

２　小林広和，鈴木真の実践「日本の資源・エネ
ルギーと産業」の課題
の実践 のエネルギー資源 しい中 エネ

ルギー源の多 な の方 の 業 生活

を支えている 力 を通して の の資

源・エネルギー のあり方 課題について考 してい

る して の学習を えて 今 定して

するた に る対 について考えさせてい

る し し の実践 下の３点 問題 ある

１に 「地理的な見方」にと る と ある の実

践

発 の 所・ 所を習 する とになり

的知識を て「地理的な見方」 育つ し し 発

についての を 究する活動 保障さ ていないの

的・ 的知識を習 する「地理的な考え方A」

育成さ てない ２に エネルギー を考えさせ

ている 「地理的な考え方 A」 育成さ てないの

合理的 ない の実践 源 保と環境保

を目的とした 2 年 の のエネルギー を考

えさせる 発 の 的なデー 資 により 究

活動をしていないた 的 な 的な に

よる のにな るをえない よ て「社会的な考え方

」の成 見 ない ３に 社会 画の を

成する学習活動 ない と ある した て の実

践 SDの目 を達成する と ない
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３　田中曜次の実践「比べて考える，これからの
日本のエネルギー－ヨーロッパのエネルギー事
情を通して日本の資源・エネルギー問題を考え
る－」の課題
の実践 ーロ のエネルギー 情を と

て のエネルギーの を 識し の 要因

を考える中 の 自の課題 問題点を 的

て 究している して の 的視野を

えて 日本のエネルギーの な 問題なの を

している した て 的知識 ある 識を

える と 「社会的な見方」を に け な 問題

なの を 究する と 「社会的な考え方 A」を に

けている の上 エネルギー の合理的 を

行い「地理的な考え方 」を育成している と

る し し 下の２点 問題 ある １ エネ

ルギーの 的デー の 究 けている と ある

の実践 エネルギーの 的デー の 究 けて

いるた 合理的 あり 性 る

２に 社会 画の を 成する学習活動 ない と

ある した て の実践 SD の目 を達成す

る と ない

Ⅵ．地理的な見方・考え方を成長させるＥＳ
Ｄの授業構成

１　内容編成の論理
「地理的な見方・考え方」の育成を目指して たに開

発する中学校社会科地理的分野の 「資源・エネ

ルギー問題」 ある の開発 学習指導要

「日本の資源・エネルギーと 業」に する 資源・

エネルギーについて 日本大 による 発

て 発 止に う 力 びエネル

ギー に関して 対 する 在 した大 な

問題とな ている 本 開発する

の内容 成 ある における「 連 能な

開発のた の教育の 1 年」実 画 18 に て

いる「関 の 理解の する 問題解

能力の育成 を通 て「 的な行動 を促すという

一連の学習の に基づいて A 資源・エネルギー問

題への関 ・ B 者 のエネルギー の

方 C エネルギー への社会 画 と 成した

A 日本大 による 発 る の日

本の資源・エネルギー を した上 発の

に向けて今 のエネルギー を考

える B A 考えたエネルギー

なの 検 してい の ＥＳＤの

を してい C のエネルギー

の一 一 を理解した上 エネルギー の合理的

を行う して 社会 画として のエネルギー

問題に対して自分 在 に た て のように行

動してい の を考える のように を 成す

る と A ２ した 的知識 分 的

知識を するという地理的な見方 育成 る B
２ した 的知識 的知識を する

という「地理的な考え方 」 育成 る C
２ した 的知識を し 的資 の

育成につな る 意 定につな る「地理的

な考え方 」 育成 る 下に 7 と 8 12

との関係について したい

（１）A【資源・エネルギー問題への関心・喚起】の内
容編成

8 のAの部分にあたる 日本

エネルギー資源の を 入に して た し

し 197 年代に石 機 業 大 な

を う とになる 石 けに る とな

なエネルギーを してい うとするエネルギーの多

進 てい して エネルギーを 保

し 地 止を進 てい た に 的に

出を 制する動 に対 して 子力発 進

てい とになる 子力発 発 の３割を

し さ に の割合を すエネルギー をと

ていた 日本大 による 発 により

能 という 大な 害を た す とにな た
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

のた 日本の 発 止してい 力

る に る のような 力 の において

今 の日本のエネルギー を のようにしてい なけ

いけないの の意見を えて 検討する と

にな た
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（２）B【供給者側のエネルギー政策の方法】の内容編
成　①原発再稼働説

9 のB の部分にあたる 発

を す コスト 見 さ て上 したと いえ

相対的に あり 力 定し 日本 び

生活 定する さ に ラン 一 入す

リ クル 画さ ており 資源小

の エネルギーとして る し し 発

び な 発 のお 生 発 地

地 ある 地 に 能 の 性をおしつける

とになる 対 する 「 会の 力 地」

対「 地 の 力 地」 ある 地 間の

という につな る た 発 地地 の行 ・

に 発によ て支え ており を え

な して いたいという の い ある

と 考えなけ いけない た 発 年

という 理 要になる高 ル 性 をさ に

させ を していない の 代に代 おし

つける とになる 対 する 「今の 代の 害」

対「 の 代の 害」 ある 代間の

という につな る 9

②火力発電増強説
1 のB の部分にあたる 在

止している 子力発 の代 として 力

発 の割合を して対 している の 力発

を していけ 力 定する し し

石 の日本向けの 上 しており 入

しているの に ている を うた

に 代上 ない た 石 の を

入に しているの 害 な の

いつ 止する ない あり び石
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機 る 能性 大 い して 出

し 地 の につな る た 石

の 年 ているの い してし

う の対 する 「今の 代の 害」対「

の 代の 害」「 力の 定」対「環境の ・資源

の 」 ある 地 を 止し の

代のた に 資源 しないようにする環境・

資源の保 の につな る 1
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③再生可能エネルギー増設説
11 のB の部分にあたる

生 能エネルギーを してい と エネルギー源

あり 環境に 地 環境に

て発 能 あり 環境・ 資源の保 になる

し し に さ るの 発 定 あり

発 小さ 発 コスト 高い した て 場

理 進 ないの 導による

定 取制 により導入を促進している 導入 進

力発 に る割合 する 導入 進 進

取 し 大 なり 代

年 上 してい とになる 生 能エネルギーの

環境 資源の保 る 業 に

多大な を え 的 大 なる

対 する 「環境・資源の 」対「 的 」

ある 地 を 止し の 代のた

に 資源 しないようにする環境・ 資源の保

の につな る 11
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「地理的な見方・考え方」を育成させるＥＳＤ教材の内容開発

（３）C【エネルギー政策への社会参画】の内容編成
12 のCの部分にあたる B

発 方 を 究する とによ て の発 方

に 所と 所 あり エネルギーを しな

能な社会を実 する との しさ 見えて る

本問題を て対 する 「 会の 力 地」

対「 地 の 力 地」「今の 代の 害」対「

の 代の 害」「 力の 定」対「環境の ・資源

の 」「環境・資源の 」対「 的 」 ある

の を生み出す 「地 間の 」「 代

間の 」「環境・ 資源の保 」 ある

の対 する を するエネルギー の合

理的な をした上 者 ・ 要者 の 場

エネルギー に対して をなす ・ る

・なす ない 社会 画の方 を考える

12
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２　方法原理
「地理的な見方 考え方」を育成する SD 教材を開

発するた の方 理として 「資源・エネルギー問

題への関 ・ あるエネルギー の ・

検 合理的 の 究 社会 画の 究」と進 る

資源・エネルギー問題への関 ・ 生徒 社会

問題に関 を の解 の を てさせて

・検 してい の ・検 を えて 的

な 拠を とにエネルギー を合理的に し 社

会 画への意識変 へとつな てい たい

中山 2 11 19 2 11 2 している

ように における「 連 能な開発のた の

教育の 1 年」実 画 に ている「関 の

理解の する 問題解 能力の育成

を通 て「 的な行動 を促すという一連の の学

習 岡﨑 している「 学習 21 」「 I

― の発問 22 」 要 あると るた

を 考にしてい

（１）　資源・エネルギー問題への関心・喚起（図 7A，
図 8）

のAの部分 び 8 生 してい

る問題の 実を し 生徒の関 を する あ

る 日本大 のような たの 日

本大 のような問題 生 し のような

ていたの 「 的視野」23 のような

とを する 究 の に づ

の基本的な問い 「 のように」 ある

「地理的な見方」を育成する

生徒 生 している問題の 的 実 を

し エネルギー の合理的 ・意 定 る「社

会的な考え方 」を 的に育成するた に の感

情の部分による な 的 つ合理的に

する能力を に けさせたい のた エネルギー

を する に を生徒に 的に えさせ

してい 学習 を取り入 る 要 ある

のた に 本 学習を いる の

学習 に つの特 ある 一に 社会システム

を正しい のとして 容させるの な 社会システ

ムの の解 社会システムの ・ 因を り問題

点を にする と ある に よりよい社会シ

ステム のような のなの 的 的に考えさ

せ 自他の考えをと に 的に させる と ある

に の しつけ な 児童自 的

実 を し より正しい のを るよう

に授業 する と ある の学習 を実 するた に

本 発 止による 力 を解 するエネル

ギー を する と さ に を 究してい

うえ した科学的知識を活 して より 能

な解 を してい 学習 を に取り入 てい

した て 生 している問題の 実を し関 を

する と 「地理的な見方」を育成し エネルギー

の を ててい
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（２）　仮説であるエネルギー政策の吟味・検証（図 7　
B，図 9，10，11）

のBの部分 び 9 1 11 １

てたエネルギー の を 拠となる 実によ

て をしてい ある 問題 生 するに

因と ある の 習の 的知識を活

する と 地 の環境 地理的 を 間の み

との りに 目し 究する と 「地理的な考え方

A」を育成する た 能な社会の に向けて

障害となる 因と の知識 地 間の 代間の

資源・環境の保 についての を す

る 自分た 定した 能な社会の

に向けて 解 する になり ているの を検討させ

る と 「地理的な考え方A」を育成する た「

しあなた 性 の地 分 定地の た

うする 」とい た 的な 場 なけ

能な社会の を 害している社会

対 する にな ない 本

方 理の 「I ― 」の発問を いてい

たい の発問に つの特 ある 一に 子

の ている情 ・知識・考え を 出す

に 定に いて有 な をする に 子

自 の を り意 定を促す と ある

に 子 の 考を発 ・ させる と ある

特に の特 に 目してい たい うする

と の る 社会を し 自 を

なす を一 一 考えてい と る力 成

る つ り 能な社会の に

要 な力 ある よ て の基本的な発問

「な 」 「 うす いいの 」 「地理的な考え方A」

を育成し「 しあなた た うする 」とい

た問い あり「地理的な考え方 」につな てい たい

（３）　合理的判断の探究（図 7C，図 12）
のCの部分 び 12 の

能な社会の に向けてエネルギー

うある なの 定したエネルギー を

した とを生 し より多 の他者 る 拠

を とに考え ている う 検討する

により「地理的な考え方 」を育成し 「地理的な見方

考え方」を成 させたい

（４）　社会参画の探究（図 7C，図 12）
のCの部分 び 12 の

社会 画力を育成する SD の目

た通り 「 能な 実 るような行動の変

を た す と あり の として 能な社

会への変 を実 する と」
24 ある た 中山 2 11

2 11 しているように におけ

る「 連 能な開発のた の教育の 1 年」実 画

「 的な行動」を促す とを 要としている した

て 「地理的な見方 考え方」を育成する け

な 能な社会の のた に 的な行動を考

える 要 ある 生徒 成 し う あ う社会

的役割を と 力会社 力会社 外の企業 自

家族のた の活動とし の 場 る ・す

・す ない を考えさせる うする と

を つ一 として社会 画の方

と考え への 的な行動への変 につな

ると る

Ⅶ．ＥＳＤの授業モデルと指導プラン
7を 8 12に基づいて 知識目 能・

目 を 定した

（１）単元名「日本の資源・エネルギー問題」
（２）指導目標
〈知識目標〉

日本の資源・エネルギーの特 のエネル

ギー を 究する を通して 日本 資源 し

入に ている と問題点 なエネルギー

を行 た の 的・環境的・社会的 を 知識とし

て する

○　事実認識に関わる知識・概念
資源に ていない 入さ た 石 に

よる 力発 中 あ た し し 石 機の

石 に ない方向を目指してい た

地 の 出の

た して ランのリ クル方 エ

ネルギーとして 資源 を える と

子力発 の 成割合 してい の ある

１　日本 エネルギー資源の多 を 外に す

る ある

２　197 年代 力発 力発 の割合 り

エネルギー 地 止のた に 子力

発 の割合 高 な た

３　 発の ある ラン 一 入すると

間 理してリ クルする と 能

なた エネルギーとして た

　フランス 日本と ようにエネルギー自

い と ランを エネルギーとして

しようとした

子力発 力発 より コスト 発

時に 出する ない さ に 資源小

自 の い日本にと て 子力 エネル

ギーとして る し し 子力発 を行う

と な問題を える とになる 9

１　 子力発 「 子 地 査指 び の

に関する の すについて」 子力 会

により 「1  子 の ある の 内 非
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居 ある と」「2  子 ある の

内 あ て 非居 の外 の地 口地

ある と」「3  子 地 口 集地 あ

る け ている と」の指 に た

により 口 の い 部に さ ている

２　日本 地 津 多 い の 発

地 る 能性 高い

３　 発 地地 地 あり 発による

力 地 大 ある

　 性 の 理方 地 分に て

いる の 分地 ていない

力発 出力 大 定した発 有 あ

る ある 石 有 なの い

し な なる 1

１　 力発 の とる 石 日本

を 入に している

２　 発 止による 石 の 入 にと な

い に ている

３　 発 止により日本の 石 入 を見

して 日本向けの 石 の 上 している

Ｄ 生 能エネルギー 環境に い

発 小さ 出力 定 発 コスト 高い と

場 理 進 ないの の介入に

よる 取制 の導入 要となる た 取制

する制 あり 代 高 なるの け

ないの 生 能エネルギーの のた に

の 高 な るを ないの ある

11

Ｄ １　 生 能エネルギー 日本の広 に た

て エネルギー 発 小

さ 定 発 コスト高いた していない

Ｄ ２　 生 能エネルギー 場 理 な

定 取制 により してい

Ｄ ３　 定 取制 生 能エネル

ギーの に成 した 取資 の 源

してい の のように 年 上 し

てい とになる

Ｄ 　ス ーデン 石 と 生 能エネルギー

を ランスよ している

○　価値認識に関わる知識・概念
Ｅ 能な開発のた に る 環境の保

の発 社会の発 の調 地

間の 代間の 環境・ 資源の保

環境 社会の面において 能な 実

るような行動の変 を た すの の と

して 能な社会への変 を実 するの ある

8 9 1

Ｅ １　 子力発 所 「 子 地 査指 び

の に関する の すについて」 子力

会 により 「1  子 の ある の 内

非居 ある と」「2  子 ある の

内 あ て 非居 の外 の地 口

地 ある と」「3  子 地 口 集地

ある け ている と」の を たす

とにな ているの 地 りに 地させ

を いているの を る ある 地

間の に反する

Ｅ １ 　 地 の 力 解 発 地地 の

のた に する ある

Ｅ ２　 在の 代 子力発 の に生 させた高

ル 性 に 理を いる とにな

るの を る ある 代間の

に反する

Ｅ ２ 　地 分による高 ル 性

あり 理自治 に 多 の 支 実

した行 行えるようになるの する

ある

Ｅ ３　 発 子力発 止して 力発

代 している による

み 出 している た 力発

の とる 石 い し

な なるの を さなけ な ない

代間の ・環境・ 資源の保 に反する

Ｅ ３ み 出 して

いる た い し な なる

し ない 発 より なの 的に

いの ない

Ｅ 　 多 生活より 生活の方 間関

係のコミュニケーション るの な社会に

ついての意識を する 社会の発

〈技能・態度目標〉
　日本の資源・エネルギー問題に関 を 問題を

解 しようとすす 調 ようとする

　 的視野 日本 の視野 見た日本の地 的

特 を取り上 自 環境 口 業の視点を活

して 日本の 生 能エネルギーの特 を に

る

　 の 「 代間の 」「地 間の 」「環

境・ 資源の保 」 を した上 のエネ

ルギー について 外 の 日本の 的・環

境的・社会的 の の 所・ 所を え

て よりよいエネルギー を し 自分の考えを

する と る

　 能な社会を実 するた に 社会 画として

の社会的役割の 場 る行動 す

行動について自覚する と る 　

（３）　単元の展開（略案）
3 内容の 理 方 の 理 して 知識目

能・ 目 とに てた指導 画 ある 学習

の い 成 さ る 識を している
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表３　単元の指導計画              　 時間 　 の 時間

い 成 さ る 識

１ 資源・エネル

ギー問題への

関 ・ ２

的視野 日本大

により生 している

問題を 識し エネル

ギー の を 定す

る

・日本 エネルギー資源の多 を 外に する ある A 1

・197 年代 力発 力発 の割合 り エネルギー     地

止のた に 子力発 の割合 高 な た A 2

・ 発の ある ラン 一 入すると 間 理してリ

クルする と 能なた エネルギーとして た A 3

・フランス 日本と ようにエネルギー自 い ランを

エネルギーとして しようとした A 4

「地理的な見方」の育成

２ あるエ

ネルギー

の ・検

２

能な社会の に

向けて 解 する に

なり ているの を検討

する 　

・ 子力発 指 に た により 口 の い 部に

さ ている 1

・ 発 地 地 あり 発による 力 地 大 ある   2

・ 性 の 理方 地 分に ている の 分地

ていない 3

・ 子力発 所 「 子 地 査指 び の に関する の す

について」 子力 会 により 「1  子 の ある の 内

非居 ある と」「2  子 ある の 　 内 あ て 非居

の外 の地 口地 ある と」　「3  子 地 口

集地 ある け ている と」　の を たす とにな て

いるの 地 りに 地させ を いているの を

る ある 地 間の　 に反している Ｅ １

・ 地 の 力 解 発 地地 の のた に する

ある Ｅ １

・ 在の 代 子力発 の に生 させた高 ル 性 を に

理を いるの を る ある 代間　の   Ｅ ２

・地 分による高 ル 性 あり 理自治 に 多 の

支 実した行 行えるようになるの する

ある Ｅ ２

1 ・ 力発 の とる 石 日本 を 入に している C

1

・ 発 止による 石 の 入 にと ない に ている C

2

・ 発 止により日本の 石 入 を見 して 日本向けの 石 の

上 している C 3

・ 発 子力発 止して 力発 代 している

による み 出 している 環境・

資源の保 に反する Ｅ ３

・ 力発 の とる 石 い し な なるの

を さなけ な ない 代間の ・環境・ 資源の保

に反する Ｅ ３

・ み 出 している た い し

な なる し ない 発 より なの 的

に いの ない Ｅ ３

11 ・ 生 能エネルギー 日本の広 に た て エネ

ルギー 発 小さ 定 発 コスト高いた していない

D 1

・ 定 取制 により 生 能エネルギー してい 取資 の

源 してい の のように 年 上 してい

とになる D 2

「地理的な考え方 」の育成

３ 合理的 の

究 １

12

定したエネル

ギー を した と

を生 し より多 の他

者 る 拠

を とに考え てい

る う 検討する

・ のエネルギー 一 一 にし る と て あ

る

・ の発 と エネルギー を組み合 せてい 合理的

  「地理的な考え方 」の育成

社会 画の

究 １

12

能な社会の に

た に ・ 力会社

企業 一 の 場

る と す と

を考える

・より な生活の意識の

・ 能な社会の のた の行動 てに リ ト・デ リ ト ある

・ ・ 力会社 子力に ない 源 成にするた 石 ガス

のエネルギー資源を多 定的に 保する

・企業 自会社の け な エネによる社会 をする

・家庭 多 生活より 生活の方 間関係のコミュニケーショ

ン るの より な社会への になる ( 社会の発 ) Ｅ

「社会 画力」の育成
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Ⅶ．おわりに
本 文 「ＥＳＤ」 「 能な開発」のた

に一 一 の 代 た環境との関係

性の中 生 ている とを 識し行動を変 する と

と にした の上 「地理的な見方・考え方」を

育成する授業実践を に いた内容を した し

し の関係 しい 開 を す と な

た 今 富山大学 間発達科学部 中学校

実 授業を実 し 生徒の ・ を変容させ 社会

画の 成へつなぐ と た う を る

リテスト・ ストテストの 問題を開発し 本開発

授業の成 を してい たい

【註】
１ 文部科学 中学校学習指導要 解 社会 文教

出 2 8 年 45-46

２ 「 連 能な開発のた の教育の 1 年」関係

連 会 における「 連 能な開発の

た の教育の 1 年」実 画 2 11 年 2-3

３ 上 2

1 19-21

2 3

上 4

文部科学 「文部科学 における ＥＳＤの

1 年 に向けた取り組み」

１ 4

1 「「 能な社会」のた の教育に向け

てＥＳＤ・開発教育の視点 」日本社会科教育学会

社会科教育研究 N 113 2 11 年 65

11 中山 一・ 田文 ・ 治 能な社会

と地理教育実践 今 2 11 年 11-12

12 口 「小中高における地理的見方考え方の 」

地理 21 1973 年 2 -32

13 1 2

14 田正生「小学校社会科「社会 画学習」の授業

ラン ランティア ルー 「な なの会」を教材に

して 」社会 教科教育学会 社会 教科教育学研究

25 2 13 年 11

15 エネルギー環境教育検討 会 エネルギー環境教

育学習 ラン 中学校 能な社会の に

向けて 日本生 性本部・エネルギー環境教育情

セン ー 2 1 年 8-16

16 ・高山 ・山下宏文 教科学習におけ

るエネルギー環境教育の授業づ り 中学校

社 2 1 年 51-63

17 山下宏文 能な社会を すエネルギー環

境教育の実践 社 2 9 年 111-123

18 2 7

19 11 12-13

2 「 能な社会の 成を目指した社会科

教材開発の 理と方 」 日本社会科教育学会 社

会科教育研究 N 113 2 11 年 72-75

21 岡﨑誠司 変動する社会の 識を す小学校社会

科授業開発研究 学習による社会科教育内容

の改 間 2 9 年 32-34

22 岡﨑誠司 社会科の発問 I -- う変 る

治 1995 年 137-143

23 １ 45-46

24 22 4

 【参考文献】
田一 　 小学校社会科の授業

1991 年

エネルギー環境教育検討 会 エネルギー環境教育学

習 ラン 中学校 能な社会の に向け

て 日本生 性本部・エネルギー環境教育情 セン

ー 2 1 年

エネルギー教育検討 会 エネルギー教育ガ ラ

ン 社会 生 性本部エネルギー環境教育情 セン

ー 2 8 年

岡﨑誠司「合理的 能力の育成を す小学校 学

習の 開発」 富山大学 間発達科学部 要 6

　 2 2 12 年

大 「中学校社会科における「見方 考え方」の検討」

社会 教科教育学会 社会 教科教育学研究 14

2 2 年

教育 研究所教育課 研究セン ー 環境教育指

導資 小学校 館出 社 2 7 年  

中学校社会科 学習指導要 の対 と考

治 1989 年

澤文 学習指導要 の指導 集 治

1991 年

井田 しい地理授業のすす 方 今

1999 年

社会科教育 子 1953 年

文部 学習指導要 ・社会科

十 年 1947 年

文部 中学校学習指導要 ・社会科 学

年 十学年 1947 年

文部 中学校高 学校学習指導要 社会科 一

社会科 中学校１年 高 学校１年中学校日本 を

26 年 1951 改 治

1952 年

文部 中学校学習指導要 社会科 3 年 改

1956 年

文部 中学校社会指導 実教出 1959 年

文部 中学校指導 社会 大 1969 年
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文部 中学校指導 社会 大 1978 年

文部 中学校指導 社会 大 1989 年

文部 中学校学習指導要 解 成 1 年 12

社会 大 1999 年

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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特別支援学校における生徒指導の実践動向と今日的課題

Ⅰ．目　的
生徒指導 学校教育において学習指導と 重要な

として け ている 「生徒指導 要」 文部

科学 2 1 によ 生徒指導と 「一 一 の

児童生徒の を尊重し 性の を りな 社

会的資 行動力を高 る とを目指して行 る教育

活動の と」を指し 「す ての児童生徒の

の のよりよ 発達」と 「学校生活 す て

の児童生徒にと て有意義 実した のに

なる と」を いとする の ある すな 児童

生徒の 発達という につな る を つ時間

軸と 今 在の学校生活の 実という 活動の と広

りを保障する 間軸の 2軸 み合 さ て実 す

る教育活動 あると える して の教育活動によ

て「児童生徒自 在 び における自 実 を

てい た の自 指導能力の育成を目指す」 と 生

徒指導の意義 あるとさ る

さ に 「生徒指導 要」 文部科学 2 1

生徒指導を 下のように実 す 教育活動 あるとし

ている すな 特に 児童生徒に自 在感を え

る と 感的な 間関係を育成する と 自

定の場を え自 の 能性の開発を援 する とに 意

して行 る の あり 児童生徒理解に基づ

集団 び 別指導の指導 理を ランスよ 活 して

成 を促す指導 的な指導 課題解 的な指導を行

う の ある た 校 のリー ーシ の と 教

間の 通理解と 関係機関との連携 力 制により

教育課 の内外を問 学校教育活動 をとおして

開さ る の ある

のように学校教育において 重要な役割を う生徒

指導 ある 特に 特別支援学校において のよ

うに け て たの あ う

「生徒指導の 実」 特別支援学校の学習指導要

上に に取り上 たの 47 年 に さ

た 時の 学校 学校 学校 自 教育

教育 の 高 部学習指導要 1972 におい

て あ た のと 学校 教育

時の の 高 部学習指導要 (1972) 生

徒指導 な 「日 生活の指導の 実」と さ た

の 学校義 制の 行に い 成 54 年 の

改 障害 別に作成さ ていた学習指導要

一本 さ 学校 学校 び 学校高 部学

習指導要 1979 として 障害 を問 「生徒指導

の 実」 さ た 小・中学部学習指導要 におい

て 「生徒指導の 実」 さ るの さ に 1

年 の 成 年 の改 1989 を つ ととな た

改 さ た中学校学習指導要 1969 に「生徒指導の

実」 さ たの 44 年 高 学校学

習指導要 197 45 年 して 小学

校学習指導要 1989 において 成 年 ある と

を考え合 せると 特に知的障害のある中・高 部生徒

に る生徒指導に 制 上 十分な関 せ

て な た と る

さ に 文部科学 年行 ている「児童生徒の問

題行動 生徒指導上の 問題に関する調査」 特別

支援学校 調査対 とな ているの い のみ あ

り 他の学校 調査している 力行為 出 止

校 中 学な の 目 調査対 とな ていな

いの ある の と 教育行 上の特別

支援学校における生徒指導に対するニー 意識の さ

る

し し 成 19 年の学校教育 の改正と特別支援教

育 制 に い 今日 特別支援学校に在 する児童

生徒の す す多 している 特別支援学校の

在 児童生徒 年 し さ に知的障害

学 実践

阿部　正一 ・阿部美穂子

     I    S      C    S  N  S

S  A  ・   A

キーワード：生徒指導 特別支援学校 機関連携と 障害のある児童生徒

：S      C  S  N  S C          

O S    D

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： 1－

    富山 高岡 覚総合支援学校　

富山大学 間発達科学部 　富山 総合教育セン ー教育相談部 教授
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ある生徒 る割合 えるな の 井上

2 1 対 のニー と取組の実 変 して ている

ある

本研究 実 に特別支援学校において

のような生徒指導 実践さ て た た

在 のような取組 なさ つつあるの について

文 資 を基に調査し の動向を にする し

て 特別支援学校における生徒指導 面する今日的課

題と の解 に向けて る取組について 考 す

る とを目的とする

Ⅱ．方　法

1．分析対象資料
下に す 3つの 点 分 対 資 を 集した

一 を １に す

特別支援学校における生徒指導に関する 進研

究を るた 情 学研究所のデー ース ある

C N 科学 総合リンクセン ー - O A 科

学 情 発信・ 通総合システム -S A さ に

特別支援教育総合研究所の検 デー ース ある

特別支援教育総合研究所研究成 ・ 行 一 において

「特別支援学校」 「生徒指導」 「 ンセリン 」

「相談」な のキー ー 検 を実 した 2 14

年 8 在 トした文 の中 特別支援学校

に在 する児童生徒を対 に特別支援学校において取り

組 た生徒指導の実践研究 あるい 特別支援学校

における生徒指導の実 を調査した研究を した

上 た分 対 資 をA ルー 資 とした

に 特別支援学校 年実践さ ている生徒指導の

内容を するた 富山 総合教育セン ー教育情

集した富山 高 学校生徒指導 考資 のう

特別支援教育 ス ートした 成 19 年 資

ある 25 年 の 7 年間分より 特別支援学校にお

ける実践 を 出した 本資 富山 高 学校生

徒指導 進 会 び 教育 会 ・発行する

の ある 富山 特別支援学校 校 ある

と 文 校 ある高 学

表１　分析対象資料一覧

ルー 年 者 対 要

ル

1995 高村 自 高

学校生徒 138

内 制 学校における生徒と保 者による校

( 生徒の え ) づ りの実践

実践研究

2 7 山中 知的障害 学校保

者 54

１ 学校の学校教育 における 生徒指導に対する

定的 に関する調査

調査研究

2 8 特別支援学校

78 校

の 特別支援学校における 障害を有する D・

AD D 生徒の実 と支援に関する調査

調査研究

2 1 田 知的障害特別支援学

校中学部生徒 5 ・

自 特別支援

学校高 部生徒 1

集団 画 コラー ュな のアートセラ ー的ア ロー

を導入して 教 の生徒理解を促進する を し

今 の の 能性を た実践

実践研究

2 11 谷高 1 知的障害特別支援

学校 76 1 4

特別支援学校における 教 による 3 年間の相談活動

の実 に関する

調査研究

2 11 地 知的障害特別支援学

校中学部・高 部生

徒 中学部 5 高

部 3

小・中学校 特別支援学校に 入学して た知的発達

に のない発達障害児の に基づ 入学に

た 因 理 び特別支援学校の教 える 行

動上の問題に対する指導上の の と課題につい

ての調査

調査研究

2 12 井上 の高 部のある

知的障害特別支援学

校 59  校

ン ーネ ト調査 特別支援学校知的障害教育校

会研究大会情 資 に基づ 在 知的障害

のある生徒の生徒指導上の課題と特に 要な指導内容に

関する調査

調査研究

2 12 林田 崎 の１知的障害

特別支援学校高 部

知的障害特別支援学校高 部教育における生徒指導の

と課題に関する 考

調査研究

2 12 知的障害特別支援学

校高 部 知的障

害生徒 1

対教 力 さ に に

相 する行為に 男児に対する 正教育の

を いた育て しの取り組み

実践研究

2 12 地 知的障害 び知的

障害・ 自

特別支援学校 313

校

児童生徒 入学に た 因 理 び特別支援学

校の教 える 児童生徒の行動上の問題に対する

指導上の び校内支援 制の と課題に関する

アンケート調査

調査研究
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校の テ リー 理さ ている 上 た分

対 資 を ルー 資 とした

に 自治 教育 会 教育セン ー 進す

る取組について情 を るた 間の ー

な 2 14 年 8 在 能な特別支援

学校における生徒指導に関する資 を 集した 上

た分 対 資 C ルー 資 とした

2．分析方法
1 者と 2 者 集した上 3 ルー 資

の内容について 査し る生徒指導の実践成 と

の意義を 理するとと に 特別支援学校における生

徒指導の課題について 出した

2 13 居 １特別支援学校の知
的障害のある高 部
生徒 11

コラー ュ を生徒の発達面 面におけるアセス
ント 生徒面 に活 する 能性を検討した実践

実践研究

2 13 地 特別支援学校 発達
障害児の
ある教 8

特別支援学校に在 する知的発達に のない発達障害
児の指導上 教 感 る しさについて 自 ア
ンケート調査による と課題分

調査研究

2 14 地 知的障害特別支援学
校 11 校の生徒指導

成 23 年 と 24 年 に発達障害児 した生徒
指導上の問題についての調査 と 今 の支援のあり
方の検討

調査研究

ル

2 8 富山 高 学
校生徒指導
進 会・
教育 会

1 覚障害・1 知的
障害 特別支援学
校

・携 ン ーネ トの に関する指導 実践

2 9 1 知的障害・1
特別支援学校

・ 力行為な の問題行動に対する指導
・ な 性間 遊に対する 別指導

実践

2 1 1 視覚障害・1
自 特別支援

学校

・障害の自 理解とコミュニケーションスキルの指導
・児童生徒会活動における ランティア活動 あいさつ
動

実践

2 11 1 覚障害 び知的
障害・１ 特
別支援学校

・生徒会活動における地 ランティア活動
あいさつ 動
・問題行動のある生徒の 別指導

実践

2 12 2 知的障害特別支援
学校

・ 教 指導 者対
・携 ン ーネ トの に関する指導
・ の場 の ー指導
・自 ス クトラム障害の特性の理解と に た問
題行動への指導

実践

2 13 １ 自 ・１
特別支援学校

・障害理解と他の障害のある生徒への援
・あいさつ 動

実践

2 14 1 覚障害 び知的
障害・1 知的障害・
1 特別支援
学校

・携 ン ーネ トの に関する指導
・ 下校指導 指導 止
・関係機関連携による生徒指導

実践

ル

2 7 川 教育
会教育

子 教育支
援課児童生徒
指導

1 知的障害特別支援
学校

特にい 力行為の に対 する とを に
成 18 年に 川 開した児童・生徒指導
間における 生徒に対する ールの ーの指導

あいさつ 動 い 力 止 会な の取組 教
に対する「 い指導」の改善 生徒の に対する

尊重意識の向上を目指した取組の

実践

2 12 総合教
育セン ー

特別支援学校 における「特別支援学校の生徒指導の 実に関す
る調査研究」の成 基本 特別支援学校におけ
る生徒指導の ントを 理し さ に実践 生
徒 への指導 別の課題を える生徒への指導 生
徒の を る指導の取組の 3 つの テ リー ト

ク別に実 の指導 画 を しな を 介

指導 発
資

2 14 岡山 教育
会

特別支援学校 成 26 年 の「特別支援学校における 問題への対 を
支援する取組一 」 あり 生徒指導面 たと の
相談 支援 業を

発資
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Ⅲ．結　果

1．特別支援学校の生徒指導における先進研究に
ついて

(1)　Aグループ資料の概要
A ルー 資 として たの 年代 に 高

村 1995 山中・ 下・ 田 2 7 ・ 田・

子 2 8 田・大谷 2 1 谷高 2 11 井上 2 12

林田 2 12 2 12 居 2 13 地・ ・

井・ ・ 田 2 14 の 1 あ た のう

居 2 13 自治 教育 会より た資 ある

大学 における研究成 あり の性 上

A ルー 資 とした た 2 8 の研究

障害に関する内容を取り上 た の ある 実

的に生徒指導上の問題に関する内容 ていた さ

に 地 2 14 の研究について 生徒指導とし

て さ ていない のの内容的に関連する研究とし

て 地・ ・ 田 2 11 地・ ・ ・

田 2 12 地・ ・ ・ 田 2 13 あ た

的に を た 13 を分 対 とし

た のう 生徒指導に関連する調査研究

9 研究 4 あ た

(2)　特別支援学校の生徒指導にかかる調査研究
山中 2 7 大 教育大学 学校 時

在 児童生徒の保 者に対して実 した学校教育 に

関する調査 を多 面 分 しており の中に生

徒指導の テ リー る 関連する保 者への

問 「教 の子 理解」「教 の子 のよ ない

行動への な指導」の 2 問 者 54

92 の 5 による デー の分 の い

の 定的な 7 にと た

を え 山中 「子 の障害をよ 理解し」「行

動をし り見つ 」「一 した り」 重要 あ

ると指 している

2 8 特別支援学校おける D・

AD D  障害のある生徒の実 および実

の支援の を調査した の 94 校の

6 5  に D ・AD D し の い あり つ

障害のある生徒 在 し 生徒 の 11 4  を

3 年間 している と 分 た 指導上の

として 集団を す と 多い 他生徒とのトラブル

多いな の問題行動 教 として 指導

ない 生徒 を考えている 理解しづ い ラ ー

ル とりづ いな の対 上の さ ある と 指

さ ている た 指導上の問題に対する による支

援内容として 環境の調 別対 時間割の

教 環境 な 学習に関する 内容 指導

に え 社会 への支援 指 の え方の ー

シャルスキルト ーニン トラブル時の対 の

障害の自 理解支援な の 自信を たせ

る支援 教 の 容的 ンセリン 的活動 教

との信 関係 な さ に 保 者との教育相談

教 間の 通理解促進な ている

谷高 2 11 知的障害と発達障害のある児童生

徒を対 とする特別支援学校において 教 行 て

いる相談活動の実 について している 成 2 年

22 年 の教育相談 76 1 4 において 特に

生徒自 の相談として 理的内容 スト ス対

の の 的内容 発育に関する と

障害 の問題 障害の自 理解な 性に関する

問題 性 男 家庭的・生活的内容 保

者 関係な ある とを している

井上 2 12 知的障害特別支援学校高 部におけ

る 知的障害のある生徒の教育課 に関する 2 年間

に たる研究に基づ 知的障害の生徒の生徒指導

上の課題と特に 要な指導内容について と ている

デー 特別支援学校知的障害教育校 会 下

知 の高 部のある 59  校について 特別

支援教育総合研究所による ン ーネ ト調査 (

75 1 ) 知 研究大会における情 資  (

96 5 ) を いて 集さ た の 知的障害

のある生徒 在 する学校 生徒指導に関して今

の高 部 見 な た しさ ある と 指

さ ている 的な課題として 校 な

性との 遊 た た 特に

要な指導内容として 対 コミュニケーション能力

社会生活のルール 業能力の育成 基本的な生活習

な 多 の傾向 小・中学部との

校 高 部のみの 校 高 支援学校な の を

問 あ たとさ る

林田 2 12 崎 の 知的障害特別支援学校高

部における生徒指導上の課題について取り上

に基づいて生徒指導の在り方について 考している

によると の知的障害のある生徒の に い

性との な 遊 対教 力

いせつ行為な の問題行動に対する指導 してい

る ある 特に学年 進行するにつ 男子生徒に

指導対 者 える傾向 あり 社会への出口に 面し

ている と な指導の 要性 あると指 して

いる た る生徒指導の在り方として 問題

対 の指導 け な 発達 に た 画的指導

学習指導において基本的な学習 の指導 関 を

出す み時間 業 課 部活動な

教育課 外場面における生徒の を えた 生

徒指導上の課題の 止 発見・解 な を

ている さ に より い生徒指導のた に 教

による多 的生徒理解 日 の あいによる生徒と

教 の信 関係 学校の 教 連携した 別・

集団指導の実 別の教育支援 画の な

中学校との情 の在り方について検討・ する
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要性 あると指 している

地 2 11 地 2 12 地 2 13

地 2 14 い 特別支援学校に在 する知的

発達に のない発達障害児を対 に実 調査を行い

の と課題を分 している 地 2 11

小・中学校 特別支援学校に 入学して た知

的発達に のない発達障害児 中学部 5 高 部 3

の 特別支援学校に 入学するに た

因 理 特別支援学校の教 える行動上の問題

に対する指導上の に関する と課題について 調

査 の 生徒本 教 への ン ュー

にした の 対 生徒 の問題行動 力・

情 定 なコミュニケーション 理・ と

ない 家庭内 力 な 多 に たり

一 の問題行動を えていた 入学により発達

障害のある生徒本 にと て 教育的ニー に合 た

学習課題に取り組 るようにな た一方 他の生徒に

クラスに在 する発達障害のある生徒の 行動

によ て 授業 中 し学習の機会を る場合 あ

る と トラブルに発 してし う とな 指 さ

た た 教 にと て 発達障害のある生徒の行動上

の問題 非 に大 成 を感 ないた 感

大 い と 分 た の知見を基に 地

2 12 の知的障害 び知的障害・

自 特別支援学校 6 校を対 に調査を行い

た 313 校 有 52 1 のデー を分 した

の 知的発達に のない発達障害児 在 して

いる特別支援学校 141 校 45 あり 上 学部

に進 につ の していた 入学に

た理 学業 ・学習 対 関係の 行動

校・ りな 障害による の 大 を

教 指導 対 に している と さ

ている 特に 校内支援 制の課題として 別指

導のた の教 教 の 教 間の 通理解

と指導の一 性の 十分さ た さ に 教

の障害特性理解 指導 ンセリン な の

性の 要性 指 さ た 地 2 13 実 に特

別支援学校 発達障害児を した のある教 8

を対 に の特別支援学校の生徒の指導と

指導上感 る しさについて 自 によるアン

ケート調査を行 た の テ リー の 教

発達障害のある生徒の障害特性に 因する問題への

対 と支援方 の に している と 分 た

して 教 を感 な の高い対 を

ているに 学校 の支援 制

さ ていない と 指 さ た の研究

を け 地 2 14 さ に知的障害特別支援学

校 11 校の生徒指導 を対 に 成 23 年 と 24 年

に発達障害児 した生徒指導上の問題につい

て調査した 内容 力 の しい 行動

校 り 機関との連携 機

関との連携 との連携に る び

あ た た 発達障害児において知的障害児と なり

と感 る点と たに ている対 について自

による を た 11 校す て た

を分 した 成23 年 24 年 に けて

上 の び と 傾向にあり 中

していた た 生徒指導上の につい

て 26 障害特性による 社会性の障害

障害の 発 行為 びぐ への対 の 4 テ

リー 出さ た さ に たに ている対

として 76 校内支援 制の 問題発

生 解 の一 した支援 制 支援システ

ム セン ー的機能の 実 関係機関 保 者との連

携 ・ 機関との連携 との連携 家

族支援 行支援の 実 の 2 テ リーと 7つの ブ

テ リー 出さ た の調査 特別支援学校

に在 する発達障害児 入学して る に重 な

障害を えており 特に たな課題 ある 行為

びぐ について 特別支援学校内 け 問題解

の 口 見えない と の関係機関と

的に連携した支援 な ある と と

な た さ に 障害の ・ の視点

い 特別支援学校のセン ー的機能により地 の

学校への支援の 実 た さ に 学

に関係教 を えた の機動性の高い支援 ー

ム 実 の支援を行う と 進 を見 えた社会

の 意 の を りつつ の とな

る本 の正しい自 理解 障害 容 を進 る 的な

支援の 要性 指 さ た

(3)　特別支援学校の生徒指導にかかる実践研究
高村 1995 制 自 高 学校にお

ける校 の取組を している す生徒た と

の保 者 び教 の 3者 画して在学 関係の

的 拠となる校 を見 すという の ある 取組の

学校の校 の制定 保 者・生徒の自 定

と改 要 の保障な を検討する と 社会に

画する一 としての教 ・保 者・生徒のあり方を問う

てい 取組とな ている

田・大谷 2 1 居 2 13 い 特別

支援学校の生徒に対し 特定のア ロー による実践を

行う と 生徒指導上の を し 今 の の

能性を うとする開発研究に取り組 いる 田・

大谷 2 1 特別支援教育において ンセリン

の あるアートセラ ー的なア ロー の活 能

性について検討を行 た 特別支援学校の教 へ

のアンケート調査により アートセラ ー的な活動 自

活動 び 美 教育活動と関連性 ある とを

したうえ 特別支援学校 2 校において実践を行い

教 の生徒理解を るた の ンセリン 的機能の
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視点 の を検 した 実践の とつ 知的

障害特別支援学校中学部の 1年生 5 を対 に 集団

画 コラー ュを導入し 作 を制作する の

う とつ 自 特別支援学校中学部 子生徒 1

を対 に コラー ュ   に対する ー 9

分割 合 画 な の を導入し 自分のラ フス

トーリーを り る の ある 生徒 の取組の 子を

に分 する とにより 授業者の生徒についての理

解 る を している

一方 居 2 13 特別支援学校の高 部生徒

11 を対 として コラー ュ を いた生徒理解

と支援を みている 2 に 1 生徒に 5

つ実 した コラー ュ を生徒の発達面

面におけるアセス ント び生徒面 の として

活 る 能性を たとしている 居 2 13

の実践に 知的障害特別支援学校教 への

アンケートを実 し 生徒の問題行動に対する 通理解

と支援の一 性 保 者・関係機関との連携 課題 あ

るとの 識を ており 本実践研究 コラー ュ

を教 習 する とを意 しているの な 生徒

指導における上 の課題に対して 支援者連携の材 と

なる とを意 していると ている

2 12 知的障害特別支援学校に在 する

力による他害行為 ( 対教 力 )

な を り し に相 する行為に

高 部 2年生の男子生徒 知的障害児 に居 に

対し 正教育 い ている 的指導環境調 の

を いて指導を行 た として つ と と

面 を見るという「 ロト ランス」の考えによる生

徒指導 ある すな 要な を し 教

正しい と行動内容モデルを した上 問題を

解 させ 知の 成を るた 生徒と教 との相

作 を み重 「育て し」を るという の あ

る 指導にあたり 関係機関と連携しな 生育

家庭環境な の情 対 児の課題を ロフィー

ルに と て分 し 的教育方 目 と指導

制 を てて 別の指導 画 へと導いた さ に

日 の 子の とと に A の「  

 S  ( S) 子 の行動 クリスト」を

活 して 指導の に して定 的に S 行動 ロ

フィールを作成して変容を分 した た 対 生徒

居 する 機関とケース ンフ ンスな を

通して 通理解を りな 連携に 取り組

うして 「 と感 」「実践的 業」「生 尊重」の

3 目を基 に えた指導を 進する とにより 対

生徒 在 する学校 を見せるようにな

り S 行動 ロフィールに 改善 見 た と

さ ている (2 12) 実践 た知見

として スト ス ネー ントの リキュラムへの導

入 感 さ さ る 信 る大 との間

の と感情の 有の 3つ 対 生徒の 的 定を

た した とと 関係機関の ーム ークの重要性を

ている

2．A県内特別支援学校における生徒指導の内容
(1)　Ｂグループ資料の概要

ルー た資 成 19 24 年 分

年 2 つ 成 25 年 3 15

あ た 障害 別内 視覚障害１ 覚障害 3

自 2 知的障害 7 4 １ に 2 の障害

を 場合 重 ント 17 あ た 内容内

1 つの実践 に の内容を 場合 重

ント を集 したと 携 ・ ン ーネ ト

の な に関して 6 対 障害 別集 下

覚障害 2 知的障害 4 ・ 力・自 行為・対

関係トラブル・ な 性 遊な の 問題行動への

対 に関して 5 知的障害 3 2 生徒会活動を軸

とした地 ランティア活動・あいさつ 動な に

関して 4 覚障害１ 自 2 知的障害 1 障

害特性の自 理解 び他者の障害特性の理解に関して 3

視覚障害 1 知的障害 1 1 下校指導・

指導・ 教 ・ 者対 ・ 止な に関し

て 3 知的障害 3 問題行動対 に関する関係機関

との日 的な連携に関して 2 2 の場

の る い方な の ーに関して 1 知的障害 1

とな た

(2)　特別支援学校高等部における生徒指導の実践内容
における特徴

ルー 資 に 高 学校の実践 行して

さ ており 特別支援学校高 部 取り上 る と

多 た携 ・ ン ーネ トの 問題行

動への対 高 学校 に に取り組 て

いるテー あ た さ に に生徒会活動・ ラ

ンティア・あいさつ 動 下校指導・ 指導・

教 ・ 者対 ・ 止な について 障害

の有 を問 取り組 ている傾向 見 た

一方 高 学校 に関する校 反に

対する指導な 生徒 意識を つ とに対して取

り組 多 見 た 特別支援学校 の

内容に取り組 の 知的障害と自 ス クト

ラム障害を せ有する生徒の１ケースのみ あ た

反面 特別支援学校 自の取組として 障害の自

理解 関係機関との日 的な連携 た 特に生

徒 自 の障害特性に関して理解する と 日 生

活における自 理能力の基 となり い る文部科

学 2 1 「生徒指導 要」 している「自 指

導能力」の育成につな る の あると える

さ に特別支援学校 携 ・ ン ーネ ト

の な な 性 遊に関する取り い内容

に 自性 見 た 携 ・ ン ーネ

トの な に関して 日 生活場面 の 発的ト
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ラブルへの対 力に さを つ知的障害のある生徒につ

いて 場面 的に携 ールを て家

族 教 な 信 る大 の けを る と 出

るようになるた の指導内容 ていた さ に

情 の取り いについて 達な 他者の情

け な 自分自 の情 て 的な視点

理方 さ ていた さ に 覚障害 ある生徒の場

合 語に代 る方 として ン ーネ ト

ール SNS な を に い なす と 的

に情 の入 ・発信 コミュニケーションの促進を る

面 て 指導 行 ていた

た な 性 遊に関して 知的障害の特性

の さを指 する け 指導として 十

分 ある よ て 相 の に る と て

の 能性な 行為の つ意 を理解 るように

して な なの について るようになる

た の指導内容 ていた

3．各自治体教育委員会，教育センター等が推進
する取組

(1)　Cグループ資料の概要
C ルー た資 発 さ た に

川 教育 会教育 子 教育支援課児童生徒指導

2 7 による「児童・生徒指導 間取組み 集」

総合教育セン ー 2 12 による指導資 「特別

支援学校における生徒指導の 実 一 一 の生徒 生

生 と自分の力を発 するた に 」 岡山 教育

会 2 14 による 成 26 年 「特別支援学校におけ

る 問題への対 を支援する取組一 」の 3 あ た

（2）各資料に見る生徒指導に関する自治体の取組内容
川 教育 会教育 子 教育支援課児童生徒

指導 2 7 による「児童・生徒指導 間取組み

集」 特にい 力行為の に対 する

とを に 成 18 年に 川 開した児童・

生徒指導 間における取組 を集 した の あ

る の中 特別支援学校の 1校のみ あ た

の内容 生徒に関して 携 の ールの

ーの指導 生徒会を中 としたあいさつ 動 い

力 な いけない に関する 会な 教

に関して 生徒に対する の 力 い る「 い

指導」の改善に向けたケース会 生徒の に対す

る尊重意識の向上を目指した な あ た

総合教育セン ー 2 12 による指導資 「特

別支援学校における生徒指導の 実 一 一 の生徒

生 生 と自分の力を発 するた に 」

「と 教育進行 ョン 画 」を 定し の

の とつに特別支援教育の 実を けて「特別

支援学校の生徒指導の 実に関する調査研究」を実 し

の成 を と た の ある なる な

基本 特別支援学校における生徒指導の ント

を 理し さ に実践 生徒 への指導 別

の課題を える生徒への指導 生徒の を る指導の

取組の 3つの テ リー ト ク別に実 の指導

画 を しな を 介している した教

材 を 真 介したり すぐに える ークシートの

を したりするな 実践に役 つ 成とな てお

り 特別支援学校の生徒指導 として 他に のない

出 の指導資 ある 教育 会 特別支

援学校における生徒指導の指 を 基本的生活習 に関

する指導 性に関する指導 通学に関する指導

・ ・ 止に関する指導 情 教育に

関する指導 の教育と自 の とし 生徒指導の

目的 「自 指導能力の育成」 ある とを して

している さ に取組にあた て 生徒に自 在

感を える と 感的な 間関係を育成する と 自

定の場を え 自 の 能性の開発を援 する と

の 3つを 意点とし 学習指導場面 の授業の によ

る生徒指導 問題行動に対する 画的指導 行動上の問

題 る意 の 理の 校

制 の 進の重要性について解 している

岡山 教育 会 2 14 による 成 26 年 「特

別支援学校における 問題への対 を支援する取組一

」 成 な 在 として行 ている

取組の 要を した の ある 特に生徒指導 た

と に 力行為対 ア ーの い 問

題対 ーム相談 口 校内支援 制の への支

援 児童生徒理解 に関する支援 校傾向のある児

童生徒への支援 意さ ている た 特に 校傾

向のある児童生徒への支援として 「生 る力 援 ラ

ン さ しの 進 業」による支援 行 てい

る N O に して 児童生徒と の保 者

に 年教育 活動の場を するという

の ある

Ⅳ．考　察

1．特別支援学校における生徒指導の実践動向
本研究 た A ルー 資 の年代を見ると

の多 年間に集中している た の対

知的障害特別支援学校における の知的障害のあ

る生徒 多 を ている た ルー 資 と

せて の取組内容を検討すると 高 学校と と

変 ない生徒指導上の課題に 面している と

とな た さ に実 に の課題に取り組 に

あた て 障害の特性を えて なる問題行動へ

の対 という視点 け な に 社会的 と

自 に向けた 広い視野 の指導実践 行 て て

いる と とな た

「1 目的」の たように 知的障害特別支

援学校において 生徒指導への関 学習指導要

の取り い た し し 今日
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特別支援学校における生徒指導 にない

の重要性 高 て ていると える の に

おいて 総合教育セン ー 2 12 による指導資

「特別支援学校における生徒指導の 実 一 一 の

生徒 生 生 と自分の力を発 するた に 」 し

た特別支援学校における生徒指導の指 6 目 い

の学校 に あて る内容とな ている す

な い 特別支援学校において 取り組

生徒指導の課題に通 の学校と基本的な と

「自 指導能力の育成」 文部科学 「生

徒指導 要」 2 1 を目 に 生徒指導 組 的に実

践さ る 時代とな た とを す の あると え

る

特別支援教育 進 制 に い 通 の学校におけ

る特別支援教育の実践 進みつつある今日 通 の学校

における生徒指導に特別支援教育の知見を取り入 る実

践 多 て た 2 5   本・林・ 田・

田 ・ ・ ・ 井田 2 8 田中 2 11 本研

究において A ルー 資 の特別支援学校の生徒指

導に る実践研究 したように に 通

の学校 取り組 て た生徒指導 ンセリン

の を特別支援学校における生徒指導に導入する み

行 て ている 特に 2 12 の実践 特別

支援学校 す に して た 別の指導 画 び

別の教育支援 画に基づ 教 間 関係機関との に

よる取組 制という みをさ に しつつ 非行 の

問題に対 する生徒指導の として実 のある「 ロ

ト ランス」の考えに基づいて対 児の「育て し」を

る の あり 特別支援学校 える重 な 障害

に た生徒に対し 特別支援教育と の生徒指導の

成 を生 す しい取組の方向を す のと える

2．特別支援学校における生徒指導の今日的課題
見て たように の特別支援学校に在

する児童生徒の 傾向と の実 の多 を に生

徒指導において しい実践の在り方 てい

る 特に 知的障害特別支援学校における生徒の障害実

的に と重 の 2 傾向にある と 指

さ 林田 2 12 児童生徒の実 に たより

な指導 要とな ていると える 本研究の

資 分 特別支援学校における生徒指導の課題に

ついて 下の 3点に と る と る あ う

(1)　生徒の実態把握（生徒理解）機能の向上
生徒 える問題を多 的な視点 の教

び関係者 にし 生徒の視点 理解するた の

方 を開発する 要 ある A ルー 資 に コラー

ュ のように として ンセリン い

て た を導入した 見 た い

ンセリン 目的 な 語的 の し

さを える特別支援学校の生徒の実 をい に する

という視点 行さ た の あ た 特定の

の 定 さ た方 に る とな 対 生徒の

える課題を の育 環境との相 作 分

し 関係者のコンセン ス る指導方 を 的

に 定 るた の 実 の方 を 学校 し

てい 要 ある

(2)　自己理解に根ざした地域社会への参加を促す計画
的支援
生徒指導 「自 指導能力の育成」を目 に 成

を促す指導 的な指導 課題解 的な指導の 3つを

行う のとさ ている に たように 時間軸と

間軸の中 生徒の生活の 実を りな 取り組 と

問題行動 の 面する課題を解 する けにと

社会に生 る 間としての成 を促してい と

る 特に 特別支援学校において 児童生徒

の実 に み 上 3つの指導 に行 る

の な 相 に関連 けて行う 要 ある たと

え ルー 資 の分 に見るように 携

ン ーネ トの な に関する指導 あ 生

徒の障害特性による生活上の を 的に解 するた

に 的な を進 る「育てる」取組と 自 理

力に しいた さ るネ トトラブル

大 な の りうる問題を「 する」取組 さ

に 実 の問題 たと の「解 に向けた」

な対 の 3つを児童生徒の実 に て一 し 画

的に進 る の ある さ に のような指導 児

童生徒本 の障害特性に関する自 理解に す 要

ある 他の と 方 な 児童生徒一 一

自分の特性に た り方 地 社会 の基本的な

と 的な行動を してい とを目指す の

た に 教 を 指導者の な発 と 在

に たる児童生徒の活動 び の保障に対する

ョン せないと考える

(3)　支援者の協働を促すシステム構築
みて たように 生徒指導において 特別

支援学校 通 の学校という場の いに意 をお 実践

の のとな ている し す ての

学校における生徒指導に特別支援教育の知見 要 あ

り た に として中・高 学校 取り

組 て た生徒指導の を特別支援学校におけ

る生徒指導に活 する しい取組を開発する

に ているといえる 本研究 い つ の 進的

を分 した のような取組を支える の 指導

関係者の システム ある のシステムを する

に に たようにす にある「 別の指導 画」「

別の教育支援 画」を に 生徒指導の視点をさ に

実させて連携する取組 要 ある た 実践にあた

り システム う 機能している う をモニ

リン しなけ な ない 2 12 の実践

「 S 行動 ロフィール」 日 生活の の活

さ た に対 生徒の変容 け な
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の変容を導 出すた 機関 十分機能している

う を 反 していると える のように 有 な

方 の開発な 教 保 者 支援機関 力

して生徒指導における DCA クルを実 するた

の る
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高機能広汎性発達障害のある男児に対する支援的な保育

問題と目的

　文部科学 2 12 小中学校の通 学 に在 す

る児童生徒のう 発達障害 た の特 る

の 6 5 ある とを している し し ・

保育所について のような 的な 資 ない

し いデー ある 間・ ・宮地・ 田

間 2 8 保育 における「 になる子

」の実 について調査した の 障害の を

けている 児 4 在 している に 保育上の

を有するい る「 になる子 」 13 43 在

すると している に対して 口・野 ・ 山

2 13 保育所を対 に行 た調査 障害児と「

になる子 」を合 せた在 6 あ た

口 2 13 の調査 在 文部科学 2 12

の と大 変 ない い にせよ 一定 の発

達障害児 「 になる子 」 保育 場に在 してい

る と 実 ある

　 「 になる子 」と のような子

なの あ う 本 ・ ・ 川・ 村 2 7 「

になる子 」を 知的発達に な ない

ない・他児とのトラブル 多い・自分の感情を

う コントロール ないな の特 を つ子

と定義している た 井・小林 2 1 保育者の

自 による「 になる子 」の特 と「発達障害

の特 を する 」との関連性を検討した 「

になる子 」の多 発達障害の特 を している

とを にした した て うした子 相

在 している 上 保育 場 発達障害児 「 にな

る子 」に対する保育のあり方を検討する と

ある

　し し 口 2 13 の調査によ 「 になる子

」 障害の を けていないた に のある

子 に て支援 十分 ないという した て

「 になる子 」を 出して 別に支援するより

ての子 に保育を実 する に のような発達支

援 有 なの を検討す ある

　 の に 「 になる子 」の特 に する と

重要 ある「 になる子 」の多 本 2 7

指 するように な たり他児とのトラ

ブル 多 感情の制 なた に 集団生活 の

さを えている 特に広汎性発達障害児 自

ス クトラム 児 ア リ 学会  2 2 13 に

した特 み る子 の場合 上の遊び

を他者と一 にしたり を作る とに さを有して

いる た 1996 障害の つ組みとして社

会性 コミュニケーション 力の障害を ている

した て 自 な遊び活動を中 とした保育 広

汎性発達障害児 に した特 の見 る子

た コミュニケーション能力と高 な 力 要

さ る 遊びを 行する と ある

　 た 意 多動性障害児 意 ・多動

ア リ 学会  2 2 13 に した特

の見 る子 た 意のた に活動に集中

し け ない と ある た 多動性 動性のた

に としてい な たり を て に他児

とトラブルにな たりする 能性 ある した て

保育者 遊びに集中 るように を けたり 他児と

のトラブルの 介をしたりする支援 せない した

て うした子 した遊び集団

遊び ルールのあるゲーム 子

た の中に 感 発達障害児 「 になる子 」

発達 育

―ルールのあるゲーム遊びを通したクラス集団への介入を通して―

小松　昌代 ・小林　　真

S  C                    
D  D    N  S    C  I    

I        

  O A S       O A AS I

キーワード：高機能広汎性発達障害 支援的保育 集団ゲーム遊び

：    D  D  S  C          

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： 1－

 2 13 年 3 　 間発達科学研究科
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に対する反感 高 てし うお ある

　した て 「 になる子 」を クラス集団

に対して保育者 な支援を行い 発達障害児 「

になる子 」 な発達課題を達成していけるよう

な保育 を開発する 要 ある 特に年 児の発達

遊びを 行する と あり 小林  199

な 遊びを 開したり ルールのあるゲームを楽

るようになる年代 ある し し のように 広汎

性発達障害の傾向 ある子 た 遊びを 開

する と なた ルールを視覚的に する と

遊び方を理解し 間との関係性を する と

能になると考え る た 意 多動性障害の

傾向 ある子 た にと て ルール さ 活動

の目 り すい遊び あ 集団 の遊びを

行する と 能になる あ う

　本研究 保育所の年 児クラスを対 に 集団ゲー

ム遊びの導入を みた のゲーム遊びの導入 発達

障害児 「 になる子 」に特 した保育 な

教育要 文部科学  2 8 ・保育所保育指

生  2 8 さ た 間関係 の

いを達成するた の保育 の開発研究 ある 小林  

2 13 し し 遊びの中 児 お いの さに づ

いに支え合い りの 要性に づいて自 う

とする をクラス 育てる と のクラスに

在 する発達障害児 「 になる子 」の発達に 十

分に すると考え る な子 た いに

支え合うクラスを作る と ンクルーシブ保育 目

指すと ある した て本研究 クラス

に対する遊びの介入を通 て 発達障害児 のように

成 するの を検討する

事例の概要

対象児　 児 保育所の年 児クラスに在

支援を実施した施設　対 児 在 する 保育所内

保育 ２ と １ 者 支援を実 した

支援期間　 年 １年３

倫理的配慮　 研究に た て 対 児の保 者に研

究 を し 出対 児とする とについて 面

意を た 意を る に 保育中の 子を する

た に デ 画を行う した 研究

に する と 特定さ る情 一 しな

い との２点を した

アセスメント
⑴　医学的情報　 １年 年中時 に 育機関を

し 高機能広汎性発達障害の を けた

⑵　知能検査　 １年 11 に 育機関にて ISC-

を実 した 本研究 保 者 を けた検査

に基づ 者２ 児の特 を解 した 検査

I 86 I 1 1 I 93 C 89 O 1 3

D 76 S 1 3 あ た I I 5 D

S 5 のディスク ンシー た した

て 視覚的な情 の理解・検 な 語の理解・

理より ている と る

　知能指 および 指 の中 たの 意

D あ た の指 と の２つの下

検査 成さ ている 児の の 点 ３点

あり 問の解 をみると 13 本の を えて 本を

す 子 とア スクリームの を するな

の 理を課せ た場合に 見 た の

点 ３点 あり ていない 意 指

ISC- ーキン モリ指 に改 さ ている

と の解 の 子を見る り 児 覚的

な ーキン モリ 小さいと 定さ る

　下 検査の ロフィールを見ると 語性検査の

点 7 5 を３点 上上 ているの 知識 11 点

あ た 動作性検査 ての下 検査 ３

内に ており な 内 見 な た

　 の を総合すると 児 知識 年 相

ある 情 を 理するた の ーキン モリ

小さい のた 語を いた 的 考 な

を する と と 定さ る

⑶　発達障害チェックリスト　 児 発達障害 ク

リスト C D 崎・小林・ 内・阿部  2 13 を

いた クリスト DD 14 目 AD D

14 目 知的お 目 な ており

の 目について「あて ない １点 」「あ

て る 点 」 する ２ の 保育 と

１ 者 33 目について 定し ３ の 定者の

点の を 児の 点とした

　なお の さ たの 2 13 年 12 あ

り 本研究 の実践 あ たた 作成 の

クリストを いている し し した の

目 崎  2 13 と 一 ある

　 DD と AD D 14 点 56 点の 知

的障害 点 2 点の になる 崎 2 13

による DD の ト フ ント 25 点

児の 点 41 3 点 あ た AD D の ト

フ ント 34 点 児 43 点 あ た 知的お

の ト フ ント 1 点 児 1 7 点

あ た した て日 の 子に基づいて した

児 広汎性発達障害の傾向 AD D の傾向

せ ている た知的発達の ある 知

ない という ル あ た

⑷　ソーシャルスキル尺度　 の 2 1

作成した を 小林・ 合・ 田 2 5 の研究を

考に した の ある 26 目 ある

本研究の 13 目 なる の内容 小林

2 13 に 介してある なお の ーシャルスキル

支援の 定に いる
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　 の 保育者 定による 他者の

を考える行動 ３ 目 自 抑制 目 自

３ 目 調性 ３ 目 の つの下

な ている 発達障害スクリーニン と

に ２ の 保育 と １ 者 定を行 た 下

によ て 目 なるた 下 の合

点を 目 した のについて ３ の 定者の

を た の 発達障害スクリーニン と

なり ト フ ント ないた 児 在

するクラスの と に基づいて 児の

点を た

　 つの下 の 点 他者の

を考える行動 -1 94 自 抑制 -1 83 自

45 調性 -1 28 あ た の 点

自 外の３つの下 い クラ

ス を大 下 ており 他者との関係性の

ある と さ た

⑸　生態学的アセスメント１－行動観察－   １ 者

児の日 生活の 子を した 所 の自 遊びと

一 保育の時間 に 児の行動を デ 画し 児と

の子 の発 ・行動を文 した の中

児の特 的なエ ー を し １・ ２に す

!" #$%&'()*+ ,-./0123!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./012345/678(978:;<=>?@A
B>>/,(CDEFGHI()-.,;< TJB>>978,(CDKFL*+/MNOPD978:QRSTUDV)WXY<=Z [\?]RSTUDV\?^

L_`Sa_=)[bcd8/e+fg,*+/;<D978:hOi?]
B2jklmEn<o>plF CJBh=?kpqlFGrs==tu?^
Bk<=v\RwxyjwjF CzBhOiDkp2jO{)|}~�FLA +L�_>��(�}<D��O2?�978 /��O��_)X/@:�o�?]:��~r\?�;,hSy?�]
! "#$%&'()*+,-./'01*2,34506789　他児 して た とを「 しに た」と 害的に 知する

　 い通りにな ないと となる 保育 て 分 を る 要 ある

表１　Ａ児のエピソード①【自由遊び場面）

表２　Ａ児のエピソード②（一斉保育場面）!" #$%&'()*+,-./0123!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./01234567879:;
T<=>?@ABCDEEF,01G(HI=JKLMINOPQRS0TUV C<=JKLWIN./X&Y5Z78[562V
T<=\]0^KLD_K8G(`abWI=cd+e`LDfaKQ`Cghi`j1GL2^d7kINlmn)oHV T<=pK8G8qrrh^Gs1t^7*`ajuCD+<<vw(*^&I=xs+1C^7I NTyz{P&e|*}~�*[5H9V
Ty=F,01KLD+�)�H9�I=F,*������`8A�b�IN��f5�)�c8+��5�HL�&�=�7�)�`829I CtVN��z�`�DC2^)+F,012��f0^9V

! "#$%&'('#)*+)',-./0123456789:;<=,>?1@,-

!" #$%&'()*+,-./0123!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./01234567879:;
T<=>?@ABCDEEF,01G(HI=JKLMINOPQRS0TUV C<=JKLWIN./X&Y5Z78[562V
T<=\]0^KLD_K8G(`abWI=cd+e`LDfaKQ`Cghi`j1GL2^d7kINlmn)oHV T<=pK8G8qrrh^Gs1t^7*`ajuCD+<<vw(*^&I=xs+1C^7I NTyz{P&e|*}~�*[5H9V
Ty=F,01KLD+�)�H9�I=F,*������`8A�b�IN��f5�)�c8+��5�HL�&�=�7�)�`829I CtVN��z�`�DC2^)+F,012��f0^9V

! "#$%&'('#)*+)',-./0123456789:;<=,>?1@,-
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　 １ 他児 ミ のコースを見に た け

という意 理解 に コースを しに たと 害

的に 知してし た 子 る た ２

自分 い いていた 定に反する指 出さ ると

機 になり感情の制 な なる 子 る

⑹　生態学的アセスメント２－保育士からの聞き取り－  

１ 者 ２ の 保育 児の日 の 子につ

いて 取りを行 た

1）基本的生活習慣　 ・ ・ 自 している

の所 の 理 えな ルーティンにな

ている と 保育者 援 しな て 1 る し

し ・ しなみについて 関 な面 ある

い をお う たり シャ 出ているの

を うとしな たりする と ある

2）集団生活　自 遊び 一 の活動に 行すると

に の り え しい 保育者 している

中 を て と 問をして るた 意

さ たり対 を しにさ たりする と 多い

3）仲間関係について　他児と うとする コ

ミュニケーション 一方的 ある 自分 たルール

的にな て他児とトラブルになり すい

遊びについて　集団 のゲーム 鬼 な

的に する 勝つ とに り けを け入

に 出す と ある 内 ミ を て

なコースを作 たり ラス のような

けのあるコースを作 たりする

4）クラス全体の様子　 児の在 するクラス 21

の 児を２ の保育 している 児 外に

学的 けていない ニ クになり すい子

多動傾向のある子 な 要な「 にな

る子 」 在 している

　 児の 定していると に 達と い

て遊 と る 児 うようにな ないと

に トラブル 生 る クラスのリー ー の子

児の を み取 うとする場面 見 る

児 的な 動をと たと に の子 児

との関係を けてし う

　一 保育 集団的なゲーム遊びをしようとすると

児 他の の子 けたと に い り たり

するた ゲームを 楽し という ない

⑺　総合所見　 児 高機能広汎性発達障害 あり 特

に 語を 理する と ある うした 知

面の特 保育者の を て に 問をして る

行動につな ていると考え る すな 保育

児クラス にある い をすると を

理解 ないた に になり 「 うするの 」

とい た 問を けるの と る

　さ に 他児の 情を する と なた ミ

コースづ りを見に た他児を「 しに た」

た 「 しに た」と 解してし い 的な 動

を発すると考え る うした特 ーシャルスキ

ル に 反 さ ている

　 たクラス の傾向として 年 児に さ しい

ミ クな 遊び ルールのあるゲームを通し

て達成感・ 実感を感 る機会 しい した て

児 集団の中 る機会 ないと考え る

支援方針の立案

　総合所見に基づいて 保育 と ンフ ンスを行

い 児および在 するクラスに対して のような支援

画を した

⑴　Ａ児の達成目標　小学校への 学を見通して

目 を「他者と 力する」「集団の中 役割を いな

自 定感を高 る」の２点とした 支援 能な 間

年 １年３ の 間と 定さ て

いるの ３ を１つの りとして ・中 ・

の 目 を 定した

見通しを て 定した生活を る

中 集団場面において ルールを て楽し 遊 る

ようになる対 的なトラブルを させる

集団の中 自 定感を高 る

⑵　Ａ児への支援方針    目 を達成するた ３つ

の時 とに のような支援方 を てた

覚的な指 理解の さを うた 活動を視覚

的に する

　　　 間との活動の に 自分の役割 るように

環境を する

　　　 児に対して に 別の けを行い 活動の

見通しを たせる

中 児 楽し る集団活動 ゲーム遊び を通して

他児と関 る機会を す

　　 　 年 クラス 行う集団ゲーム遊

びを導入した 小林 2 13 を さ た

い

　　　集団活動の に ルールを視覚的に する

　　　集団活動の に 間と 力して活動を楽し た

とを する

他児とう 関 た とを し 自信 て

るように支援する

⑶　クラスに対する支援方針　日 生活 集団活動の

に クラスの他の子 た 児と に関 るよ

うに 他児との関 り方について した

児の を保育者 代 したり 他児の

を 児に えたりして 児と他児の 介をする

中 ルールのある集団ゲーム遊びを通して 間と

力して楽し 機会を す

日 生活場面 集団ゲーム遊び場面 クラスの

ン ー お いのよい点に づ 合う機

会を す
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　 た 支援 間中に ・所 ・ な との の

機会を け 日 のエ ー 児 クラスの子

た の成 の 子を し 関 り方についての方

を 有した

支援の経過

　本研究 クラス への保育を通した 児の発達

支援に 点を てている 支援方 のと

たように 日 の保育の中 児に対する 別の

け 間との関係性の の支援 行 ている し し

クラスを対 にした集団ゲーム遊びの導入 児の発達

に す を検討するという本研究の に基づ

下 集団ゲーム遊びの中 見 た 児の変 に

て する

⑴　集団ゲーム遊びの流れ　本研究のゲーム遊び

年 11 ールゲームを行い

な鬼 を導入した なお 子 た 自 遊

びの時間に自発的に ールゲームを行う と に見

た

　ゲーム遊び 児 け な の になる子

にと て り すいように の進行を一定

にし 視覚的な りを多 するな の を

た のゲームの の通り ある

ルールの ・ の日のクラス目 の ・ の日

の 目 の 5 1 分

・クラス目 の 　 けて し て に の

ゲームを つ 間を 援する のよい ー

を する

・ 目 り ー の 　勝 て い

ない けて ない

ゲーム遊び ールゲーム 鬼

り り

・ た点 のよ た点についての発

・ 目 の達成 の

・ゲーム し た点の発 と に向けた改善点

の し合い

⑵　ゲーム遊びの内容と支援　 ールゲーム ン

ールに た的 てゲーム 「おた ゲ トゲーム」

と する活動 あ た おた ゲ トゲームの 的

な進 方 小林 2 13 に したの す

る 年 12 １年３ の間に実 した鬼

の と 鬼 の い 下の通り ある

年 12 １年１ し とり・ 鬼

・し とりの い　鬼にし をと て な

い・ ない ゲームに する お いに

け合う を

・ 鬼の い　 鬼の動 に 意しな

お いに け合う を

１年２ ３ 鬼・ つ 鬼・ の中のリス

・ 鬼の い　 鬼の動 に 意しな お

いに け合う を

・ つ 鬼の い　 の動 に 意しな

ルールを て遊

　自分の役割を覚えてお に合 せて 間を

・ の中のリス　自分の役割を覚えてお に合

せて 間を

　 の をよ いて ゲームを楽し

　 鬼 を楽し 行するた に行 た支援

について る

・し とり　鬼役の子 ラー 子を り

ケンを につけた し をと た に た

り いたりする 児 いるた し をと て

１ け しいし を るルールにした

ゲーム中に 「 ー ン 」と した ゲーム

に せ ている子 た 「し 場」

しいし を取り ける役を する と し

をと た子 間 けて う機会を

定した

・ 鬼　鬼 るように ラー 子・ ケンを

につけた 鬼に て「 」にな た子

た に 「 けて 」と大 な う とを促した

・ 鬼　 鬼と の支援を行 た

・ つ 鬼　２ 組のと に し １ の子

すると 反対 の子 組 て る役

になるた ラスト モデルを いてルールを視覚

的に した

　子 た ルールを理解する りとゲー

ムを進行した 鬼 る役の 代 りに いと

に の 「 鬼

るよ 」な の けをした

・ の中のリス　 ラストを いてルールを視覚的に

した 1 ルールにな る りとゲー

ムを進行した 動 方に う子 に対して 「

リス よ 動いて 」な の け

をした

図１　鬼ごっこ（木の中のリス）のルール説明
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支援の効果

⑴　ソーシャルスキル尺度の変化   年 時点

と １年３ の 児の ーシャルスキル

の 点を ２に す ２ るように ての

点 上 した 特に他者の を考える行動と

自 のスキル １点 上の 見 た 本研究

１ を対 としているた 学的な有意性の検定

!" #$%&'()*+,-)./)0%1234!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-.*/0123%&'45&6789:;<=
T>?@A70123%&'(BCD-EFGHIJKL,,MNO?PQ4%&'7RSH I@T/%&'JKLO

U%&'7V-BC:;W T>XY&,/Z&?[\]C'^OH
X.Q4N.Q4/_`)aQMNb ?c(defM%&'7gh/i&Bj7klH?mno*p:H

TqMr-s*/A A-'&'7tu:;I0123%&'7JKvwMx(yygh)zL{,h.,(|}~Q��C7f�zL?����GL3`&789:;M/3`& ���&'7�GLO�fozL,;HI.Q4/.Q4&�O

?���&6-��Ms;H
T>I B �&6��OI.Q4&�O?o*�G/��-,v��}7��HI�hv�&�O?��,.M�����;H

+ ,#-./012#3456789:;<=>4?4@A3BCDEFGHIJ>KLMNO7,PQRST6KU.VGFG>PO/WX;Y4SZJR>I

1 33

2.44 

1.75 

2.17 

2.78 

3.89 

2.44 

3.22 

2.00 

3.00 

4.00 

!"

!"#$%

1.33 

0.00 

1.00 

#$ #%

&'()*+

,- ./012345675089

の時点 自分の い通りにゲームを進 たいという意 見 る た 勝 けに て

おり １点入 た け 間を いてし た

表３　Ａ児のエピソード③（ボールゲームの第２回）

図２　Ａ児のソーシャルスキルの変化
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!" #$%&'()*+,-)./)0%1234!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-&')./012345 6789:3;<=3>? C @*ABCDE&FGH+,-&')/0123I3J)KL* ?M23NGHC OIP,QRSTUVQWS?XJYZ[&\]^M_`WaH6789:R;<=3>bc9S?deM_`\G 6789:3;<=3>? A @0J]29&GHfO3>0 A OedI=6783SHgh0ijh*%&')klQRS fO3> ?0J]U&G

+ ,#-./01234565*"278956:;":<=/>?@A45BCD@EFGHIJI4: A "2789:KA ".*"LM#78#$N@A45OP2QR9/BCD@EFST,U=GH:K!" #$%&'()*+,-)./)0%1234!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+
,A -./&012345645789

C:,A -123459 ; A <=>?@>?@A,C:12345>?BCD9 ,C:./&0BEF56GHI9
T:; A <=JK?>?LMA
,C:.N&0BOP=A -(Q&'.RSCD9TUVDW; C <=JK?XY&ZA;I[&7A\
A -]^_Q&'(TUVDW;K`&KA;a4D&@A,bc9,C:. A -(V]1d5eKfgQBhP9
C:;K`&KA;K`&KA,ijkeKfgQ1l_89

T:; C:<=JK?L4DmnA <=77>?koDmA

+ ,-./0123456789:;<=>?1@ABC:D56CEF7GHBCI1@AJ
ない 自 抑制のスキルの上 4 点

あり な あ たと いい ない

⑵　ゲーム中のＡ児の行動の変化    ールゲームに

した の 児のエ ー を ３ に す 自

分 たような ー ないと 相 ームに

点 入 た時に 感情の制 ー

る と あ た し し 間 の 援によ て

を り える と るようになり 間に スを出

して 点 た とを 間と び合えるようにな た

のエ ー の ゲームの り りをしていた

に スを出した とを C1 児 感 さ 児

「 た シール る」と発 していた

ールゲームの 自分 ーに して

いないと に「 ーム ー」「 行けー 」

の日 合を ていて他児を 援していた 児た りによ てゲームに な な た A

児を 援した A児 他児 の 援の によ て感情を制 し ゲームに する と た

ー な 間に スを出して 点 た とを 間と一 に と た

表４　Ａ児のエピソード④（ボールゲームの第５回）

表５　Ａ児のエピソード⑤（ボールゲームの第６回）



58

な のように 他の ーム 他の子 を 援する

見 るようにな た

　鬼 に した の 児のエ ー を ・

に す し とり にし をつけ して

い た とを他の子 た と一 に

と た た 鬼の り りの中 自

分 た ととして を けた とを発 し

た うした 児の 子 他者の とを考えたり

間に 力したりする とを楽しいと感 るようにな て

た と さ る

!" #$%&'()*+,-./01%2345!"#$% &'()*"#$%!"#$%&'()*+,-./01234567 8C91:;-./0<2/5=>?&@8A/5BC=
TDE:F*GH&IJKLMNOPQ>R*S/TUVWVWX@8YZ[13./0\6)]N*^._./0<`abc3_*%&')defO= ghi-j1kOlEm/5&XQ8nonpbqr=Est*u/5.UQ8vw)u/5xyz{|}Mqr= C~Em/5pQ
C�EPT/5pUA Fc!T/5pUQ

8�;)E!T/5pQ{_!4b��S�[��)[O=

+ ,-./0123456789:6;<=>?@AB9:C678DEFG6H-89:/IJK:LM>NOPQ9:C678D
し を１ ン た と ゲームに する と た た とを と一 に

び合う と た

表６　Ａ児のエピソード⑦（しっぽとりの第３回）

!" #$%&'()*+,-../%0123!"#$% &'()*"#$%!"#$!%%"&'#($)%)*+
T,-./("0123&'145267(891425:;)<=9>?
@AB()CD*E84#3F@+GH84F
T,-:I7A JK?-L157./,B-M4K.8914K?
T,-NOPQ7A J,BR-M4QKA JS-MTRU14B>?
C/-:VI?
C0-WXR?@YZD-M4[P\H]^3_TI`F- C1JRPa?
C1-NOP1472R9K?
T,--M4)7-MUb4)7I13I3c4Q?

+ ,-./0123456789:;<=>??3;@AB7CDE8AFGDHIJFG.9KAL
 自分 に る け な にな た を けた とを楽し と た

表７　Ａ児のエピソード⑧（バナナ鬼の第２回）



58 59

高機能広汎性発達障害のある男児に対する支援的な保育

⑶　保育士からの聞き取り　 児に対する支援 し

たあとの １年 に ２ の 保育 に 取り

調査を実 した 児の変 の 要を 中

に分けて す

　 視覚的な支援を行う と 児 自分

るようになり の 問 た に「今

日 ゲームする て」と教える と あり 見通し

てた と し て たと る

　中 ゲーム遊びの他に 行 た さ あり

子 し合う機会 多 た 自分の意見 通

ない と あると り出す と あ た し つ

の を ようにな た た の時 に

関係 広 てい たと る 「 を な

いとみ なと一 に 活動 ない み なと楽し

活動 するた に よ を う」と

すると 児 「 た」と て いていた

　 の て し うにする と

な た し つ ると し うに たり

たりするようにな た た な な

た 「 うせ り」というネガティブな いを

な な た

　 児 成 した点 ゲーム 活動 行 の中

間と 力する と 自分 み なの 役に つ と

をた さ してい た 児にと て り

一 大 達と遊びたい・一 に 活動 した

いという い 大 なる と たルール 多い

と る

　 の子 た 児の いな と な と

を知 てい う 関 る子 えた と 大

い

⑷　保護者からの聞き取り　 児 保育所を した

の １年 に の 解を る と

取り調査を実 した 語 た内容 児の変

を すと る部分を要 して する

　ゲーム遊びについて 「今日のゲーム けた

ク た」というようにな た けて な

なる に 時間 たよう

　他者の の理解について １年１ ２ 支

援の 家 児 作 た み ルを

して 「 し し う ないよ し

う ない 」と自分に い せな 感情を制

るようにな た たと 「お さ

のお 大変 てあ よう 」と を

う発 するようにな た

⑸　総合的な効果の評価　 ーシャルスキル ゲー

ム遊び中の 児の行動の変 ・ 保育者

の 取りの を総合すると 児 他者の

を考えたり 他者に 力したりする行動 に

えたと考え る 広汎性発達障害 の の 児の

本 的な特 ある 保育者 容

さ る を十分に と 児の他者理解

調性の発達を促したと考え る

考　察

　本研究 保育所に在 する高機能広汎性発達障害

の男児に対する支援と 社会的スキルの発達 を

て た 本研究 広汎性発達障害児 生活の見通し

を てるような環境の と 行して 間関係の

を企 した集団ゲーム遊びを導入し クラス 楽

し 遊 を保 しな 対 児の発達を支援すると

いう保育 の開発を みた

　対 児 覚的な ーキン モリに さを つた

視覚的な情 の保 ある 広汎性発達障

害児に対する視覚情 を活 した社会性の支援 とし

て 2 による ーシャルストーリー コミ

ク会 な の有 性 さ ている し し に 日

の生活の を する け 間関係の

調性の発達を支援する と ある 他の

子 た との関係性を るような遊びを通した

支援 要にな て る

　本研究 うした問題を解 するた に集団ゲーム

遊びの導入を みた ゲーム遊び クラス に す

発達的な 小林 2 13 す に した 今

クラスに在 する発達障害児を対 として 遊びを通

した発達的変 を検討した 日 生活の支援に えて集

団ゲーム遊びを導入した と 対 児の社会性 な

り発達したと考え る

　中 ・ ・谷野 2 12 保育 に行 た調査

３ 上児を対 とした場合の発達障害児 いを

の在 2 4 あ た 学習上の さ 児 に

発見しに いとして 文部科学 2 12 の調査に

おける 意 多動性障害児と広汎性発達障害児を合

せた在 3 8 になる とを考えると なり

い ある のような実 を考えると 保育者 子

の発達障害 および に い特 を正 に

ていない 能性 考え る

　し し本研究のように クラス に対して遊びを導

入する と 通 の保育 場 能 ある した

て 発達障害児 「 になる子 」を 出して特別に

支援をするの な クラス の支援を通 て発達

障害児の 間関係 集団行動を育てる と の あ

集団ゲーム遊びを保育 場に導入する と 有

な と あ う

　今 クラス の子 の社会性の特 在

する発達障害児・「 になる子 」の特 に合 せた

遊びの ートリーの る た うし

た集団ゲーム遊びを活 る保育者の力 成

ある さ に保育 場 の実践を容 にするた の

要因を る研究 要 ある
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

Ⅰ．はじめに

１－１．背景と目的 
教育 場における情 関係スキルの向上 学習指

導要 を て ての教科 情 機 を活 した授業を

開するという「教育の情 」の方向に向 ている

の 識 場 に一 的な 識 あると考え

る一方 IC を活 した教材開発 より 的な のと

の となり え デ ル教科 について

ブ ト の活 な 年の しい ー アに

対 した取り組み 進 いる

し し 場の教 の視点 見た場合 教材を の

指導するというより 生徒一 とりの 見え

る とを意識しな を考える と ある う

のと 学 的視点 家庭学習 を意識

させたい場合 あ たとして 題を出す

教 に た方 し ない に 自の教材

を開発する動機 け 発生する と 考え る た

し うした場合の開発の さ 実の教材開発能力

高 ない と 理 の一つと考えており を

するた に 大学 の授業 コン ュー を活 した

教材開発に取り組み 者の 性に関 のよ

うな能力 に の を しな 授業を進 て

いる において 的分 により 下のよ

うな能力 に とを指 している
(1)

・ を通 た ロ クト 理の知識

・ 集の知識

・ ういう さ ている という 的知識

・学習の についての知識

・ の ロ ラミン 語の連携の知識

・コンテン ・ ネ ント・システムの リ ト デ

リ ト

・ A S の 作な びに ロ ラ

ミン 能力に関する のスキルに た ンランク高

い知識

た し の指 的に け てお

た のような を て の知識 さ て

い たの について 考 していな た部

学 教 発
実践

楽山　進 ・井口　亮介 ・鬼澤美保子 ・森本　翔 ・上山　輝

D     -  S  C      C      
         

S   A A A    I C I     I A A  S   O I O O  A   A I A A

摘要

本研究 場の教 ル 授業と家庭学習をつなぐ とを意 して 英語の教科 に基づ 教材を開発する場

合に のような知識 のような ロセス に いてい について した の ある 的な方 とし

て 教 者 する大学 の授業実践の中 日 の ート ール の り りを いた 的分 と

日 のテキストデー を いたテキスト ニン による解 を いた の の 的な分 に え

定 的な分 の 能性を す と た

Abstract

                               

-                                    

 C                            

                               

                   

キーワード：デ ル教材 英語科教育 家庭学習 教材開発 テキスト ニン

： -            D        

 

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： 1－

富山大学大学 間発達科学研究科
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分 ている

本研究 場の教 ル 授業と連動した家庭学

習を ートしたいと考えて教材を開発する場合に

のような知識 に いてい について 日

の ート ール を いた 的分 と 日 のテキス

トデー を いたテキスト ニン による解 の

関係を にする と 定 的な分 の 能性を

す とを目的としている

１－２．先行研究について
「教育の情 に関する 」 ( 文部科学  2 1 ) (2)

外 語におけるデ ル教材の の とし

て 4 能の内の「 す」に視点を いた の

ている デ ル ラ IC  コー ー

な を活 して 英語 した自分の を し

ントネーション りな 正し 発 て

いる を り る と ている

在 小中学校の 教科における IC の につい

ての 者 の 通 識 下の通り ある 教科 に

拠したデ ル教材の 在 一 的に広 知 てい

る 実 にデ ル教材 ている う 別と

して の 方 教 導の と授業中において

のみ るの 一 的 ある 授業と家庭学習をつな

ぐ ラーニン システムの について 高 学

校 大学な の高 教育において さ ている 高

学校において を した ラーニン

教材の作成と学習 な さ ている 小  

2 8 (3)

教材開発の内容についての 行研究となる

本 のように 教材開発の のような知識に

びつ の を開発した教材との関連 けによ て す

研究 ない た本 取り上 るテキスト ニン

による分 について 情 分野において開発

-   の ートを分 した研究

い つ さ ている

を実 した授業 実践的な開発を学 上 有

あり ームによる開発を行うた 実社会に した

習を行う と る反面 成 に課題点

在し 学生 の授業への取り組み 開発 進

学生の知識の を する と しい (4) し

し (5) によると の課題への解 として

テキスト ニン な のデー ニン を い

る と 学生へのアンケート 学生 の能力

の 自 達 を い上 る と る

と さ ている のた 本授業 の授業

に 者 に日 を いて い を分 する

にテキスト ニン の を いる ととした

Ⅱ．開発教材について

２－１．教材のコンセプト
本研究において 開発する教材 中学校における英語

の授業を ートする家庭学習コンテン ある 開発に

けて考えた教材のコンセ ト の通り ある

的に学力の向上を目指すという考え方

な 学習者に開発する家庭学習コンテン の定 的な

し アクセスを促す とによ て 家庭学習の

習 を る と ある た 的な として

の と 間 的に学力の向上につな るの ない と

考えた 家庭学習の習 を目指すという 点 教

材の開発にあた て 学力の 達 において 中

下の生徒に 理な 取り組 と る授業の

習中 のコンテン を けた 家庭 学校の授業と

なり の視 を にする とな 学習

する と 能 あり より のコンセ トを実

るの ない と考えている

語の習 について 対的な学習 の 要性につ

いて る と 多い コンテン の いに対

しておおよ の学習者 3 分 取り組 との

る のとした

「ネ ト上 学校とつな ている」という 学校と家

庭とのネ トによる「つな り」ついて 意識し の「つ

な り」の 合いについて した 本コンテン

の通り 学習者に家庭学習の習 をつける と 目

的 あり 学習を 制する の ない え ニ

ト なけ の ニ ト 解 さ ないとい

うような 学習者 学習に取り組 ない にあると

学習者への 的 大 いと考えた コ

ンテン 解 について 教 の を えた

解 する のとした うする と いつ 学

習者 取り組みたいと考えた時に取り組 る環境をつ

る と 自発的な学習を促したいと考えた

コンテン を いた基本的な学習の 授業 う

教科 の に てデ ンし 開発 中 ある コ

ンテン の 画面に 1のように反 さ ている

図１：学習コンテンツの初期画面

�

ートメール）を用いた質的分析と，日報のテキストデータ

を用いたテキストマイニングによる解析結果の関係を明ら

かにすることで，定量的な分析の可能性を示すことを目的

としている。�

１－２．先行研究について�

� 「教育の情報化に関する手引き」��文部科学省����������

では，外国語におけるデジタル教材の応用の具体例として，

� 技能の内の「話す」に視点を置いたものが挙げられてい

る。そこでは，デジタルカメラ，,&�レコーダーなどを活用

して，英語で話した自分の音声を録音し，強勢，イントネ

ーション，区切りなど，正しく発音できているかを振り返

る，と述べられている。�

� 現在，小中学校の各教科における,&7の現状についての

著者らの共通認識は以下の通りである。教科書に準拠した

デジタル教材の存在は，一般的に広く知られている。実際

にデジタル教材が使われているかどうかは別として，その

使用方法は，教師主導のもと授業中においてのみ使われる

のが一般的である。授業と家庭学習をつなぐHラーニング

システムの使用については，高等専門学校や大学などの高

等教育においては利用されている。高等専門学校において

0RRGOHを利用したHラーニング用教材の作成と学習効果な

どが報告されている（小寺�����）���。�

� これらは，教材開発の内容についての先行研究となるが，

本稿のように，教材開発の経験がどのような知識に結びつ

くのかを開発した教材との関連付けによって示す研究は少

ない。また本稿で取り上げるテキストマイニングによる分

析については，情報分野において開発3%/（3URMHFW�%DVHG�

/HDUQLQJ）のレポートを分析した研究がいくつか報告され

ている。�

� 3%/ を実施した授業は実践的な開発を学ぶ上で有用であ

り，チームによる開発を行うため，実社会に即した演習を

行うことができる反面，成績評価手法に課題点が存在し，

学生個人の授業への取り組みや開発過程，進捗状況，学生

の知識の蓄積を把握することが難しい���。しかし，武市ら
���によると，その課題への解決法としてテキストマイニン

グなどのデータマイニング手法を用いることで，学生への

アンケートから学生個人の能力獲得の過程や自己評価，到

達度を拾い上げることができることが示唆されている。そ

のため本授業では毎回の授業後に受講者全員に日報を書い

てもらい、それを分析する際にテキストマイニングの手法

を用いることとした。�

�

Ⅱ．開発教材について�

２－１．教材のコンセプト�

� 本研究において，開発する教材は，中学校における英語

の授業をサポートする家庭学習コンテンツである。開発に

先駆けて考えた教材のコンセプトは，次の通りである。�

� まず，直接的に学力の向上を目指すという考え方ではな

く，学習者に開発する家庭学習コンテンツの定期的な利用

もしくはアクセスを促すことによって，家庭学習の習慣化

を図ることである。また、副次的な効果としてそのことが

間接的に学力の向上につながるのではないかと考えた。家

庭学習の習慣化を目指すという観点から，教材の開発にあ

たっては，学力の到達状況において，中位以下の生徒にも

無理なく取り組むことができる授業の復習中心のコンテン

ツを心がけた。家庭では学校の授業とは異なり，周囲の視

線や状況を気にすることなく，学習することも可能であり，

よりこのコンセプトを実現できるのではないかと考えてい

る。�

� 言語の習得については，絶対的な学習量の必要性につい

て論じられることが多いが，コンテンツのねらいに対応し

ておおよその学習者が �� 分程度で取り組むことのできる

ものとした。�

� 「ネット上で学校とつながっている」という，学校と家

庭とのネットによる「つながり」ついても意識し，その「つ

ながり」の度合いについても配慮した。本コンテンツは前

述の通り，学習者に家庭学習の習慣をつけることが目的で

あり，学習を強制するものではない。例えば各ユニットが

終わらなければ，次のユニットが解放されないというよう

な，学習者が学習に取り組めない状態にあると，学習者へ

の精神的負担が大きいと考えた。そこで，各コンテンツ解

放については，教師がその単元を終えた段階で，解放する

ものとした。そうすることで，いつでも学習者が取り組み

たいと考えた時に取り組める環境をつくることができ，自

発的な学習を促したいと考えた。�

� コンテンツを用いた基本的な学習の流れは，授業で扱う

教科書の流れに沿ってデザインし，開発途中ではあるがコ

ンテンツの初期画面にも図�のように反映されている。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

基本的にログイン後は，�

・既習語句の復習�

・基本文の復習コンテンツ�

・授業で使用した板書を利用した基本文の解説コンテンツ�

・�技能の�つに特化した練習コンテンツ� �

・自己表現を目標とした課題コンテンツ� �

・課題提出後には，学習者の興味を促す，コラム，音声�

映像などの寄り道コンテンツ�

図１：学習コンテンツの初期画面�
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基本的にロ ン

・ 習語 の 習

・基本文の 習コンテン

・授業 した を した基本文の解 コンテン

・4 能の 1つに特 した 習コンテン 　

・自 を目 とした課題コンテン 　

・課題 出 に 学習者の を促す コラム

な の り コンテン

上の ロセスにした て学習者

機 の 作 学習の進 方に とのないように

自動的に一連の にした て取り組 る のとし

た の一連の を 語のようなストーリー に

合 せて進 てい コンテン している

今 中学校 2 年生を対 とした N   O I-

ON   C 2(6) の中 2 A     N  

 S    1   3      の 3

つの題材を取り上 た

上 の連 する題材を の学習コンテン に 理

ある 題材 的に る 1 間の学習

コンテン 家庭学習の定 に のような を える

という の を検 してい という と い

あり 今 の実践の の課題 ある

２－２．システム開発と仕様
家庭学習 コンテン を開発するに た て コン

テン の学習内容を検討し の上 コンテン のデ

ンを考え システムを組み上 るという 作業を

進 る ととした の中 開発 中のコンテン の

動作 および改 点のあ り出し 行い 指

さ た改 点を 時 システムの組み上 の に反

した た 作業を行う に 者 の

性を考 し 「学習内容の検討」「コンテン のデ ン

の検討」「学習コンテン のシステムの組み上 」の部

分において 大 に 者を て開発を進 た た

し 「コンテン の動作 および改 点のあ り出

し」 性を問 教 と 者 行 た 本

コンテン の開発環境として として A    

と A S 3 を いた の他

と S によ てロ ン機能な 実 さ る

学習コンテン の通り 5つのコンテン 課題
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ンテン 作 ている

図２：既習語句の復習コンテンツの初期画面

�

以上の流れで， じプロセスにしたがって学習者が

の 作や学習の進め方に くことのないように，自

的に一連の流れにしたがって取り組めるものとした。その

一連の流れを， 語のようなストー ーや に合わ て進

めていくコンテンツも提 している。�

� 回は，中学校� 生を対 とした，1(:�+25,=21�(QJOLVK�

&RXUVH����の中から8QLW��$�7ULS�WR�1HZ�=HDODQG��6SHDNLQJ�

3OXV����8QLW��0\�)XWXUH�-REの�つの題材を取り上げた。�

上 の連 する題材をこの学習コンテンツに 理

であるが，題材が 的に扱われる � 間の学習コン

テンツが家庭学習の定 にどのような を えるかとい

う，その効果を していくということがねらいであり，

後の実践の際の課題でもある。�

２－２． テ 開発 �

� 家庭学習用コンテンツを開発するに たって，コンテン

ツの学習内容を し，その上でコンテンツのデザインを

考え，システムを組み上げるという 程で作業を進めるこ

ととした。その中で，開発途中のコンテンツの 作 認お

よび 点のあぶり出しも行い，そこで指 された 点

を， 時，システムの組み上げの際に反映した。また，作

業を行う際には，受講者それ れの専門性を考慮し，「学習

内容の 」「コンテンツのデザインの 」「学習コンテ

ンツのシステムの組み上げ」の部分において，大まかに担

者を決めて開発を進めた。た し，「コンテンツの 作

認および 点のあぶり出し」は専門性を わず，教員と

受講者全員で行った。本コンテンツの開発環境として，主

として$GREH�)ODVK�3URIHVVLRQDOと $FWLRQ6FULSW���を用

いた。この 3+3と 64/によってログイン 能などが実

される。�

� 学習コンテンツは前述の通り �つのコンテンツ（課題終

後のコンテンツは く）を進 でいく である。本コ

ンテンツの初期画面が図�であることは先程説明したが，

目次の にある�つの タンはそれ れが から に，既

習語句の復習，基本文の復習，基本文の解説，� 技能の �

つに特化した練習，自己表現を目標とした課題へ ンクさ

れており，それ れの学習にアクセスできるようになって

いる。 タンの には 者に対応したカラーユニ ーサ

ルデザインの配 を 用している。カラーユニ ーサルデ

ザインの配 は「 の多 性に配慮した 内・サイン・

図表等用のカラーユニ ーサルデザイン 配 セット」

を した���。�

� 学習の定 を図り，コンテンツによる学習を さ る

もう一つの手 てとして，これらに学習 の 能を導

する 定である。各ユニットの学習が終われば， タンの

が くなり，学習が進むにつれて画面がカラ ルになる

となっており，生徒自らが， はどこまで学習が進

でいて，あとどれくらい学習すればよいかを自分で 理す

ることができる。このログイン情報は，指導者の学習 理

画面にも反映されることを 定している。生徒それ れの

ログイン時間の さや学習の進度から，家庭学習がどの程

度定 したか，学習に向かう態度が 化したかを する

ねらいがある。�

� また，この学習 は，家庭学習の内発的 付けとし

て有効であると考えた。教師からの外発的 ー ック

と学習 による内発的 付けの 面から，家庭学習の

定 を うものである。�

� いては，学習コンテンツの流れについて を って、

図を えながら説明していく。既習語句の復習は英語の音

声を いて， こえてきた音声の単語の意味に沿った日本

語を，ク ックした に ラッグ ロップするという

ものである。 初のコンテンツに った直後の画面では図

�のように日本語の単語は表示されておらず，「全ての

をク ックしてみまし う。」という指示文と，異なる �

の が表示されている けである。� つの それ

れを�回ずつク ックすると，図�のように から こ

えてくる音声と対応さ ることのできる日本語の単語が表

示される。つまり，全ての をク ックしないと

を表示さ ないことで，� 度は必ずどの単語においても英

語による音声を いてもらうことが可能となる。正解する

と， が れ英単語とその単語に合った意味が表示され

るようになっている。 正解の に日本語を ラッグ

ロップすると，日本語が ね返って，元あった に

る けになっており，この反応をもって正解と 正解を

別することができる。 正解の際は「プーン」という

ね返り音が り，この音を らすことで生徒の 意を引き

つけるねらいがある。図�は全ての 題を正解した後の画

面である。ここでは，英語とその下にその単語に合った意

味の日本語が て表示されている。英語と日本語の部分

をク ックすると，ク ックした部分の表示に対応した英

語の音声が流れ，正解した後でも発音の 認ができるよう

にコンテンツが作られている。�
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図３：既習語句の復習コンテンツの解答画面

図４：既習語句の復習コンテンツの解答後

基本文の 習問題コンテン ある 基本文の
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て う のコンテン 日本語の文

さ てお をクリ クして を

いて 問題を解 組みにな ている 3 のよう

に 日本語の文 さ ている画面 5

ある

図５：基本文の復習問題コンテンツの解答画面

基本文の 習問題を解いた に 基本文について

の を 生の とと に り る との る基本

文の解 動画を見て う 解 動画 6のような画

面 ある を学校 さ ている の に 文

の いの ョークの に づけた 生徒

見 ている授業 に づける と 的

に画面を る と 重要な部分 一目 分 る

ように してある
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� 次は基本文の復習 題コンテンツである。基本文の復習

題は前述の既習語句の復習と じ流れで 題を解いても

らう。このコンテンツでも 初から日本語の文 は表示さ

れておらず，まずは をク ックして音声を いてから

題を解く 組みになっている。図�のように， も日

本語の文 も表示されている画面が図�である。�
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� 基本文の復習 題を解いた後に，基本文について板書の

説明を先生の音声とともに振り返ることのできる基本文の

解説 画を てもらう。解説 画は図�のような画面であ

る。 を学校で使用されている 板の に，文 の は

段使いのチョークの に けた。生徒が 段から 慣

れている授業 に けることで，直観的に画面を め

ることができ， 要な部分が一目で分かるように して

ある。�
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� �技能の �つに特化した練習コンテンツの部分では，

回はいくつかの 題の中から，例として語句 題を挙

げて説明する。図�は語句 題の初期画面である。こ

の状態から図�の下部に表示されている英単語を意味が通

るように べ えていく。 べ え先に の を用意する

ことで，英単語をどこに ラッグ ロップして べれば

よいかを一目で分かるようにした。正解か 正解かの 別

は全ての単語を べ えた後にのみ行え， え合わ タ

ンを すことによって行われている。単語の べ えが間

っていれば， べ えた単語は図�のように初期配置に

るようにプログラムされている。図�のように べ え

が正しく行われた上で え合わ の タンを すと，図 �

の画面に表示が切り わる。図 �では英語で書かれた文を

ク ックすると，その英文が英語で 生されるようになっ

ている。� 分音 のマークは すと音声が流れるというこ

とを 内している。練習コンテンツには， には 7UXH�RU�

)DOVH 題などを用意している。�
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家庭学習と授業をつなぐ英語教材の企画開発を通した多面的知識の実践的理解について

図８：並べ替え問題を解答している状態

図９：学習コンテンツの初期画面

自 を目 とした課題 え た題材 指

に て自分 考えた英文をキー ー し

て 上 出したり を して 信したりす

る とな 考え ている 在 の部分について

開発 中 あり システム面における今 の課題 あ

る

り コンテン 英語に関する 知識 を

見る と る のコンテン の中 見る との

る の一 を 介として 1 に した

図 10：寄り道コンテンツの一場面

Ⅲ．日報の振り返りによる知識・理解のプロ
セス

日 に基づ 者 授業 の開

発を通 た知識の理解 についての り りを行う な

お 者 におけるテキスト ニン 分

に り りを行 ており の を えた り り
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ない た 者に日 の り り 日 を の

ような意 いたの という とを するという

の内容についての方向性 した フ ー ト

について 指定せ い ある せている

３－１．受講者Ａ
３－１－１．日報振り返り
１）５月
・コンテン の 見え た

・学校と家庭をネ ト ーク と考えた時に 「

の 」 あ よい ていた コンテン の ー

ゲ ト 見え の ルに とし い を考え

る け てい

・学習を する として 学習 ン ー 教

のフィー クと自 の り りの 面 要 ある

と考えている 他の授業 フィー クの とにつ

いて学 と け あ た の 他の授

業 学 と コンテン に生 す と な

い 考える と 多 た 役割分 のコ ント え

て た

・自分 をする 意識し ている 自分

した とを自分 の役割を うという あ

た た お いに ーし合 ていたの 感

あ た の反面 感 な て たの の

ある 生 解 コンテン の け よ 意外

た 自 定感 い 1 つ て えたという

モ ーションの高 り 見 る

２）６月
・解 コンテン をな な ない自分への り

を感 ていた 習コンテン い い しなけ な

ない とと ていな たた と る

の日の日 自分への の意 合い たと

う

・ コンテン に目 の 作 を して

いた たいという た 自分 つ た

の のク リティなの 他者の目を通したいと

ていた の時点 自分の 在地 見えて

いないという と と う

３）７月
・ と見せ た と しの 感を感 ている

・ 実的な対 を考えていた コンテン と し

た を合 せる とより し重 て 動画にした

方 者 さ に る な なると

た たコンテン を作る の相 意識の高 り 見

る 実 に 年 う とにな たと に

る の にあ た

・解 コンテン の動画 の目 たの 一

している の時点 と の 裕 た た

り コンテン の動画 を のように進 てい 真

に していた た自分の分 と たの

の 習コンテン の作成と 文 を いてい
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とに目 向いた

４）全体として日報が与えた学習者への変化
コンテン の 組み て ると の を

分 した し し けという と な お

いにクロス ー ーして相 を行 ていた 日

自分た の ている とを い出させて たり す

る とを り たり の作業 を

する上 有 あ たように う

「 在の について」の 目 

・ の日の とについて る 視点

を変えて いていた 1 目 発信すると の

を 別の ント をしたり りない部分

を け したりしな いていた に の

いたい自分 あ た ・・・

「みなさ へ」の 目 

他の方 「 うしよう」「 うして さい」とい

る と の役割を 感 た 感を感 る

とと に に自 有 感 感 ていた 反面 自分

自 の 目を の 意 な た にお

いをするの 意 な た 自分の

性 を 感 る ととな た

３－１－２．開発における学習者の変化 
・学習者と学校をつなぐコンテン という発 の中

クラ の を いつ け 「 行」 し

クラ あ 教 学習者 学習 を 有

ると考えた ス ブ ト 動

ないという とな の環境的要因 あり C 環境とし

た た SNS 情 のつな り ネ ト

ーク上のモラルの問題 クロー ネ ト ーク

行う ととな た ネ ト ークにおけるセ

キュリティの問題 情 の問題を考えるに た

・ネ ト ークを たコンテン を考えた時に

発 する と な生徒 い 一 あ

を出す と る 発 習のコンテ

ン を考えた の部分に の発 生 さ ている

・学習に フィー ク 要 あると他の授業 学

自分た 自 フィー クのある授業と う

ない授業 学習意 なる と あ た

間発達科学研究科という 組み 自教科 け な

な分野を 的に学 という発 の と さ

の と さ ていると 考え る

・ なる 習コンテン な 自分の発 を し

て 出させ 教 を授業 た ネ ト上 フィー

クする とを考えた の フィー ク

機能 コンテン に取り入 た

・コンテン の を考えると に にあ た ととして

成 ン ーを見て 自分の役割を考えたという

と ある の中 自分 に ン ーフ ースを面

する と感 ていた 学習 上

ない し ない 「面 い の」を考えるようにし

た た 「 行」について 考えた 解 コンテン

を入 るの あ 「有 な 生のように にして

う 」と考えた 学習を するた のア ディア

を考えるとな た時に 自分 クラ ン ーに自

分の 定を た の しているの

の と を り る一 にな ていると づ

いた ー ル ン ーを 考にして 学習

理 ン ーを した ン ーフ ース ー

ー ル ン ー ある

　 を として 自分として 富な 生

のア ディアを ースに に う て けをす

る を考えていたように う に自分の役割を感

ていたの ない

３－２．受講者Ｂ
３－２－１．日報振り返り
１）５月
・企画を考える 教 と生徒をつなぐ 3 分 の家

庭学習にしようという方向性 さ た 内 「

り のア ディア いたの な」と いな

「 り る ているよな」と

し た と 時に 「教 を目指している

上 教育を基本としたコンテン をつ る なの

う」と考えた 「授業中に生徒 け英語を

ているの う」と と考えた時 「 と てい

ないの ない 」と た 授業についていけない生

徒 ある ういう生徒 英語を うように

するに 家庭学習し ない 英語 ないと を

に見 て しい いをする と ない  

・ 一 りた た と り し

る と ある 一 した る

な な てし う 間

て に るようにな てい の と考えている

間 える に し 今 と い た

する のような を て る「

た 」という感覚 とて しい の あり へ進

うという 動力にな ている する のような感

覚を のコンテン しいと考えてい

た

・ するの の部分 あ た のような

学部時代に教授 た ト いた と

あ たの える の な た し 「自

分 け楽し る役割 いいの 」とさえ ていた

ある

・英語について 性 しいの 習 テス

トの一連の を作 るの あ た 中

学校の教科 をよ 今 のような内容 行

ているの とい た をしなけ な ないと考え

ていた

・解 について し に ないと あ た

解 一つの ーン を 者に関 てに
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え いいと考えていた として り あ たの

し ない に考えていたより り さ

のコンテン になり う あ たた 通に てい

て ないと考えていた のた 材 所とい

う に ていた

・ 今 一 た と な た し

クの コンに た と ない

を てみようと たの の 対

にコンテン 上 ないと た ある

つ るコンテン の 多い 習コンテン け

語・文・解 の 3 ある に え 習コン

テン ・課題コンテン あり ント制

り コンテン と り さ ある に

者 1 し いないた 一 のコンテン

をつ りあ るの 大変す ると の 感 た

に 時間の制 ある 5 コンテン を

上 なけ な ない のような要因 あ たた

し 力にな と い の を学 うと

うに た

２）６月
・英文を作る とに し を感 ていた に

を いたの に合うように英文を作 ないといけ

ない ある のような英文を作る た のの

習の 語・文 を ないといけないた しさを

感 ていた なけ な ないと いな 考え

て るという り し 中 に進 ない

たように う ある日 者 生に し英文を見て

た の変 を進 た 正 いた

にな てし うの あ り 成 な た

け を変えないと に進 ないと い てい

た

・ りの方の日 を みな 進 いない自分

情けな た る け自分の力 うと

ていたし けを るの の の時間を割いて

ると ていたの なる りた な た

し し ると た方 のた になると

感 た の 生 お いるの の とを生

さないと ーム る意 ないと自分を しな

りの 生に けを ようと した

・ 者Ｄ 生 お を なり 正すると

あり 正 ショ ク あ た 時に 「 者Ｄ

生に な間 い けの英文を てし て

し ない」という あ た け にした

と て下さ たの し た と 英語力

いなりに ていると感 て けたの 知

ない 者Ｄ 生に 力して いたの 自分

う一 り して なけ いけないと感 てい

た

・ に けを る と 一 よい方 なの と学

い出すのに いる 大 な と

なの と感 た た 自分 考える と 要な

の ないといけない し し 自分一 考え

ていたと より 十分に に進 いるように感

たの 「 る」と て 作業 た

・ さ に NI 3 の を見て いた 正

と NI 3 の たというと さ と

いの を けていないと感 る と

たの ない と感 ている な

NI 3 を 成させるの たの うと考えると

り を に いたの な たと反 した

に作成する NI 2 に英文をつ るようにしよ

うと考えていた   正すると さ あ り

出て な たの とした NI 3 成す

のを え よい部分 多いの 的 時間

制作 る うと た NI 2 に う のを

つ るの 自分なりの ー に

て 上 たいと感 た

３）７月
・ の 義 NI 2 の英文を 者Ｄ 生と一

に考えた NI 3 の教 を生 して 英文を考えて

を 方 をとる のの 3 分 英文 出 上

た NI 3 のと の取り し を し した

他 の力を りる と なに 上 る

とに いていた

・日 今 の 定を てて みた のの の通りに

進 ない と いていた た りより

ない とを うた に スケ ュールを てて

し た

３－２－２．開発における学習者の変化
企画の時 の ンを発 する中

り 教育する として教材をつ てい なの

と感 た 者Ｄ 生 者 生 授業 え

る教材を考えて ていた 生方 自分 作 実

に授業 た教材を見せて いた え 子

た うなア ル の英語の の意 を考え

る の 日本語 英語の発 に い を集 た のな

子 た に い教 子 た の

り 教 ないと考え ない教材 あるの

と感 た

え コンテン 開発 教 行う教材研究と

あると感 た 子 た より るよう

に を ようにつ る コンテン

開発というと教 な IC な の の 行う

と ていた し し コンテン 開発と教 の教材研

究 の の 教材開発の 上にコンテン 開

発 ある えに 子 教 の と 分

ている ないと コンテン 開発 ない 今 の

コンテン 開発 中学校教 者 2 いる中

行 た 教 な の視点 あり いと

よ 考え ているコンテン にな ているの な
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い と考える 教 者 ない コンテン をつ

るのに一生 つい う の い すさを見 と

し あ た な時に 教 者 ア

スを と う 一のコンテン を 上 るの

という意識を つ と た

３－３．受講者Ｃ
３－３－１．日報振り返り
１）５月
・ を て ・ 画 デー ース ー

ーにて学習 理 るというシステムの外

見えて ている  た し なシステムを

作 て 分 りに い けなの る けシン ル

に分 り すいコンテン を組み入 る と 要 と

感 ている  楽し えるコンテン を作 う

・学習に の い を て えるような

コンテン を作る 要 有り 学力の い を 上

るコンテン を作りたいと考えている   の反面

学力の高い て を覚えないようなコンテ

ン に する 要 あるの ない と 考えていた  

なの り コンテン の部分のすみ分け

ない と している

・大 な学習 理システムと課題 出システム 有

て に いコンテン を せる 組みのシ

ステムを してい とを考えている   の中

の コンテン を制作してい に入り た

・ の と う ない の見方を しな すり

合 せてい と 要 あると考えている  自分

場の方に り たシステムを作りたいと考えていた

た より 場の 場の方 見た い すさな

の指 を していた  た 目 見て 本 に

い すいの という他者 見た目

要 あると 考えている

・学習 理機能 の他の コンテン を作 て 意

見を う とにな た   ラ ロ のシス

テム作りに本 的に取り る とにしている  

・ 分 ないと 今ある知識を て

な のを作りたいと考えて を作 てい と

の行動 自分の知識の るという とを

して 実行してい ととした   知る 分

るという

・ ラ ロ のシステムについて な 作

を制作していた   の時点 を正解となる

対 へ ラ ロ すると正解 正解 定

する の た  基 の基 の部分の ロ ラミン

た 達成感 大いにあ た   ロ ラミン の

と 分 ていな た自分 のような の

を作 ると た

・ 作したシステムについて する 介してい

た   を発 させて 学習コンテン にしてい う

と考えていた

２）６月
・ コンテン の 作 を した  「 な感

う す 」と力作を した ていると自分

見つけ な た 見つ り デ の重要

性を にしみて た   成と 1 ミリ 考

えていな た い てみると の

文 の大 さな の見た目のデ ン 一

として重要にな て る と 分 た   い勝 の

さについて う相 の とを 一に考えて 制作

を進 てい と 大 なの と実感した  よう

フ ルの 出て た   り コンテン につ

いての方向性 定した

・自分 システム コンテン を組み上 てい

と とな ていたの コンテン を制作して

する と自 とな ていた  た し 学習

の中 について 見た目 し りと向 合

い よい るようにと いつ 考えていた  

さ に支え て な指 をいた な 作

業している とに感 の い い た  

コンテン の中 さ る 発 について

を な大 さになるように 意を傾けた

・ コンテン について 1つの ニ トにし

行けな た のを 他の ニ トに 行けるように

改 した  し し 問題 上 な たり

ラ ロ の 組み 動 せな な たりと

たな問題 るように出て た   し つし 進

に になり ける と 有 た 自分に る

る と い せたり さ のお を い出す

と モ ーションを と していた コンテ

ン 4問と5問の部分 あ たの の いによ

て ロ ラムの組み え 要 た の点について

大いに いた  一 一 の み 自分の実力

を 感するとと に 内 を ていた  自

分 と なけ と ており 自分の ー

する進み方と 実の進み方の い 出てし て

いたの 力 方ないと いつつ とて

ていた

・ と ように 作 を見せて指 して

た   者 さ と 力してコンテン の中 を考

えた

３）７月
・ をな たの  7 7 システムの

を作成し 進 とコンテン に 要 の

ような 組みとの関 り あるの について した  

の時点 な課題 研究と多 の

たの コンテン デ ン特 の 時点 の を

理する 要 あ た  コンテン について 自分の

力 上の とをしており 自分 する上に

さ の と させていたの 一 な と

を する 要 あ た   て 方 ないの
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し つ に進 い の り け の

りになり に 1 つ 1 つ を し よい の

を作 るように進 い とを自分の中 して

いた   さ の とを させていたの な

と と うの し な ていた  よい の

を作るに 自分の力 上の と ししな り

な 作り の りの中 大 し あり

な ースに を させてい 要 あると

感 ていた

・システムについて コンテン の大 な 問 解

していた  自分 つけた ンス ンス と なる

ンス ンス 内部 つけ ていたた に ラ

ロ 動作しないという と あ た   の

点について していない の 組みを理解した

上 内部 け て ンス ンス を してい

と 動作を保つ とにした  進み 合について

と と 変 ていない し つ あ

る に進 いる感覚 実感していた  コンテン

に さ ている文 のフ ントについて

える のにする 要 あ たの 自

分 を してい とにした

　自分のコンテン に対する について 解 コンテ

ン の動画について 4 フ ル 保 して

た のを フ ルに変 して う とを た

４）日報全体を通して
日 を 1 間に 1 教 と 者に る とによ

て の進行 を知る と 開発に対するモ

ーションを する一 とな た

た る とと 在の お

いに にア ス 指 をする と るの

リ ン ーとしての役割 ク機能としての

役割を たしていた 自分 外の 1 1 に る け

けをしてコミュニケーションをとる とを けて

いた 教 と 者 のコミュニケーションの

として大いに機能していた

システム関連 学習関連の上 い た点 な点

を りと る と 者間の分野 スキル

な て お いを理解してい うとする 育

た

３－３－２．開発における学習者の変化
自分 成と考えて したコンテン につい

て改善点な の指 出る と にしてある の

に 6 7 中 の改善に 2 3 間

り 自分の力 を感 ていた し し 7

下 8 に入 て しいコンテン を

と作成する と 開発のス ー と

にな ない に向上した 指 に対する改善

のス ー 向上し 8 中 になると開発中の コ

ンの 者 指 し合いな 自分 の場

改善を行うという に 進 する と た

習語 の コンテン において

さ ている あ た のを 8 に 2 の

ような に改善するように さ の自分 と

の改善に 間 ていたと を 1 日 改善す

る と たた し 開発スキルの向上を実

感する と た

自分の中に知識を し と 時 し て

ア ト トしてコンテン に するという とを

り してい 今 システムを開発した とのな

い 間 多 なシステムを組み上 る と

るという とを実感する と た の実感

しい とを学 モ ーションを したり高 たりす

る役割を たしていた

開発の にいつ 自分 に いていた と 「

者の い すいシステムを制作する」という と

あ た にあ た と 者 一のコンテ

ン 開発を行えたと感 ている の考え方 他の

者とと に授業を けて システムについて な指

を けたり お い お いの を したりするう

に 者間に日に日に してい たように感 て

いる

３－４．受講者Ｄ
３－４－１．日報振り返り
１）５月
・ 的な部分において 自分に る とと ない

と 別を 識していない

・時間的に 能 う という視点 ない

・教科的な 点 コンテン を うする という課題

意識 い

・コンテン の外 機能的な部分に意識 てい

る

・ て る う 方 を知 ている う

という意識 考えている た ないと しいコン

テン ないと い あえて 能 能 考え

ない ア ディアを出している

・取り入 たいコンテン についての 多い る

み なに多 な意見を ている 意識

見える

・自分の課題 一 他者の課題について 考え

ない 子 日 び け て えるの と

・他者のア ディアと自分のア ディアを 時に取り入

な コンテン を開発しようという意識 生 て

たよう

・開発について自分 他者の役割意識 を

るの し つ見えて ている

・コンテン について 的な を し 意あ

るい 意見を ている

・自分の意見を 面に出す時代 り 他者の考え方

について 力的にな ている

・コンテン について ー の を うとし
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ている

・開発について 教科的な内容に ていない 自分

け 解 ると ている た うしないと

に進 ない とに いているの 日 一 語

ない 的な 文 相談 多い

２）６月
・教科に関する部分 他の開発者に しの を け

ている 教科的なア ス 見 る

・教科面 のコンテン の 実に目 向いて た

・他の開発者に対する教科面 の ート意識 見え

る 教科面 の高 りを目指している

・教科面 のコンテン 作り に 成 の ー

の をつ いる

・ 面において 力意識 見 る る と

と ない と 分 て ている

・自分の る とについて り ているの 他

者の進 に意識を向ける 裕 出ている 相 の進

み 合 分 日 を通して しようとしている

・自他の を して たよう ある

・ りへの び け 多い 作業的な山場を えたの

び りたい と 多 な て た

・ る とを している

３）７月
・ り コンテン に意識 向 ように び けてい

る 裕 ないの り るし ない とい

う い コンテン の を している り コ

ンテン について え て ない 自分し い

ない という い

・ い い 自分の した作業 い いい いに

な ている を けていない り コンテン

に取り うと た

４）日報が与えた学習者への変化
　コンテン の作成作業 開 さ る 4 の

者 的広い視野にた てコンテン の在り方を

る と た 開発 の ート ンにお

いて の と 見て取 る

「 在の について」の 目

作成作業 ると に 1 の 合せ 通理解を

た の の内容 の け の 合

け たり 意識しな な ている とあ た

ン ー 日 の中 自分 行 ている作

業に関する 題 中 にな ていた の と し

て スの 実 あると ない 自分勝 に

を行う 他の ン ーの関 ある た

在行 ている作業の 子 る ある

「 にしてお と」の 目

た 自 日 の「 にしてお と」の

目を する とによ て 自分のす と 語

さ 見通し にな た 上に 他の ン

ー 自分自 に対する 内容への のような の

にな ていた と 実 ある した内容について

おおよ の 合 せ に真 に取り組

に の 目 な たとした 自 的に 画を て

実行に す と ていた 正 自信 ない

「みなさ へ」の 目

な分業 行 ていた け ない り 見

えに な て たと に りを見ようと意識させ

て たの の 目 ある 教 日 の

に「 の 目 大 」と を さ た けを

たり し合 たり さ たりな 一見

的な連 のような 目のよう ある 実 と

とのつな りを 意識のう に感 取 せて た

目 あ た し ない と いな 他の 目よ

り な た し ない の 目なの

いているう にエネルギー 生 て たの

し ない

３－４－２．開発における学習者の変化
・作成者 「作 てみたいコンテン 」「作成者

のあるコンテン 」な に「学習者にと て

要と るコンテン 」「学習者 作し すいコ

ンテン 」「学習者 しない さ ているコン

テン 」へと り の い け の 場にた たコ

ンテン 作りへと変 してい た 作

ている 自分の作 たコンテン を見せ合 た

り 実 に 作してみる と 作成者に 的な視点

生えて た のと考え る の ン ー 開

発に携 た の成 あると考え る

・開発 において 開発者 ネ ト上 情 を りと

りする け な 定 的に集 り を合 せて情

を行う意義 大 いと感 た

・ り コンテン 動画の と改善 指導 教 よ

り した動画を見ていた いた 動画の に

の 要 あるという を けた の

とにより 動画 集 の 要性に いた ーム

作業を行う場合 動画 集 集 問題

コンテン のように に分業さ た役割分 を行

うの い 集 フトの基本的な 作

ン ーの に けてお と コンテン 開発

の を止 に作業 進 るの よい し

4 のス フ あ 制作開

と 集の 有す あ た と

に いた

・教材コンテン の中の 語 基本文 対 文の

コンテン 導入 学校 場 取り教材の作成

能 あると した 制作 中の 教材のコン

テン を クした に 学習者を させる要 の

ある 部分を る 要性を感 た 開発を通して

に教材を 的に見る目 て たと う た

本教材の コンテン の制作を通して の ト

コ ー ースト の 作 と 習 していた
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のた いた時点 すぐに 正 能 あると

た た の場 すぐに 正する と た の

と 者 さ A ガ ー ン を て

正した の問題解 を通して 的に 知のア リ

ケーション フトを する とにな た 一 に作業

していた ン ーの知識 た 1つあ た  

Ⅳ．日報のデータを用いたテキストマイニング
日 を分 するた の としてテキスト ニン

を 的に いた テキスト ニン と 「定 さ

ていない文 の集 りを自 語解 の を て

語 フ ー に分割し の出 相関関係

を分 して有 な情 を 出する システム」(8)

ある フト ア  C (9) を した 本

の分 に 者の意識 時間の とと に の

ように変 してい た を する目的 行う の あ

る た 日 デー の中にある ール のあい

さつ文 「 生 みなさ に 」な の

う の び け 本文内 の文 と

に なるた 分 対 外した

制作する の た 5 7 の日

ールを基に 者 の ールの文を分 対 と

し 出 3 語について にした の 1 ある

を見ると コンテン という 語 多い 「コン

テン デ ン特 」を授業 としている と

という と る 者の意識の中に「コンテン

」という り し さ ている と 授

業内容としての の 性を 保しているという

と あ う た 他者への び け 多 てい

る ールを 者 に る とを指 し

た と 的な進 方な 力して検討 作業を

行う 要性を意識して う と 目的 あ たた

の通り のあいさつ文を分 対 外したに

出 多 な た と 者

コミュニケーションを取 うとしている との

ない と考え る た の をするた の ールの

り取り な コンテン を制作してい という中

の進 の な た意 ている

と考える た 本システムとして重要な「 り 」と

いう 語 出している

表 1：頻出３０語

に と のデー を いて 1 上出 した

語のつな りを ネ ト ークとして した の

11 ある 時 を意識し 5 6 7 を外部

変 としてつな りを見る ととした として出て

る に ている関連 けの に関して し

外に出 しな たという と な 関

連 け た「 」により特 的に出 したという意

を つ の より 下のような と 分 る

・5 の システムの を 定してい た

に する と 要な 語 多 関連 け ている

「システム」「ロ ン」「 ント」「課題」「学習」な

・6 の に え 進 に関 る 語 見

る と 特 的 ある 「 る」「作業」な

・7 の より 的にシステム上の部

的な文 文面についての 語 多 関連 け て

いる ー に対して する情 としての

性について検討していると える と る 「日

本語」「 」「 」「文 」な

・5 と 6 の 方に関連 け ている内容

者 を と「自分」「 う」 ある 時 的

に企画 に 自 の意見を す内容 てい

る とを している の一方 6 と 7 の 方に関

連 け ている 語 「 う」 あり 自分の意見

ー の い勝 な 実 に する の視点へと

変 している と さ ている

・5 と7 の 方に関連 け ている内容 「作る」

「 り 」 ある 企画と 作の に 通する

語 ある と 考え る た ての に 通す

る のとして 「コンテン 」「考える」「お い」

有 な 開発中の の場面に 関連する 語 出

している

の他に 11 に 7 に関連 け ている「 」

な 研究の文 に 関係していない て

いる た し 7 の 日に ールを出した

多 な た と している 日を す文 の

た 分 対 外す と 検討した デー の

時 を り り す するた あえて した 分

した ある
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図１１：１０回以上出現の共起ネットワーク

Ⅴ．考察
のテキスト ニン のデー を

者別に分け 日 り りと し 考 する な

お分 の 出に 要な出 について 出 の

傾向を する と 目的 あるた 者の日

の分 との割合に て 3 上と 5 上に分

ている

５－１．受講者Ａ
者 について 3 上出 した 語のつな り

を ネ ト ークとして した のを 12 に す

を見ると 者 5 の 「ア ディ

ア」「ゲーム」「 ル」「 ント」な コンテン

の 者 ある生徒 うした け る という

点に をおいていた と 分 る について

者本 の り りによると 日 に 意 を

していない のの 実 に開発するにあた て「コンテ

ン の を考えると に にあ た と」「自分

に ン ーフ ースを面 する と感 てい

た」「学習を するた のア ディアを考えるとな

た時に」とあるた な と 企画 の うした

意 日 に ている て のような意 日

ていた という とを反 した にな てい

る と 分 る

図１２：受講者Ａの共起ネットワーク

５－２．受講者Ｂ
者 について 3 上出 した 語のつな り

を ネ ト ークとして した のを 13 に す

を見ると 5 と 7 に「 」「 」 6 に「

ラスト」というように 分に関する 語の出 につ

いて 関連 け と考え る た し 本

ない機 フト ア な に意

識して取り組 いた とにより 開発 間 てにおい

て に関 る時間の多さ 時 の進行に関係な

たような 語 出 している 一方 6 に

「あり とう」「お しい」「 」「 る」な 他の

ン ーの ートへの感 と自 を するような

語 出 している 本 の日 の り りによ

ると 進行ス ー への 制作 の 性への

な 重な ていた部分を他の ン ーの ートを

ける 的に解 してい た と 反 さ てい

る のと考え る

図１３：受講者Ｂの共起ネットワーク
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５－３．受講者Ｃ
者 について 5 上出 した 語のつな り

を ネ ト ークとして した のを 14 に す

を見ると 5 企画 6 中間的な作業

7 6 の作業 に対 す たな作業

についての 語 出 する傾向にある 時 に て

制作 ロセスとして 性のある 語 出 している

と 特 的 ある 6 7 に けて「 」「問題」「フ

ラ シュ」な 実 に制作していた の 取り上

る一方 「 」という 語 6 に関連 け て

いる ールデー を すると「 在の 」という

方 に出 する 他者の を理解するとと

に 的に重要な役割を ている関係上 の

内容を他の 者に する 要 ある と 意識さ

ていると考え る 日 の り りの に「

の進行 」「 在の 」という 語 意識さ て

いる と あ う

図１４：受講者Ｃの共起ネットワーク

５－４．受講者Ｄ
者Ｄについて 5 上出 した 語のつな り

を ネ ト ークとして した のを 15 に す

を見ると ての 「 」「 り 」とい た

を通して重要な 語 出 している た 5 に

ア ディアに関連する と 6 に 「 題」 「問

題」 の 部分 7 に り コンテン に関 る

内容 出 している た 5 6 に 者

5 7 に 者 関連 け て

おり 他者の を 的に している と 考え

る 日 の り りにより に 5 時点

の に対 するような意識 見 る と

け る ロ クト的に のコンテン を方

向 けるディ ク ー的な役割を たしている と

15 に ているといえよう

図１５：受講者Ｄの共起ネットワーク

５－５．考察のまとめ
者 に 通している と て作

業 進 いる 6 時点 自分の 部分に関連す

るキー ー 「 」 「 ラスト」 「 題」

Ｄ「 語」 出さ ている 日 ール 連 を取

ており 他の 者の作業について している

ある 他者のキー ー 出 していない と

7 に入り より を視野に入 た日 出さ

た 出 する 語に変 見 る の変

作業に 裕のあ た 者 教 者な 日

ールに している の一方 日 する

と な部分 り りを見ると「 えて 入しな

い」という方 取 ており てを日 のデー

ニン によ て対 する と ないという

す とにな た

Ⅵ．おわりに
本研究 下の点 とな た

に知見と に した知識 目 出さ た

・ を通 た ロ クト 理の知識

・ 集の知識

・ ういう さ ている という 的知識

・学習の についての知識

・ の ロ ラミン 語における連携の知識

・ A S の 作な びに ロ ラ

ミン 能力に関する のスキルに た ンランク高

い知識

なお 今 いていない C S 関係の知識 出さ

な た

自 日 自 出て るの な
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り り 見い出さ た と 重要 ある

日 の り りによる の意 日 自 に 意

さ ていない場合 日 デー のテキスト

ニン による傾向 能 ある と 見出さ

た 日 のデー ニン の の日 の意 を

す り りとの間に相 に考 を る のと

な ている つ り日 ールの 語の出 という

的デー 日 の り りという 的デー との間に関

連性を つという と にな たと考えており

今 の 的分 の 能性を す と た のと考え

ている

日 とテキスト ニン について 大学 ル

と さ た日 あ テキスト ニン

によ て分 能 た 十分考 の 考になる

と 分 た た し え 外の学生な

な ていない場合な において の分

能 う 重に する 要 ある  

今 ネ ト ーク IC 活 進 として

場の教 の役割 多 多 あり 多 ある とに

変 り ない う のように 教科の知識を生

た のとして定 させてい というコンテン の

方 児童生徒との信 感のあるコミュニケーション

による の ートを た学習支援 学校という

児童生徒にと ての社会環境を のように してい

ネ ト社会に う対 す な 教

考えて行動する場面 多 在している を

意な教 に て あるい 役割分 を 別に

対 するの な IC 環境の活 による教育 学習

支援を通 てコミュニケーション 成さ るような取

り組みをする と 的に児童生徒の ートの

的向上と教 の を する とに つな てい

の ない の意 実 に授業を行う教 教材

研究の 上としてネ ト ークを いた教材の企画

開発を考える機会をつ る と 意義 あると考える

今 本 取り上 た大学 の授業の研究 け

な 実 に開発した教材による中学校 の授業実践を

し の学習 を見 ると 進 てい

たいと考えている

なお の教科 を いる とによる 関係に

ついて に出 社に問い合 せてあり 開発研究

ルにおいて 特に問題 発生しないとの をいた

いている た 成 の実践方 について 関

係者と 相談の上進 る 定 ある
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総合的な学習の時間における視覚障害理解教育モデルの作成 3

Ⅰ．問題の所在と目的
2 14 年に障害者の に関する C -

             D

に した の 8 に 「教育制 のす ての

において障害者の を尊重する を育成する

と」 定さ ている を けて 学校 において

生社会の実 を目指す教育 発を より 的

に進 る と る のと さ る

在 小学校 中学校 総合的な学習の時間

徳 を活 し 子 た の障害理解を促す授業 実践

さ ていると ある し し 教 の中に 「知識

ないた 教える自信 ない」な 障害理解教育の

実践に しさを感 ている者 いる 西館・徳田・

野 2 5 た 教育の内容 方 によ て 学

習者の 識を たり 解を生 りする 能性 指

さ ている 小野・徳田 2 6 徳田・ 野 2 5 な

の と 障害理解を促すた に の

い なる内容を のような方 を いて えてい

を にしてい 要 ある 者 視覚

障害に 点をあて 障害理解教育のモデルの作成を行

て た 西館・ 2 1 西館・ 田・石田・松井

2 12 西館・阿久津・ 中 2 13 本 たな

教育モデルの作成に向けて 小学 5年生を対 に行 た

視覚障害理解教育の内容の 介と 実践の を

する

Ⅱ．教育実践の目的
西館 2 12 の実践 小学 3年生を対 に 目

しをして を り 目 見えな て る と 多

ある とを実感 る取り組みを行 た た し

の実践において 自 目 しをして「 る」

をして 視覚障害者に ない と 多 あり

しているという ー を ける子 いる

と さ た を けて西館 2 13 西館

2 12 の実践の対 児 あ た 小学 4年に進 し

た子 た に 視覚障害者 のような生活を て

いる を える授業の実践を行 ている

の 2つの実践 重視さ た と 子 た 「視

覚障害者 ない け ない」という づ を

る と ある 野・徳田 2 14 障害を理

解してい に 1) 自分と う特 のある 在す

る とを知る 2) 障害の 性を知る 3) 障害者

するア テムと の 者に関する理解 4) 障害

総合 学 間 教育

―視覚障害者の外出環境について考える取り組みを通して―

西館　有沙・阿久津　理 ・鼎　裕憲

         I        I  S  (3)  
   C     -            I

NIS IDA  A  A S  S     ANA  

摘要

視覚障害理解を促す教育モデルを作成するた 小学 5 年生を対 とした授業実践と の を行 た 本実践

視覚障害者 外出時に感 ている リア リアを するた の について 子 の理解を進 る とを

目的とした 1 コ 目の授業 視覚障害者 中を 子を した デ を視 し の に 地

を見な 視覚障害者 る場所 場面 について し合う ルー 活動を行 た 2 コ 目 視覚障害者

に に援 者 つ との 非 理的な環境 の について し合 た 授業中に 子 た

に た知識を いて 視覚障害者 感 ている リアについて語る 子 さ た 一方 授業 「視覚障

害者に に援 者 ついた方 よい」と考える子 いた とな リアを するた の について

より多 の時間を割いて う 要性 さ た

キーワード：障害理解教育 視覚障害 小学校 総合的な学習の時間

：                      

 

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： －

富山大学 間発達科学部 小学校
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あ て をす 障害のない と ように生活

る とを知る 5)障害者 日 生活 る とを知る

6) 障害者の生活上の を知る 7) 障害者に対する援

方 を知る 8) 社会の一 として尊重し合うと

い た を 要 あると ている の 2つの

実践 野・徳田 2 14 す 3 目 4 目の

にあ た と 野・徳田 2 14 に基づけ

の に 生活上の について えてい と

になる

本実践において 視覚障害者の外出環境を考

える取り組みを通して 外出時に視覚障害者 感 る

と を解 するた の について 子 の理

解を進 る とを目的とした なお 視覚障害者 感

ている を取り上 る とによ て 子 た 「

リアフリー を多 す よい」あるい 「視覚

障害者 一 の ないの に援 者 つい

ていた方 よい」という考えに る 能性 あ た

の点を え 本実践 視覚障害者 一

と る 場所 によ て援 要になる

と 理的な環境の に ある と に援

者 の な 要に て援 する と

により視覚障害者の な 動 実 する とを

える とにした

Ⅲ．方法

１．対象児
対 児 富山 内の小学 5 年生 2 クラスの子 78

1 クラス 39 あ た 子 た 3 学

年に 2コ 4学年に 2コ の視覚障害理解教育を

け 「視覚障害者 ない け ない」 と

を学習していた 西館 2 12 西館 2 13

２．手続き
授業 総合的な学習の時間 2 コ 1 コ 45 分 を

いて クラス とに行 た クラスと 1コ 目

の実践日 2 13 年 12 17 日 2 コ 目 12 18 日

あ た 授業の実践 者 ある大学教 1

行 た

授業の を するた 授業 と授業 に 授業

を けた子 78 に対して自 ・ の 問

調査を行 た 調査 授業 の 1 間

内に行 た

３．授業前後に行った質問紙調査の内容
問 調査 視覚障害者 に援 を 要としてい

る け ない と 視覚障害者 一 して外

出 る環境を える 要 ある と 理的な リア

フリー け な の理解と な援 せな

い とについて 子 た な 識を につける

と た う を する とを目的に行

た なお 授業 視覚障害者 感 ている リア

について ている の とを子 の

理解 た について 活動に取り組 子 の

子を する とによ て する とにした

問 の内容を 下に す

(1) 子 の な と動 を自 た

目への 授業 の の を対 させる

た に いた 学 特定さ る情

ある と を せる と に ア

ス 生 る 能性 ある と 外の情 を

いて の の対 を る とにした

(2) 視覚障害者 して外を た に 要な と

を自 た の 目 子 た

の リアフリーに関する考え 理的な環境 のみ

に向いていない 的な環境 に 向いている

を するた に けた

(3) 子 た 視覚障害者に に援 者 いて

いた方 よいと考えている う を するた

「視覚に障害のある 一 外出しない いつ

て る とい し に いた方 よい」とい

う考えについて う う を 「よい

と ない」と した者に の理 を た 自

(4) 視覚障害者に援 を し出た に た理 につ

いて う考える を た の 目

視覚障害者 援 を 要とする場面と 要としない場

面 ある と 援 を 要としない場面 援 の

し出を る と ある とを 子 た 理解

した う を するた に けた

Ⅳ．授業の概要

１．1コマ目
授業 導入と 3つの 開 と 成さ た 導

入 リアフリーの定義について を行 た

た 本時 視覚障害者の外出時の リアフリーについて

考える時間 あると えた

開１ 子 た 視覚障害者の 行の 子を

知る とを い 1)点 ブロ クのない を ける

2) のようにして ている 3) る場所

の情 を のように ている について 視覚障害者

子を した デ 3 を視 する と

によ て した デ の視 に に し

た 3つの 問点について 子 の を とと に

授業者 解 を行 た

開 2 4 1 組の ルー を作成し ルー

とに 地 を見な 視覚障害者 の場所

リア を感 る を し合い 地 に をつけ

リア あると た理 を 活動を行 た 真

1 地 に の に点 ブロ

ク さ ていないと ある 点 ブロ ク上に

自 ある 点 導 ブロ ク上に

ている 点 ブロ クを さぐようにトラ ク
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表 1．授業の指導案 1（1コマ目，45 分）

学習活動 主なねらい（○）と内容（・）

１．導入（2分）

　　本時の内容説明

○バリアフリーという用語を知る

・バリアフリーとは何かについて，事例を出しながら説明する。

・本時の内容を説明する。

２．展開①

視覚障害者の歩行の実

際を知る（13 分）

○視覚障害者が，実際にどのように歩いているかを知る。

・視覚障害者の屋外歩行について以下の 3 つの疑問が示され，これらを

解くために視覚障害者が歩いているビデオ映像（表 3）を視聴する。

①点字ブロックのない道を歩ける？ 

②道路はどのようにして渡っている？

③曲がる場所はどうしてわかる？

⇒視聴後に 3つの謎について子どもに尋ね，その後に解説する。

・慣れている道であれば，視覚障害者は一人で歩くことができることを

伝える。

３．展開②

視覚障害者の歩行時の

危険について考える

（20 分）

〇視覚障害者の歩行時の危険について考える。

・子どもたちはグループを作り，グループごとに絵地図を見ながら，視

覚障害者が一人で歩くのは危ないと思う場所に印をつけ，その理由を

書き込む。

⇒地図を示しながら，グループごとに考えを発表する。

４．展開③

視覚障害者が歩行時に

援助を必要とする場面 

を知る（8分）

○視覚障害者が困る場所や場面についての気づきを整理する。

①道路横断について　　　例）音声信号機が付いていない

②歩道について　　　　　例）いつもと違う状況は困る（工事等）

③点字ブロックについて　例）正しく設置されていない　上に物が置い

てある

６．まとめ（2分） ・次回には，視覚障害者が安心して歩ける街にするために必要なことに

ついて考えることを伝える。

表 2．授業の指導案 2（2コマ目，45 分）

学習活動 主なねらい（○）と内容（・）

１．導入（1分） ・前時の内容を振り返る。

２．展開①

視覚障害者の「一人

で歩きたい」という

気持ちを知る

　（4分）

〇なぜ視覚障害者が一人でも安心して外に出られる社会を目指さなくて

はならないかを知る

・「視覚に障害のある人は，一人で歩かずに，いつも手伝ってくれる人と

一緒に歩いたらよい」という意見を紹介し，この意見についてどう思

うかを話し合う。

・「どこにでもお母さんがついていてくれたら嬉しいか」を考える。

３．展開②

物理的バリアフリー

には限界があること

を知る

（10 分）

〇バリアフリー施設・設備の整備には限界があることを知る

・点字ブロックや音声信号機をすべての歩道と横断歩道に付けるという

案を示し，これを実現させた場合に起こりうる問題について話し合う。

・歩道の凹凸をバリアに感じる車いす使用者やベビーカー使用者の例，

音声信号機が迷惑になる場所や時間帯がある例を紹介する。

〇物理的バリアフリーには限界があること，人による理解や援助が必要

であることに気づく

・点字ブロックや音声信号機をすべての歩道や横断歩道に付けられない

とすれば，視覚障害者が安心して歩けるために何が必要かという問い

を投げかけ，話し合う

４．展開③

視覚障害者の援助方

法を知る

（27 分）

〇視覚障害者の援助方法を知る。

・手伝いの必要な場面や状況，手引きの仕方等についてビデオ映像（表 4）

を見る。

・手引きの仕方をおさらいする（実演する）。

５．まとめ

（3分）

・視覚障害者は，必要なところで援助してもらえれば，安心して一人で

外出できること，手伝いが不要な場合があること，援助の申し出を断

られることは恥ずかしいことではないことを伝える。
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ている ブロ クを す 所 分 点 に

導ブロ ク さ ている に 中の あい

ている のた に と の間に

ている た の に 出している

な の場面 ていた 授業者 ルー の発

を けて に り した 地 子 に した

地 を 大した の に子 た 発見した リアを

い た

開 3 に た 地 を見な

の通行 点 ブロ クの の におい

て る とを に と てい た た を見

な のような場所 において援 要 あ

る を し合 た

２．2コマ目
授業 導入と 3つの 開 と 成さ た 導

入 の時間に をした について 子 た と

りとりをした

開 1 視覚障害者 一 外出 る環境を

える 要性について 子 た の理解を促す とを

た 授業者 子 た に「視覚障害者 一

に いつ て る と一 に いた よ

い」という意見を 介し の意見を う う を

た のテー について考えるにあたり 「 に

ついて て た しい 」を する と

た 子 「 しいけ る と ある」

「 といる時に ついて るの 」「 に

感 る」な の意見 出さ た の 授業者 改

て 視覚障害者に に援 者 つ との 非について

子 た に問い けた

開 2 点 ブロ ク 信 機をす ての

と に するという を し を実 さ

せた場合に問題になる と ある について し合

た 子 た の考えを いた に の を

リアに感 る の 信 機 になる を

介した た リアフリー を ないと

うす 視覚障害者 して ける につい

て 子 た と し合 た

開 3 いの 要な場所 の

方 について デ 4 を視 した の に

授業者 視覚障害者役を し 子 と の実

を行 た 役を した子 視覚障害者

への援 の し出 い の を 行した 授

業者 子 の 行の た点を しな

な について解 を行 た

と 視覚障害者 る場面 の によ

る援 要になる と 視覚障害者 ていない時

に 援 の し出を る と ある と 援 の

し出を て し う 要 ない とを え

た

Ⅴ．授業前後における子どもの認識の変化
授業 の を対 させる との た

問 78部 あ た のデー を いて 授業

子 の 識 のように変 した を調 た写真 1．視覚障害者がバリアを感じる場所について
話し合っている様子

表 3．1コマ目で視聴したビデオ映像（約 7分）の概要

時　間 内　　容

2分 30 秒 視覚障害者による自己紹介
　「読み書きと，歩くことが困ります。」
点字の説明
視覚障害者が点字を読み書きする様子

3分 20 秒 白杖の説明
「白杖には障害物をよける，溝や階段の存在を知らせる，路面の変化を知らせるという
役割があります。また，目が見えないということを周囲に知らせる役割もあります。」

点字ブロックの説明
 「点字ブロックには，線状ブロックと点状ブロックがあります。」
「駅のホームはとても危険なので，点字ブロックが必要です。」

1分 10 秒 視覚障害者の道路横断の様子と解説
…点字ブロックや音声信号機を頼りにしており，これらの設備がない時は，周りの音
で判断している。
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１．視覚障害者が安心して外出できるために何が
必要であると考えるか
視覚障害者 して外を た に 要な と

を自 た 子 の 5に した

ように 情 理的な リアフリー環境の

の障害理解の促進 動 動支援の活 の他

の 4つに分 さ た

の 授業 のように変 した を調

6に と た 情 理的な リアフリー環境の

について 授業 と の内容を した子

38 授業 に て 見 た子 12

あ た た の障害理解の促進について 授

表 4．2コマ目で視聴したビデオ映像（約 8分 30 秒）の概要

時　間 内　　容

4分 30 秒 視覚障害者の白杖の直前を横切っていく人に，驚く視覚障害者の様子
白杖では感知できない胸から上の障害物として，木の枝や看板の紹介
歩道に乗り上げ駐車している自動車が，視覚障害者の歩行の邪魔になっている様子
歩道や点字ブロック上の自転車や荷物に困る視覚障害者の様子
＜お願い文のテロップと音声による説明＞『点字ブロックの上に荷物を置かないで』

援助の申し出の際に，いきなり視覚障害者の手や白杖をつかむ様子
＜お願い文のテロップと音声による説明＞『声をかけて（いきなり身体にふれないで）』

正しい手引きの実演と解説
『肘をもってもらって』『狭い所では腕を後ろにまわして「狭くなりますよ」と声をか
けて』
『階段では，手前で一度止まり，上りか下りかを知らせて』

3分 40 秒 鉄道駅を利用する視覚障害者の様子
　・券売機には，点字がついているのでそれを触って切符を買う
　・改札は，手で触って切符を入れる場所を確認する
電車に乗る際に，ドアの場所がわからずとまどう視覚障害者の様子
「ドアの場所がわからないことがあるので，困っているなと思ったら，ドアの場所まで
誘導してほしいです。」

電車に乗った視覚障害者を，乗員が空いている席に誘導する様子
「車内の様子がわからないので，空いている席や吊り革の位置を教えてもらえると助か
ります。座席に誘導する時は，手すりやいすの背を教えてください。私は目が見えな
いだけで，足は不自由ではないので，席はゆずってもらわなくて大丈夫です。」

電車を降りた視覚障害者が通行人に道を尋ねた際に，「あっち」「こっち」という指示語
を使われて困る様子
「あっち，こっちと言われても，私にはわかりません。右，左というように，具体的に
教えてください。」

1分 10 秒 買い物をする視覚障害者の様子
　・店員に手伝ってもらって商品を探す
　・お金には印がついており，触って区別できる
視覚障害者からのメッセージ
「目が見えなくても基本的には一人で何でもできます。目が見えないからといって何も
できないとは思わないでください。ただ，時には皆さんの手助けを必要とすることも
あります。困っているのかなと思ったら気軽に声をかけてください。」

表 5．視覚障害者が安心して外出できるために必要な事柄に関する回答の分類結果

大分類項目 含まれる内容

情報や物理的なバリアフリー環境の整備 点字ブロックの設置

音声信号機の設置

点字による案内の設置

音声案内の設置

歩道の構造等の工夫

市民の障害理解の促進 周囲の人が視覚障害者を援助する

視覚障害者の通り道に障害物を置かない

移動補助や移動支援の活用 白杖の使用

盲導犬の使用

援助者が付く

その他
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業 と の内容を した子 24 授業

に て 見 た子 32 あ た 動

の活 について 授業 と の内容を

した子 14 授業 に て 見 た子

9 あ た

のように 授業を けた と の障害理解の

促進の 要性に目 向 ようにな た子 えた

子 た の の内容をみると の 障害者を

援 する とと 障害者 ないように行動する 点

ブロ クの上に を ないな とに分 さ た

２．「視覚障害者は一人で外出せず，いつも援助者
がついた方がよい」という意見をどう思うか
視覚障害者に に援 者 つ とについて う う

に対する の 授業 のように変 した

を 7 に した 視覚障害者 一 ける と

一 自 に 動したい時 ある とを理解してい

子 た 「よいと ない」と する

ある

7 より 授業 と 「よいと う」と えた子

35 授業 と 「よいと ない」と え

た子 18 授業 に「よいと う」と えた

授業 に 「よいと ない」に を変 させた子

38 あ た 授業 に「よいと う」と えた

子 7割を えた のう の 4割 授業 に

「よいと ない」に を変えた た 授業 に「よ

いと ない」と えた子 授業 の

を変えな た

上の 問 「よいと ない」と えた子 に

の理 を た 8 授業 と 「よいと な

い」と した子 授業 に「よいと ない」

と えた子 の 「視覚障害者 一

と る」「視覚障害者 自分と ように 一

たい時 ある」「いつ て ている

と 視覚障害者 自 ない」「 の他」に分 さ

表 6．表 5の分類項目ごとにみる授業後の記述の有無

＜情報・物理的なバリアフリー環境の整備に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 38％（30 名）

授業後に記述が見られた子ども 12％（ 9 名）

＜市民の障害理解の促進に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 24％（19 名）

授業後に記述が見られた子ども 32％（25 名）

＜移動補助や移動支援の活用に関する記述＞

授業前後とも記述のあった子ども 14％（11 名）

授業後に記述が見られた子ども 9％（ 7 名）

（％の母数は 78 名）
※大分類項目に含まれない記述をした 5 名は上表のいずれにも計数されていない。

表 7．「視覚障害者は一人で外出せず，いつも援助者がついた方がよい」と
いう考えをどう思うか（選択式）

授業後 χ2 値
( ﾏｸﾈﾏｰ検定 )よいと思う よいと思わない

授
業
前

よいと思う 35％（27 名） 38％（30 名）
30.00**

よいと思わない 0         18％（14 名）

※「その他」を選択した 7 名は除いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　** p<0.01

表 8．いつも援助者がつくことをよいと思わない理由（自由記述式）

授業前後とも「よいと
思わない」と回答 (n=14)

授業後に「よいと
思わない」と回答

(n=30)授業前 授業後

視覚障害者は一人で歩くことができる 14％（2名） 21％（3名） 30％（ 9 名）

視覚障害者も自分と同じように一人で歩きたい時がある 36％（5名） 57％（8名） 30％（ 9 名）

いつも手伝ってもらっていると，視覚障害者が自立できない 14％（2名） 14％（2名） 20％（ 6 名）

その他 43％（6名） 36％（5名） 33％（10 名）
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た の他の に 「 りにいる 要な時に

え よい」「 に について る を見つけるの

大変 ある」「 に援 さ ている視覚障害者を見る

と りの 視覚障害者を に援 要な ある

と感 てし う」な あ た

３．援助の申し出を断られた理由をどう考えるか
視覚障害者に援 の し出を た場合 の理

を う考える を の 授業 のよう

に変 した を 9 に した 目 「視覚障害

者 て しい りの に を けて いけ

ないと している」「視覚障害者 て しい

自分一 ないといけないと考えている」「視

覚障害者 の時に て な て大

あ た」「視覚障害者 一 けるの

い 要ない」「 の他」 あ た

9より 授業 に 「援 要 ある」を

した子 65 と多 「援 要 自力 す

と考えている」 27 い いる つ り 授

業 に 視覚障害者 援 を 要としているに 関

援 の し出を た と考える子 と

あ た

視覚障害者 に援 を 要としている け な

いた 援 の 要 なけ の し出を る と

ある の とを理解していなけ 援 の し出を

た にと う とになる な に し出を

た とをネガティブにと える 出て る あ

う の点について たとえ 西館・徳田 2 4

障害者と して な いをした として「障害者に

を うとして た」 とを 「 う と

を けない」と た者 いた とを している

9より 授業 に「援 要 ある」と

えた 授業 に 「 の時 援 の 要なし」と え

た子 19 「 援 の 要なし」と えた

子 1 あ た えて 授業 に「援 要

自力 す と考えている」と えた 授業 に

「 の時 援 の 要なし」と えた子 1 「

援 の 要なし」と えた子 4 あ た

視覚障害者 に援 を 要としている け な

い 一方 一 けるという け ない

場所 によ て 援 を 要とするの あり

9 の「 援 の 要なし」という 目を

する と ある した て 授業 に 援

を た理 を に えた子 「 の時 援

の 要なし」を した 3割 あ たと える

Ⅵ．考察
1 コ 目の授業 地 を見て視覚障害者 リ

アを感 る場所を す活動を行 た 子 た 点

ブロ ク上の自 トラ クな の 在に づ

の理 を正し していた た 自動

アの に点 ブロ ク さ ていない場所

ブロ クを す 所に 導ブロ ク さ

ている場所 ある とに づいた さ に に

出している の 場を

について あると指 した

子 た 2 の点 ブロ ク ブロ ク

と 導ブロ ク の役割 場所

上の障害 を検知 ない とな を 西館

2 12 の実践 本実践 に学 いた のた

さ な リアを自分た の力 発見する と

楽し 活動を行 ている 子 さ た

の教育とのつな りを考 しな 的に学習

を進 て た成 的に活動に する子 の

に ていると る

2 コ 目の授業 自分の に に いてい

た う う を し合う とを通して 視覚障害者に

に援 者 つ との 非を考える時間を た 援

者 につ と 一見すると な対 あるよ

うに感 る のた 授業 の調査 7 割を

える子 よい考え あると えた 授業 に 4

割の子 視覚障害者 一 ける と 一

たい時 ある とを理 に よい考え ないと

意見を変えた

のように 識を な方向へ変容させた子

いた一方 35 の子 授業 援 者 につ

と よい と あると えた の 題について

表 9．手伝いを申し出た際に「大丈夫です」と断られた理由についての子どもの考え（選択式）

授　業　後

援助必要だが
遠慮がある

援助必要だが自力
ですべきと考えて

いる

その時は援助
の必要なし

そもそも援助
の必要なし

その他

授
業
前

援助必要だが遠慮がある 24％（19 名） 17％（13 名）19％（15 名） 1％（ 1 名）4％（ 3 名）

援助必要だが自力ですべきと
考えている

1％（ 1 名） 12％（ 9 名）10％（ 8 名） 4％（ 3 名） 　0         

その時は援助の必要なし 0         0         4％（ 3 名） 0         　0        
そもそも援助の必要なし 0         0         0         1％（ 1 名） 　0        
その他 0         0         0         0         　0        
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し合う時間 た とな により 視覚障害者への

援 のあり方について 子 た の中 考え と

な た 能性 ある 「視覚障害者 一 外出せ

に援 者 についていた方 よい」という意

見について 視覚障害者の い け な を実

行した場合に りうる 害な について を

し 子 た する し合いを進 るよ

うに 時間 内容を考 す あ た

た 2 コ 目の授業 子 た の意識 リ

アフリー の に け向 とのないように 理

的な環境の に ある と をつけ な

い場所において の の援 要 ある とを

えた えて 視覚障害者を のように援 す よい

について デ を視 した 授業 の調査

授業 に て の による援 の 要性に目を

向ける子 えた

授業の に 視覚障害者 に援 を 要として

いる け ないた 援 の し出をして

る と ある とを えていた し し 授業 の調

査において援 の し出を た場面を し の理

について子 の考えを たと 「 の時 援

の 要 な た」と に した子 3割

あり 5 割 の子 授業 視覚障害者 援

を 要としているに 関 たと えた 授業

に 視覚障害者 「 」という 的な理 な

自 に向けた 的な理 ていると考える子

えた のの 視覚障害者 援 を 要

としているという考えを けている つ り

視覚障害者 援 を 要としない と あるという

とを十分に理解していない 能性 ある 視覚障害者

援 を 要とし 要としないの につ

いて 今 の教育において てい 要

あると える

Ⅶ．まとめ
本実践の目的 視覚障害者の外出環境を考える取り

組みを通して 外出時に視覚障害者 感 る と

を解 するた の についての理解の促進を る

と あ た 視覚障害者 感 ている リア につ

いて 実践を通して子 た の理解を進 る と

たと さ る た を解 するた の

として 授業 に による援 の 要性に目を向ける

子 えた と 授業の成 として る

一方 授業 視覚障害者に に援 者 つ と

よいと考える子 いるな 子 た 授業

た情 を 理し ていない 子 う えた 障害者

リアを感 に に うす よい 障害者

への援 うある について 今 の教育にお

いて して てい 要 あると えよう

文献
野智美・徳田 2 5 障害理解 の リアフリー

の理 と実践 誠信

野智美・徳田 2 14 障害 発達障害の理解

教育の モデルの 障害理解研究 15 1-8

西館有沙・阿久津理・ 中 2 14 総合的な学習の

時間における視覚障害理解教育モデルの作成 2 視覚

障害者の生活の 子を える授業 子 の 識に

のような変 を た した 障害理解研究 15

9-2

西館有沙・ 田 ・石田 ・松井昌美 2 12 総合

的な学習の時間における視覚障害理解教育のモデルの

作成 1 を いた授業の開発と実践 障害

理解研究 14 21-34

西館有沙・徳田 2 4 障害者介 の

考える障害理解教育の 要性 ア ア障害社会学研究

4 1-8

西館有沙・徳田 ・ 野智美 2 5 小学校 び中学

校において実践さ ている 通 リアフリー教育 障

害理解研究 7 27-34

西館有沙・ 真理子 2 1 視覚障害理解を目的とし

た授業の実践 的な障害理解教育モデルの の

た に 富山大学 間発達科学部研究実践総合セン

ー 要 26 1 7-115

小野 子・徳田 2 6 視覚障害 行シミュ ーショ

ン 者の に える 障害理

解教育の視点 障害理解研究 8 37-46

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

1．はじめに
文部科学 2 12 年 「外 語能力の向上に関する

検討会」1) の 「 通語としての英語力向上のた

の 5 つの と 的 」 文部科学  2 11 を

けて 英語の 機会の大 な 英語学習に対す

るモ ーションの一 の向上を る の た取組を

支援する 業「英語力を する指導改善の取組」を

定し 教育 会に 業に取り組 拠点校の を

した 文部科学 拠点校の取組に の 3点の内

容を とを た

１ 学習 達目 を「CAN-DOリスト」2) の 定・

し の達成 を し 指導に生 す と

２ 授業における指導と学習 の改善 の 進にあ

たり 外部有識者 の指導 けな 授業 開

研究 会を 画的に実 する と

３ 授業内外において生徒 英語を う機会を す

とに資するよう A ン ーネ ト の IC

の 的な活 を る と

本 業 2 13 年 業 を「英語によるコミュニ

ケーション能力・ 理的 考力を  する指導改善の

取組」に変 し ・ 進さ た 業の と拠点

校 取り組 内容 1年目と ある た

本 業 「 校における成 を の

有し 地 的に英語教育の改善を るた の

取組を行う」とな ている 業の成 を今 活 して

い た に 学習者 ある生徒にと て のような面

役に ているの を にしてお と 要

ある 本 拠点校 4 校における 2 年間の取

組の成 課題を生徒の意識調査を通して検討する

2. 研究の理論的背景
2.1　CEFRの理念

野 2 13 C  (C     -

            -

 A   ーロ 語 通 ) の理

について 下のように ている

C 語 語学学習 教授 を行動指

向ア ロー -   考え

る 語 者を 社会行為を行う者とと

え 語行為 ある目的 行動する とによ て生

ると考えている 11 語によるコ

ミュニケーション能力を つという と 語に

関する知識 けにと の知識を活 して

実践

―拠点校２年目の指導改善の取組―

岡崎　浩幸

 S  S                
C -D  S

-   S  S -      I  I  -

 O A A I

摘要

拠点校 4 高校 CAN-DO リストの の学習 達目 を 定し に基づ 授業改善を 2 年間実

践して た 本研究の目的 生徒の意識調査 1学年  2 学年 を通して 2年間の取組の成 課題を 検討する

と ある アンケートの 「授業への 」「英語による授業への 理解 」「英語 への有能感」「英

語学習への意 向上」において 4 校と な成 を している た し 「CDS による意 向上」 い

を している と 授業 改善しつつある CDS の目 さ ていない 能性 ある た CDS を

いて自 的学習者を育成する とについて 4 校と 十分な成 な た 生徒 CDS を 考に

して自分の目 を 定し自 の学習 を り るという自 に せない行動 十分に促さ ていない あ

う CDSによる授業実践による自 的学習者の育成について 今 なる研究 要となる あ う

キーワード：拠点校 CAN-DOリスト CDS 英語授業 高校生の意識

：    S  C -D  S    C    S  S  

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： －
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実 の場面において 的な 語機能を たす を

ている と ある のた に の能力育成

のた の指導 実 の 語 をおいてし 考え

ない つ り 教 の中 あ スク活動

を通して 学習者に スクを成し るた に 要

な 語 の自動 進 ような を多 える

と るの ある ( 15)

さ に 学習能力の の中 ( 16)  自 的学習者

育成について 下のように ている

学習能力を ると 学習者 学 対 について

を 学 た に 要な情 と学習方 を に入

る と ある 学習者に自 の多 な知識 能力を

活 する機会 え 実 に活動する を通し

て の能力を発達させてい と 能となる

の ある 学習能力 学校を 業した に しい

語を学び ける自 的な学習者に 要な資 あり

C の育成を重視している点 ある 下

者

 (1981) によ 自 した学習者と 「自分

の学習の ールを 学習の内容 学習の進 方を

の学習に 要な教材を し 要な を い

学習の進 合をモニ ーしたり 学習を したりす

る と る学習者」 ある

真 (2 1 ) さ に C の 力として「行動中

義」を 語学習を 学 な 語行動の目的

のた に行う のとする と あると 語の知識

な 「 の 語を て な と

るの という」 と 語学習の目的となると し

ている う と て達成感 意 向上

と自 生えて るの あ う

2.2 学習到達目標としてのCAN-DOリスト
文部科学 2 13 年 3 に 上 の C の理

を 考にして 中・高 学校の外 語教育における

「CAN-DOリスト」の の学習 達目 定のた の

を作成・ した の 調さ てい

るの 下の３点 ある

1  外 語能力向上のた に 生徒 に ける能力を

学校 し 教 生徒の指導と の改善に

活 する と ある ( 3)  

2  学習 達目 を 語を いて「 する と る」

という能力 文の 定する とにより 学習指

導要 を えた 「 と」「 す と」「

と」 び「 と」の 能を有機的に び け

総合的に育成する指導につな る と ある ( 4)

3   語を いて 「 るようになりたい」「

るようになる とを目指す」とい た自覚 生

え 語習 に 要な自 的学習者としての ・

に とと に 「 語を いて るよ

うにな た」という達成感による学習意 の なる向

上に つな る と さ る ( 4) 

のように文部科学 CAN-DO リスト CDS

の 学習 達目 を 定させる と 外 語能力

向上のた の指導と の一 4 能の ランスの

取 た指導 自 的学習者の 成 生徒の活動を中

とした 語 による有能感 び学習意 の向上を目

指していると考え る

上 のように CDS に基づ 外 語教育の特 ある

「行動指向ア ロー 」と「自 的学習者の育成」を

力として取り上 ている し し CDS に基づい

た授業実践 高校生の英語学習への有能感 意 向上

自 的学習者の資 育成に える について 十分

な研究 行 ていない 本 CDS に基づいた

授業実践に対する高校生の意識を調査・検討する

3．本研究の背景と目的
3.1 拠点校の取り組み

業「英語力を する指導改善の取組」

の支援を文部科学 けて 教育 会 2 12

年 3 に 4 つの拠点校 A    C  D 校 を指定した 拠

点校 CAN-DO リストの の学習 達目 を 定

し授業改善に取り組 とにな た 2年間の な

取組の特 下の 5 点 ある 2 14 年 拠点校と

して 業年 3 年目 4 校と 研究実践を

している

1  CAN-DO リストの 定した学習 達目 を達

成するように  授業を ・改善する

2  授業 英語 行う とを 通した目 に て

いる た な文 な 日本語を て

している

3  文 の指導のみに る とな 生徒の活動

中 となるような授業を 開する

4 「英語を て る」を実 するように授業を

成する

5  4 能の ランスを取るように する

3.2 研究目的
本研究の 一の目的 2 年間の取組の成 と課題を

にする と ある た本 業 成 を他校に

する と 重要な の一つ あるの 今 他校

CDS に基づいた授業を 開してい の を る

と 目的の一つ ある

本 業の目的に基づいて取り組 て た英語授

業を１年 １学年 ないし２年 ２学年 間 けて た

高校生の意識を調査する とを目的とする 調査内容

「授業への 」「英語による授業理解 と 」「英
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語 有能感」「学習への意 向上」 「 能別達成 」

「自 的学習者の 成に対する有 性」 ある 本

自 的学習者に 要な資 を 自 目 を 定する

と る「自 目 定力」 自 の学習 を

するた に り る と る「内 力」 学習方

についている「学習方 の定 」 成 ていると

する

下に つの研究課題を 定した

1  拠点校の授業改善の取組によ て 生徒の授業への

高 る

2  英語による授業への生徒の理解 高 る

3  拠点校の授業改善の取組によ て 生徒の英語

の有能感 高 る

4  拠点校の授業改善の取組によ て 生徒の学習意

高 る

5  拠点校の授業改善の取組によ て 生徒の 能別学

習 達目 に対する達成 高 る

6  拠点校の授業改善の取組 自 的学習者の育成に

する

4．方　法
5 アンケートを いて 授業に対する高校生の意

識を調査した 2 13年7 と2 14年3 に アンケー

トを実 した

者 2 12 年 在 の拠点校の指

導内容 指導方 の改善について指導・ を行う

指導 を て た よ て 拠点校 開 さ る

指導 会 2 業の進 について を

けたり CDS に基づ 開授業を したりする機

会を た た拠点校の研究 者と に ール

情 する と た のようにアンケート

調査 け な の り取り び授業 を

して考 を行う

4.1 調査協力者
の拠点校 4校の 1  2 学年の生徒を対 とする

1 A 校 業科の高校 ある  C  D 校 日制

通科 校 と す ての生徒 大学進学を し

ている進学校 ある

表１. アンケート協力者内訳

高校 1学年生徒 ２学年生徒

A 28  (7) 31  (8)

2 1 (5) 198 (5)

C 2 1 (5) 2 2 (5)

D 28  (7) 28  (7)

(　 ) 内 クラス

4.2 調査項目
アンケート 11 目 なり 問内容 下の通

り ある 授業に対する生徒の意識について とて

う う とて あて る う う あて

る ３ と いえない つう ある ２ あ

り う ない あ りあて ない １

う ない あて ない の 5 た

下 目の文 ある 「　　」 した の

ある

1   として 英語授業に している

　「1授業への 」

2   生の す英語 分 るようにな て た

　「2教 の英語理解 」

3  授業中に英語を う と るようにな て た

　「3英語 有能感」

4  今 今 上に英語学習に取り組みたい

　「4学習への意 向上」

5   CAN-DOリストに基づいて 生 授業を行 ている

　「CDSによる授業 識 」 今 分 に しない

6   CAN-DO リストを意識し 自分の目 を 定して英

語学習に取り組 た

　「6自 目 定力」

7 CAN-DOリストの目 の 割 上 達成 た

　「7 能別 達 」

　7-1 リスニン 　 「7-1 リスニン 達 」

　7-2 ス ーキン  「7-2 ス ーキン 達 」

　7-3 リーディン  「7-3 リーディン 達 」

　7-4 ラ ティン  「7-4 ラ ティン 達 」

8  CAN-DO リストのお 英語学習への意 高

て た

　「8 CDS による意 向上」

9 CAN-DO リストを見 して自分の英語力 びたと

う と ある

　「9 CDS による内 力」

1 　英語 行 る授業に て た

　「1  英語による授業への 」

11 　自分なりの英語学習 方 を ている

　「11 学習方 の定 」

1 「授業への 」 2 1 英語による授業理

解 と 」 3 「英語 有能感」 4  8 「学

習への意 向上」 7(7-1  7-2  7-3  7-4) 「 能別 達

」 6  9  11 「自 的学習者の 成」についての分

をする に いる

4.3　分析方法
校の取組の成 を 3 5 上あるい 定的な

5 4 の の合 ( 4 ) を目 として分 す

る ・考 ている す て 5 と 4

の合 ある た ３ の 目に 目する

7 と 3 間の び 検定を いて分 する 高校の
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場合 校 によ て成 課題 なる と さ

るの 高校別に考 を行い に と として研究

課題に て 考 を える

5．結果・考察
5.1  A 校の結果

校 業科高校 あり  本 業の取組と 対 と

の ン 教 間に 見 な た し し中学校

時代 英語 いな生徒 多い と 「英語 授業

を行う と」 「英語を て る」の指導方 に

対して 指導への 自信のなさ 教 の間に な

在していた

3 5 上の 目 1 学年 「1 授業への

」 7 3 69  3 3 9 「2 教 の英語理解 7

3 67  3 3 87 「4 学習への意 向上」 7 3 71  3

3 8 「7-1 リスニン 達 」(3 3 68  7 3 61)

「7-2 ス ーキン 達 」 3 3 69 「7-3 リーディン

達 」(7 3 55  3 3 67)  「7-4 ラ ティン 達

」(3 3 53)  「1 英語による授業への 」(7 3 82  

3 4 6) あ た 2   １ 2 年 「1 授業へ

の 」 7 3 57  3 3 67 「4 学習への意 向上」

7 3 57  3 3 63 「1 英語による授業への 」(7

3 58  3 3 67) あ た 3 2 上 生

徒の授業への と意 向上 見 る た 英語

行 ている授業に て授業への理解 向上して

いる 上の 授業改善への取組によ て 学

年と 「1授業 への 」「4学習への意 向上」

「1 英語による授業への 」において な成 を

している た「2 教 の英語理解 」に対して

と の合 61 73「1 英語による授業への 」

67 78 への びを している と 教

の に反して 生徒 教 の英語を理解 るように

な て たよう ある

一方   3 の 目 1学年 「11学習方 の

定 」 7 2 7  3 2 8 2 学年 「3英語 有能感」

7 2 93 「6自 目 定力」(3 2 98)  「7-4 ラ ティ

ン 達 」(7 2 94  3 2 98)  「9 CDSによる内 力」(7

2 88) 「11 学習方 の定 」 7 2 64  3 2 85

あ た 学年と に「11学習方 の定 」 い

を している と と英語 いの生徒 多 家庭 の

習 習 と ないた に 5 分の授業

の中 学習を定 させてい なけ いけない あ

る した て 自 の目 を 定させたり 自 の学

習を り え せたりして自 の学習方 を につける

な の自 を育 に ていないよう ある

1 学年において 「3 英語 有能感」「7-2 ス ーキ

ン 達 」の び しいの 生徒の活動を中 に生

徒 英語を う とを目 に取り組 た成 ある

と考え る

5.2 Ｂ校の結果
校 進学校 生徒 大学に進学する 本 業

への取組と大学入 対 との間に ン を感 ている

教 いる 研究 者のリー ーシ によ て 英

語科 本 業に取り組 いる

3 5 上を している 目  1 学年 「1

授業への 」 7 3 54  3 3 96 「2教 の英語理

解 3 4 「4学習への意 向上」7 4 11  3 4 23

「1 英語による授業への 」(7 3 76  3 4 13)  

3  2学年 「1授業への 」7 3 89  3 3 78

「2教 の英語理解 」 7 3 89  3 3 98 「4学習への

意 向上」 7 4 39  3 4 44 「1 英語による授業への

」(7 3 91  3 3 85) あ た   4

学年と に授業に し 学習への意 なり向

上している 1年 75  2 年 9 た英語による授業に

て ている 子 る １年 83  ２年 71

た 1学年 7 3 に けての「1授業への 」「2

教 の英語理解 」「3英語 有能感」「英語による授

業への 」の び ある 中 4

入学時に 英語 行 る授業に いのある生徒 多

た と さ る 1年 に 授業に てい

理解 高 り 英語を う と ある るよ

うにな てい た成 あると る

3 を している 目 学年と に「6

自 目 定能力」「8 CDS による意 向上」「9 CDS

による内 力」の 目 あ た 「自 目 定能力」

と「内 力」 自 的学習者に せない資 あるの

自 的学習者に 要な能力 についていないと考

え る 学習意 について 今 意 的に学習に取

り組みたいという動機 高 ている 「8 CDS によ

る意 向上」 い を している 生徒 自分

の意 の向上 授業のお あると 識している

CDS のお なの う 実感 ないよう あ

る あるい CDS 役に ていない と

考え る 学年と アンケートの３を いる生

徒 5 ある と る 今 問

目を検討する 要 ある

5.3 Ｃ校の結果
C 校 進学校 ある C 校 3 5 上の

目 1 学年 「１授業への 」 7 3 72  3

3 84 「２教 の英語理解 7 3 63  3 3 88  「3

英語 有能感」 3 3 51 「4 学習への意 向上」 7

4 23  3 4 4 「1 英語による授業への 」(7

3 91  3 4 9)   5  2 学年 「1 授業への

」 7 3 54  3 3 72 「2 教 の英語理解 7

3 67  3 3 82 「4 学習への意 向上」 7 4 24  3

4 49「1 英語による授業への 」(7 3 85  3 4 2)

あ た   6



86 87

CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

!"#$ % & ' ( ) ! "# $ %& ' %*+ )' %, ', * , '-./ ,-0,'+ (& &% (* ' , '-/, ,-0(*+ )% &. '( * , '-.* ,-0''+ (, %' (( % , '-0* ,-*/*+ . (& &. () ' '-,/ ,-0/'+ * '* &( )' ) '-'% ,-0&*+ (( '% '* * , '-*) ,-0/'+ (( && (% 0 , '-0, ,-0/*+ && &) )% , , &-(0 ,-*''+ %& ') )% , , &-'0 ,-*.*+ 0 '% &. / ( '-'* ,-0&'+ ), '% '/ )' ( '-'/ ,-/,*+ !" &' '0 & , '-.0 ,-*.'+ )' &( '0 . ) '-.) ,-0'*+ . &, && / , '-&' ,-*.'+ )* &) '% * , '-./ ,-0&*+ ), && '0 0 , '-%% ,-0,'+ )' &. '% . , '-.* ,-*0*+ 0 ', &% ). ( '-(. ,-00'+ )( &( '. )) , '-%' ,-0%*+ 0 ') &0 )( ( '-'* ,-0%'+ 0 '. &% / ' '-') ,-0&*+ % '' &. )' ' '-(% ,-0.'+ / &( '0 / ( '-&* ,-0%*+ () &. (* % , '-0( ,-0&'+ '' &% )/ ' ) &-,. ,-0&*+ % )( &( (0 )( (-*, )-,)'+ 0 )& &( (% )( (-0, )-,.
!"#$ % & ' ( ) ! "# $ %& ' %*+ )( &, &) * , '-%* ,-0,'+ ). '/ &, & , '-.* ,-0)*+ . &' '* )) & '-&, ,-0%'+ . &) &' / , '-&& ,-*%*+ ' )/ %, (' & (-/' ,-0%'+ ' (% &/ (, ' '-,. ,-0&*+ )& &, '% / ) '-%* ,-0/'+ ). '/ '* * ) '-.' ,-0**+ )% (* %' & ) '-%, ,-0''+ )0 (0 &. * ) '-%* ,-0/*+ ' )* .& )) & '-,& ,-*.'+ ' )* %* )/ ' (-/0 ,-*0*+ * (0 &/ )' ( '-(& ,-0.'+ & '& &/ )( ) '-(/ ,-***+ * (. &/ )% & '-). ,-/,'+ % ') %, )( ( '-(% ,-*/*+ / (& %( )( ' '-(( ,-0/'+ ' (* %% )' ) '-)0 ,-*%*+ ( (( %, () % (-/& ,-0''+ ( )/ %. () ( (-/0 ,-*%*+ & )0 .' )( ' '-,* ,-*.'+ & (, %0 )% ' '-,* ,-*0*+ ' )( .' ). * (-00 ,-0)'+ & (( %, (, & '-,, ,-0.*+ )' &% '' 0 ( '-%0 ,-0/'+ )% &' '% . , '-.* ,-0(*+ & )* '' ') )% (-.& )-,.'+ 0 )* '0 (. )) (-0% )-,0

#$!%&'()*+,-+./0123456789
#$:%';<=)*+,-+./012345678
#$>%&<?@)*+,-+./012345678
#$"%ABC@)*+,-+./012345678
DEFGHIJK&'L+MNO6PQRST+UVWXYZ[78
\EFGHIJK&'L]^_`[ab+PQcWde8fghifWjk
!l%PQ6mnokpqrso[78
!!%abtu+PQRSvwxyz{]|Z[}k

\EFGHIJK&'L]^_`[ab+PQcWde8fghifWjk
!l%PQ6mnokpqrso[78
!!%abtu+PQRSvwxyz{]|Z[}k

!%~�f`[�PQpqr��`[}k
:%��+��PQWbNk�hrtZ[78
>%pq�rPQ]�hifW67k�hrtZ[78
"%����Y612rPQRSr�u��8}
�EFGHIJK&'Lr��}[�PQ+pqWmno[}k
�Eab+,-]��`[PQRSr�u��678

!%~�f`[�PQpqr��`[}k
:%��+��PQWbNk�hrtZ[78
>%pq�rPQ]�hifW67k�hrtZ[78
"%����Y612rPQRSr�u��8}
�EFGHIJK&'Lr��}[�PQ+pqWmno[}k
�Eab+,-]��`[PQRSr�u��678
#$!%&'()*+,-+./0123456789
#$:%';<=)*+,-+./012345678
#$>%&<?@)*+,-+./012345678

-'/

,-)%
,-))
,-)/

,-,.
,-))
1,-)
,-,%
,-,,

,-,%
,-)&
,-,.
,-,*
1,-)

,-(/
,-),

,-)'

,-,(
1,-)
,-''
,-)%
,-')
,-,*
,-(.

!"#$%&'()*+,-./012345678-9:;<=>?

)-/% ((% -%(
&-%. ((% -,,!!

-'%
'-*( ((% -,,!!

#$"%ABC@)*+,-+./012345678
DEFGHIJK&'L+MNO6PQRST+UVWXYZ[78

,-(.
,-(%
,-(/
,-),
,-)'

1)-)& ((% -(%
'-0/

-)(

((% -,,!!

)-*) ((% -,/
,-(. ((% -*/

2345

2345
)-0. (&% -.&

'-.% ((% -,,!!
'-&. ((% ,)!
&-)( ((% -,,!!
)-%% ((%

)-., ((% -))

,-/& ((%
&-(. ((% -,,!!

1)-(( (&% -((
,-0. (&% -'/

,-0 (&% -&(
(-'0 (&% -,(!
,-'& (&% -'%

)-&* (&% -)&
1,-0% (&%

-&/

!<#@%&'()*+,-./012345678-9:;A=>?

'-&. (&% -,,!!
(-). (&%
)-./ (&% -,/

,-.0 (&%
)-,,,-,, (&%
-,'!

)-,% (&% -(/



88

図 1.  A 校 1 学年の項目別平均値

図 2 .  A 校 2 学年の項目別平均値
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図 3.  B 校 1 学年の項目別平均値

図 4.  B 校 2 学年の項目別平均値
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学年と に 取り組 ている授業に し 英語

行 ている授業に て意 向上している 7

3 において な び 中 見

る 目 １学年 「2教 の英語理解 」「3英語

有能感」「9 CDS による内 力」 あ た 「3 英語

有能感」 びたの 入学 自分の いを な

たの し つ る機会 え自分の

いを える とに て たの ない と る

2 学年「3 英語 有能感」の びの 中

を している 「ラ ティン 達 」におい

て 有意な ているの 活動に重点を

いた指導の成 あると考え る

3 の 目 1 学年 「6 自 目 定

能力」 7 2 69  3 2 95 「8 CDS による意 向上」

(7 2 76  3 2 98) 2 学年 「6自 目 定能力」 7

2 85  3 2 95 「7-2 ス ーキン 達 」7 2 99

「8 CDS による意 向上」(7 2 74  3 2 9 ) 「9 CDS

による内 力」(7 2 73  3 2 98) あ た 「6自 目

定能力」「9 CDS による内 力」の さ 自 的学

習者の資 十分 についていない とを している

5. 4 Ｄ校の結果
Ｄ校 3 5 上の を した 目 1 学年

「1 授業への 」 7 3 81  3 4 3 「2 教 の英

語理解 」7 3 6  3 3 89 「4 学習への意 向上」7

4 43  3 4 39  「7-3リーディン 達 」(3 3 54)

「1 英語による授業への 」(7 3 87  3 4 2) ( 8  

7) 2学年 「1授業への 」7 3 87  3 3 95

「2 教 の英語理解 7 3 87  3 3 88 「4 学習へ

の意 」7 4 36  3 4 4  「7-1 リスニン 達 」(3

3 55)  「7-3 リーディン 達 」(3 3 54)「1 英語

による授業への 」 7 4 4  3  4 4 ある

9   8 上 う とを中 に 英語 行 る

授業に て し意 向上していると

る

7 3 に けて な びを した 目 1 年

「2 教 の英語理解 」「1 授業への 」「3 英

語 有能感 」「11 学習方 の定 」 ある 2年

特に「7-1 リスニン 達 」「7-2 ス ーキン 達

」の び 大 い 「11 学習方 の定 」

ある 進学校 視さ る傾向にあるリスニン ス

ーキン の 達 の び しい 中 の

CDS の 能別に目 を 定し ランスの取

た 4 能の指導 ・実践さ て た成 あると

考え る

3 の 目 学年と に「自 目 定

能力」「8 CDS による意 向上」「9 CDS による内 力」

あり D校において 自 的学習者の資 につ

ていない とな た

6. まとめと取組への示唆
研究課題に て調査 を と てい 研究課題

1「授業への 」に関して 4 校す てにおいて

に なり高い を した 生徒の活動中 英語

による授業 4 能の ランスを考 した指導 「英語

る」機会 多い授業に しているよう ある

研究課題 2「英語による授業への理解 」につ

いて 4 校と に高い を しており 教

る け英語を い生徒 理解 る授業づ りに取り

組 成 あ う た 教 英語 授業をする

と 大 ある より 大 な と 生徒 英語を

て るようになる と ある よ て

う機会 十分に保障さ う とによ て自信 つ

るような環境 場面 定 一 る

研究課題 3「英語 有能感」に関して 高

いと えない 3 3 5 校 2 学年 外 4校

の学年において 7 3 間の に有意 て

いた よ て生徒に英語を て する機会 多 え

に 英語を う自信 ついて たと考え

る

研究課題 4「英語学習への意 向上」に関して 「2学

習への意 向上」に対して 4校す てにおいて高い

を した 一方「8 CDS による意 向上」について

い を す とな た の取組 指導

生徒の活動中 英語による授業 4 能の ラン

スを考 した指導 行動を中 とした活動な によ

て生徒の意 向上したと考え る CAN-DO リ

ストによる学習 達目 によ て自分の意 向上した

う を生徒 な た あ う ある

い CDS のような の目 生徒の意 に

を えていない 能性 ある た  CDS の目 を生

徒に意識させる教 の 的な 力と りな

たの し ない の点に関して 今 一 の研

究 要 ある

研究課題 「 能別 達 」 ある 能別

目 的に 高 に 定さ ている傾向 あるた

に 4 を える拠点校 な た 3

の 目 見 たの 定さ た学習 達目

生徒の実 に合 ていたの 今 検討を要する た

い を した 目について の目 を達成するた の

スク 授業 と 行 な た場合 あるの

今 重に検討する 要 ある  

研究課題 6「自 的学習者の育成への有 性」につい

て 4 校と い を す とな た 在 の拠

点校 行 を り しな 授業を実践しており

一 授業において 一つの ー の目 を意識させて

の目 を達成のた に授業を組み てている 生徒

自分の目 を 定し 自分の学習 を り り 自分

の ルを 識して なる目 に向 て学習に取り組
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

図 5.  C 校 1学年の項目別平均値

図 6.  C 校 2学年の項目別平均値
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CAN-DOリストに基づいた英語授業実践に関する高校生の意識調査

図 7.  D 校 1学年の項目別平均値

図 8.  D 校 2学年の項目別平均値
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ように な ていないよう ある 本 業の取組 教

の授業改善に なり役 ているよう 自 的

学習者 成に さ なる改善 要となる

岡崎 2 14 指 したように 教 授業の

に目 を に したり 授業の に り り ー

  学習日 な を いたりして

「本日の目 」について の 達成 たの

な たの に るようになりたいの

な を り る と 「内 力」の 成に役

つ あ う

た教 に目 を す け な 生徒 自分の

学習の を み CDS に基づいて目 を て授業

に 機会を つ と 自 目 定力の 成につな

る あ う た CDS の目 のた 日 の

授業の目 定にう 合 しない と ある CDS

を の日の授業の目 に合 させ 日 の授業に とし

と実践 今 す す 要となる

2 年 拠点校の授業 教 の指導 に対する

考え リーフ し つ変 して た (O  

2 14) 「英語を いて る」という考え

を実 する指導 するに の改 要

ある の高校に CDS を 定させ に基づい

た授業を させるのに 下の改 に

要となる あ う

1  教科 改 　4 能を ランスよ 成 る教

科 を作成する 4 能別あるい 2 能 上の 合

「英語を いて る」という スク ランス

よ り ている教科 要 ある ス ーキ

ン ラ ティン け な リスニン リーディ

ン 力 十分に 成 る スク り ている

と 重要 ある

2  大学入 改 大学入 において「英語を いて

る」問題を出題する 知識のみを問う問題を

る け出題しない

3  教 研 改 「英語を いて る」を実 す

る授業を組み てるた の研 を実 する

拠点校の教 の授業改善 実践 実を た に 一

日 い改 る

謝辞
本調査 の教育 会 び拠点校の 面的な

力を て行い した 関係の 生方に 感 し

上 す

注
1  文部科学 成 22 年 11 に「外 語能力の向上

に関する検討会」 田研作上智大学外 語学

部英語学科教授 を し 生徒の外 語能力の向上

のた 目 定の在り方を 指導方 教材

の在り方な の方 について 検討を進 て た 検 

討会 「 通語としての英語力向上のた の 5つ

の と 的 英語を学 意 と う機会の

実を通 た なコミュニケーション能力の育成に向

けて 」をとり と た

2  本 において 学習 達目 を 4 能別にリストに

した のという意 「CAN-DOリスト」 び「CDS」

    方を いる

引用文献
    (1981)  A        

 O    

真 子 (2 1 )   2 3 日本の 語教育における「 ー

ロ 通 (C )」と「能力 」(    

)」の 能性に関する一考

シュミ ト ー A

ミ ク 境一 日本と 外 の 語教育における

C -D ーロ 語 通 (C ) の

日出 社

文部科学 2 11 外 語能力の向上に関する検討

会   通語としての英語力向上のた の 5 つ

の と 的 　

2 11 7 13 13 84 1 1

文部科学 2 13 中・高 学校の外 語教育

における 「CAN-DO リスト」の の  学習 達

目 定 の た の

　

2 13 5 8 13323 6 4

O     (2 14)   -   S    

     CDS-    

  英語教育学会 要 A  25    

255   27

岡崎浩幸  (2 14) 「CAN-DO リストに基づいた英語授業

に関する高校生の意識調査  拠点校 1 年目の授業実

践 」富山大学 間発達科学研究実践総合セン ー

要  8    117-125

野 2 13 CAN-DO リスト作成・活  英

語 達 指 C - ガ ブ ク 大 館

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

Ⅰ 問題と目的
文部科学 による資 によると 高 学校 における

生徒 成 2年のおよ 579 を境に 傾向にあ

る 成 24 年 のデー を見ると 生徒 およ

355 あり のう 324 を 日制課 に通う

生徒 ている 定時制 通信制に通う生徒 成

24 年 およ 11 と 19 ある

一方 高 学校に通う生徒 上 のように 傾向

にある 通信制高校の学校 上 傾向にあり た

通信制高校に所 する生徒 1 年間 と

いと える

小川・石津・下田 2 13 において たよう

に と と 年を対 として さ た自学自

習を基本とした通信制教育 学校外 の学習活動

の中 あ たた 他の課 に て教育相談 生徒

指導への重要性 高い の な た し し 在

の理 日制高校に通う と な た

のの中に 年 け な 中学時代に

校を した生徒 高校 学 者 通信制高校への入

学を する 多い 大学 山 大学大学教育

研究セン ー・通信制高 学校の 者 に関

する研究会 2 1 うした 年の通信制高校に入学

して る生徒の を みた場合 日制 外の高 学

校制 における教育相談 生徒指導 生徒を支え 子

を取り 環境を するとい た意 非 に重要

あるといえよう 教育相談 生徒指導において 校内

の り け な な外部機関との連携

要となる し し 場 機

関と教育機関の連携 制の 者の の

しさ 指 さ る と あ た 生野 1997 高宮・

部・ 地・ ・ 本 2 9 学校 特に通信制高

校における外部機関との連携に対する 識を 実

大変 しいの ある

うした を え 小川・石津・下田

2 13 通信制高校に通う生徒および保 者 の

ような援 ニー を ているの を にし 外部

機関との連携のた の基 的資 を 集する とを目的

に研究を行 ている の 調査１ 通信制に

通う生徒 高校入学 において 日制高校 学

生徒と し 有意に行 行う相談機関 機

関な を多 している と とな た

た 調査２ 通信制に通う生徒 「学校外 の問

題 み」を えている の 多 日制課 上に

外部機関との連携を高 てい 要性 さ るとと

に 教 に 授業内容 学校生活における み 外に

広 対 してい スキルを する 要性

る と さ ている

本研究 通信制に通う生徒を支えてい た の外部

連携の在り方について 点を てる 的に 通信

制高校の教 を対 に 他機関との連携について自

のアンケートを行 た た 通信制高校にと て

連携 重要 あると考え る機関の 者に ン

ュー調査を行う と 生徒 の家族を のように

支える と るの を にする とを みる

ととする

通信制高校 学 生徒の中に な 情を

な 高校 学習し の 能性を広 る

力しようとしている の 多い にと て 通信

制高校 教育の機会 保障さ た の学校と え

る の学習 に行 るた に 通信制高

校の教育相談 外部機関との連携 て 的に機能

教育

―他機関との連携について―

小川　徳重 ・石津憲一郎・下田　芳幸

 S  C    S  S  C      O  
A    S  S      N  A  S  C  (2)

 O A A    IS I      S I ODA

キーワード：通信制高校 教育相談 連携 高校生

：              

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９： －111

富山 富山高 学校
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しな て な ない のような通信制高校の教育相談

の 制づ りを 進してい 上 のような点を 意

しな て な ない を検討する とを 本研究 目

的とする

Ⅱ　方法

２－１　調査３1「教師の他機関との連携に関する
意識調査」

１ 調査 力者

調査２を実 した通信制高校の教育 　41 を分

の対 とした

２ 調査方

問 び自 による実 び意識調査 調査

２と 時に実 を行 た

３ 調査内容

「生徒支援に関 る学校 外の機関と連携した と

ある ある場合 の連携 」

「高校における連携 制の 識」「 する連携分

野」「 実させたい連携 」「 的な連携のた に学校

要な と」「 的な連携のた に相 機関に

と」「連携にあた て考え る課題 ある 」

２－２　調査４　「学校との連携に関する意識調
査」

１ 調査 力者

通信制高校にと て連携 重要 あると考え る機

関の 者を 定した 的に 下の １に さ

る 7機関の 者に ン ューを行 た

２ 調査方 的 ン ュー を いて

取り調査を行 た

３ 調査機関 成 23 年

調査内容

調査３ の を基に 下の ２に すような内

容についてデー を 集した

Ⅲ　結果
　３－１　調査３　「教師の他機関との連携に関する
意識調査」

１ 他機関との連携の実践について

「 の実践において 他機関 他機関 学校に

さ た と連携して生徒の指導 支援に

関 た と あり す 」という 問について 1

のとおり 「ある」と えた 68 3 あ た

に連携した と ある相 について スクール

ンセラー 下 SC 15 多 い ・

(9) 発達障害支援セン ー (9) 多 た ２

表１　インタビュー調査　調査対象一覧

分野 調査対 機関 定理

機関 調査１ 　通信制の生徒の 高い

調査２ 　通信制 多い相談内容と関連 ある

教育セン ー 相談機関 調査１ 　通信制の生徒の 高い

調査２ 　通信制 多い相談内容と関連 ある

行 相談機関 調査１ 　通信制の生徒の 高い

調査２ 　通信制 多い相談内容と関連 ある

間の Ｄ 調査１ 　通信制の生徒の入学 の 高い

調査２ 　通信制 多い相談内容と関連 ある

特別支援学校 Ｅ特別支援学校

特別支援教育セン ー校

調査１ 　通信制の生徒の入学 の 高い

調査２ 　通信制 多い相談内容と関連 ある

障害者支援機関 調査３ 　連携の実 ある

調査３ 　連携の 実を している

指導教 指導教 調査１ 　通信制の生徒の入学 の 高い

　　　　　　　　　　

1  調査３ 小川・石津・下田 2 13 における

調査１と調査２に ある
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 図１　連携の実践経験の有無
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

「高校における行 機関との連携 制

分 ているとお考え す 」という 問について

３のとおり 「 ない」と えた 48 8

多 「いいえ」 31 7 「 い」 な

19 5 あ た 「いいえ」と えた理 についての自

「教 の意識の問題」 「 情 の問題・

情 有の問題」「保 者との連携に関する課題」「実

者 ル の連携に関する問題」「実 」「お いの

場の い る問題」「特別支援に関する支援 制

の問題」な の理 た 3

「今 連携 制をさ に 実させたいと る分

野 ３つ 」という 問に

のように 「 を ている生徒の支援に関する

機関との連携 19 」の 多 い 「特

別支援に関する連携 9 」「家庭 保 者への支援 介

入に関する連携 9 」の 多 た 「今 連

携 制をさ に 実させたいと る連携

」という 問に 「SC」 16 と 多

いて「発達障害支援セン ー 15 」「スクール ー

シャル ー ー 下 SS 」「 ・ 」の

多 た 「 の他」として「 ン ョブと

者 業支援セン ー 」「 入生 入生の 高校」

という 見 た

「 的な連携のた に 学校 の 制として 要な

と あるとお考え す 」という 問に 「連

携 についての情 を 有する (22)」 多

い 「学校内における 間の連携を 実させ

る (2 )」「ケース会 において 外部機関の 者を

的に け入 る (15)」 多 た た 「 の他」

として 「教 の多 な し な ているた

表２　インタビュー調査　調査項目

〔施設の概況や配慮している点など〕
１　 行 ている支援内容 特 な
２　 者の特 た 者と する に支援者 とのような を けている

〔利用実態について〕
３　 者における高校生 び通信制課 に在 している高校生 の 実 の

〔連携体制について〕
　他機関 学校に との連携 制の について教えて しい
　他機関との連携における 情 の取り いについてのルール 定 あ 教えて しい

〔学校との連携　学校側の意見等（調査３の結果より）について〕
　学校の 者 学 教 の の方に 意見を たり ア スを たり
情 を 有したりする と 能
　学校のケース会 に の の方 していた と 能 に した と ある場
合 のような と した
　学校 の意識の さ 因 連携 う い な た ある
　学校 なに学校の 場を し 連携 う い な た ある

〔学校との連携における課題や学校，教師への要望〕
1 　 の 学校 高校 び通信制高校 との連携における課題 問題点 あ 教えて しい
11　連携に 学校 に定時制通信制高校　 １ 学校の教 に対し セー ア ス あ

お いしたい

1　本研究 通信制高校の連携 制について調査する の ある 通信制高校 学校 ・生徒 と に 対 ない とな
一 の方 に ー しに いと考え る 的 知 高いと考え る定時制課 を た「定時制通

信制高校」に対する要 について 問した
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図２　これまでの連携経験のある外部機関等 図３　連携体制は整っていると言えるか
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に他機関との連携 の問題として を えた生

徒と と向 合う 裕 な な ている」という意

見 見 た

 「 的な連携のた に相 機関に と す

」という 問に 「連携 支援を けている生徒

の 子 支援内容な 学校 の生徒支援に役に つと

る 別の情 を 有させて しい」の

的に多 た 「 の他」として 「学校の 場

と み る相 と連携したい」「学校に 学校 自

の 情 ある とを理解して しい」という 見

学校と相 機関との 場の い る連携の しさ

えた

 「学校と他機関との連携 制について の課題

今 のある な 意見 い した 自

にお さい」という問いの自 について

に と た 連携に 定的な意見として 「情

有の しさ」あるい 「連携を実践する 裕 ない」に

い た意見 と あ た

表３　連携体制が整っていないと考える理由

〔教員の意識の問題〕 
・発達障害の支援について知 ている教 十分 ない
・教 の 特別支援 行支援について

〔個人情報の問題・情報共有の問題〕
・ 割り行 的な考え方 情 の関係  
・情 あ り て ない

〔保護者との連携に関する課題〕
・保 者の考え方 ネ クとなり連携を にしづ い  
・保 者な 情 て ないた に対 ない と あるた

〔実務者レベルでの連携に関する問題〕
・ 者 うし の 要な情 の 有 実 ないと感 る
・ 連 な な と にいる 者 ース の ていない

〔実績不足〕
・ 連携をとる機会 な た    
・連携の とな て ない
・ 組み ないと う つな り ある  

〔お互いの立場の違いからくる問題〕  
・生徒の を させると学校 者になる あり 連携 し た と あ たの

〔特別支援に関する支援体制の問題〕 
・通信制に 校 因性 のみな 発達障害の び の 能性のある 日制より多い の面

十分 と う
・特別支援 行支援についてネ ト ークを広 る 制つ り 要

〔その他〕
・広 に る連携 と ていない
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図４　連携を充実させたい分野
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

３－２　調査４　「学校との連携に関する意識調
査」
ン ュー調査 出したキー ー を調査対

と内容分 の に と たの 5 ある 調査対

機関 特別支援 特別支援学校 障害者支援機関

相談機関 教育セン ー 行 間・ の他 間 ・

指導教 の つに ルー した 下 (1) (9)

に分け 内容別に ン ュー について と た

⑴　利用実態について
通信制の生徒の について 通信制の生徒

ない と あり て多いという な た

在 しているけ 学習実 ていない 者

あるよう 機関 た し 中学校 の

者の多 定時制通信制に進学しているとの と ある
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図５　効果的な連携のために学校の体制として必要なこと

表４　「連携」に関する課題や意見（自由記述）

〔情報共有の難しさ〕
・ 情 保 のた 生徒の問題 の情 入りに い 入 て に る
・ の機関 つ情 の 有 しい 情 日 さ るの しい情 を のように 有す よい
定 的な情 ない

〔連携を実践する余裕がない〕
・教 と 裕を て生徒と向 合えるように 教 への をより するな に取り組 要
ある の点 解 さ に他機関との連携 け １ すると「 の る生徒 家に る」とい
う さにつな ない さ る

・学習指導を とする学校教育 場 大する課題に 対 に ある
・日 の業 い い 他機関との連携を 要とする生徒に に対 している 裕 ない

〔通信制課程の現状に対する不安〕
・ の う生徒 クラスに 在している 的知識 ない に対 しているの になる時 ある
・通信制に通 ている生徒の中に 日制 す に他機関との連携を け の 入学して ている な
り 在する つ り の機関に通 て 自 なけ に他機関との 要な連
と に い た た しにしてし う にあると る

〔連携に関する意見〕
・連携 キャ ールに え る 性を た他機関と有 に連携をするに 相 機関の ール
目的 性を を け取り の る とを してい とを み重 て い い 要性を
感 ている

・生徒の「 り」に対して本 家庭 他機関と連携をとりな 生徒 「自分 し 」社会 生 てい 一
るようなネ ト ークづ りを学校としてい たい  

・連携する学校 外の機関 のような業 を行 ており のような連携 能なの 理解する 要 ある
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表５　インタビュー調査から抽出したキーワード一覧

医療機関 特別支援 相談機関 民間・その他

利
用
実
態

通信制生徒の活動生 な

い

定時制通信制に進学する

の 多い

中学校・高校 の相談の

小学校の支援 制 実

定時制通信生 進 相談

多い

者の 2 代

支援に 要性

り・ 障害を 発する

に

2 代の 者 多い

保 者への支援

学 の方の ない

業 に り

年 の方の

の支援 い

指導教

小学生・中学生のた の

高校生の正 な ない

に学 会への

定時制通信制に進 生徒

多い

への支援 要

連
携
体
制

発達障害の方 連携 要

教育 に

さ なる情 有 要

入学 相談

支援の連携

発達障害者の 支援の連

携

業 の 画・ 行

成な の制 面の情

地 支援のネ ト ーク作

り

連携 支援の中

お いに 義 を ると

いう信 関係 連携の基本

お いを知りあう と 大

者との信 関係

連携する の機関を

介

連携 の理解に る

特別支援 情 を 有

所の機能

機関との連携

連携 との 会

うつの方の見 大

支援に学校の の

しを活

保 者との連携 重要

機関との連携

る

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

保 者の 意 あ 連携

機関と情 を 有する

本 ・保 者の 解 大

連携の基本 情 の 有

保 者 解の上

連携 との 通理解

な て るの 者

者 の情 促

す

本 の 意の と の情

有

義 の

者との信 関係

本 と保 者の 解

本 の のた に情 を

有

担
当
者

に している

の 意 あ ア

クセス 能

を ートするた の

校内 制の

特別支援教育コーディネー

ー・ ・学年 ・進

指導

の行動力に

を ートする 制

要

との連 能 た

し を ート る

環境 る

本 の 意の上

との連

連携 能

ンセリン 指導

との関 り な な

り している

ケ
ー
ス
会
議

あるた 能

　・

　・ ール

小学校 のケース会 に

理 合 せに

する と

ケース会 に に

るようになるといい

要 あ 能 能

義

連携相 との信 関係

連 会 の実

連 会 の有 性
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

医療機関 特別支援 相談機関 民間・その他

学
校
側
の
意
識
に
つ
い
て

教 性を つ

要 ない

問題行動を す にい

に動

の 意

支援 要な生徒への目

り

支援の重要性

発達障害について相 の知

識 要 と す て

いる

とフランクにつ あう

うつの方への

連携 の に対する

対

変 たと へ

の

研 の有 性

学
校
の
立
場
や
枠

変 たと に

対する

学校の な対 を

相 の を み取 た

上 の対 を ける

校内連携の しさ

特別支援教育コーディネー

ーの重要性

理 の理解・介入

本 の特性を理解し 合理

的な なさ る

業 の支援のつな を

見 えた上 の いた

支援を

定における

の りに さ

定な について

な 要

な要

学校の 場への理解

学
校
と
の
連
携
に
お
け
る
課
題

通信制との連携の実践

ない

学校 情 を

ールの活 た し

の りとり え

る

連携の 性

情 有

信 関係の

支援 課題

目 たない発達障害者への

成年 ないように

お いを知りあう と 大

連携において しい取り

組みに ャ ン る

さ 要

実践のフィー ク

学校 地 の支援とい に

つな てい

支援の ・ 性

重要

を えた家族支援の

ネ ト ーク作り

介さ る学校 てい

る

支援を開 する時 の見定

に 「連携」 要

定
時
制
通
信
制
高
校
へ
の
要
望

発達障害・ 校の生徒に

している学校 ある

SS な への取り組みへの

SS な の取り組みを ・

校 の 制作り

進 支援への

支援を見 えた上 の進学

指導

支援における連携の

連携 と な る

環境 を

の支援 連携の

行支援の「のりし 」を

多 て しい

進 支援への

進 についての み 実

進 支援に い い な

機関と連携を

連携 の支援内容に関する

理解

支援を開 する時 の見定

に 「連携」 要

指導教 的な居場所の
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機関 指導教 通信制・定時制において

学校生活に対する り感 ない 学校生活への

相談より 業 の進 に関する相談 目 つという

あ た 特別支援学校

た 2 代の 者 多いという あり

の理 として「 支援 十分」「支援の な

な た高校 業 の り」な 因として

ている

者 け な 者の保 者 支援の対 と

している 見 た

⑵　連携体制について
機関 外 機関との連携を あるい

いる あ た 中に 所としての機

能 している ある た 「うつ 」の生徒

の支援を に 機関と連携していると あ

た 定 的 入学 な に 機関と情 したり

相談したりしている学校 あるよう

発達障害の生徒な を対 とする特別支援について

の ・ ・教育と に さ なる連

携 要 あると考えており 実 に 的に連携して

いる 連携なしに支援 ないという考え 一 的

あり 場 学校 家庭 地 の支援をつな てネ

ト ーク する取り組み 行 ている のた に

連携機関 お いに知り合おうとする 力 信 関係

の を重要視している えた た発達障害 障

害として 定さ るようにな た と あり 発達障害

者の 支援についての連携 さ て ている す

に 日制高校 特別支援学校との連携による 支

援 実践さ ている

相談機関 による高校生の み相談な の支援につい

て 者との信 関係の 重要 ある

本 の 解なし 学校 他の連携機関 お 保

者 あ て 相談内容 え る と ない と

さ た

⑶　個人情報の取り扱いについて 
連携の基本 情 有にあり の情 有 本 の

た に行 ているという考え 情 に関する

と あ て 要な情 的に 有してい

と考える 多 た 情 について 本 ・

保 者の 意の上 取り う と の と あり

多 の機関 に 連携 情 の取り

いについて本 ・保 者の 意を ている と 多い

う ない場合 本 ・保 者の 解の と

連携を開 し 本 ・保 者の 解の と 連携機関と

の情 有を行 ている

た お いに 義 を るという連携機関 うし

の信 関係 連携の基本 あるという指 あ た

⑷　連携における担当者について
学校 の連携の 者として 特別支援コーディ

ネー ー 学年 進 指導 な 連携の目

的な によ て ある 相 として 生徒

と している との連携を 多 本 ・保

者の 意 ある と 問な あ

ールな コン クトを取 て ない

というと 多 た な に 「 ンセリン

指導 口になるようにな て との関 り

な なり している」という 「連携支援

の 意 行動力に ている」という の関 り

を 要としたり したりする あ た た

けの力 支援 十分となる と 多 特別支援

教育コーディネー ー 学年 な を ート

する校内 制のさ なる 実を 多 た

特別支援において 特別支援教育コーディネー ー

口となる と 多い 校内においてコーディネー

ーの 意見 反 さ に い場合 あるとの指

あ た する  「学校の 場 について」 と

関連

⑸　ケース会議等への参加について
高校 したケース会 な に要 さ て した

という実践 な た 要 あ した

い あるい 能 という機関 と あ た

なみに あるた のような会 への

能 ある 保 者の 意を ているな

に する ールする な 情 能な

ある のような会 支援にと て有 ある

い 要と 識していると 多 と に

したいという あ た

⑹　学校側の意識の問題について
「発達障害と とフランクにつ あえるようになる

といい」「連携 の を学校内 の指導 生徒と

の関 りに反 して しい」という た のの

「発達障害について相 の知識 要 と す て

いる」「教 性を つ 要 ない」な 学

校 教 への特別支援に関する 性に対する な

の な た

た 目 たないけ 支援 要 と る子

に対する「 と したい」という 問題行動

する にい に動 な 要な生徒に る

け 支援とつな る意識を て しいと感 ている

あ た

研 を する との有 性を指 する

あ た

⑺　学校の立場や枠について 2

高校の 定 指導な ある の「 」に

　　　　　　　　　　

2   の 通信制高校に関する と な

ている内容 高校一 について ある 通信

制高校 あて ない内容 ある 連携につい

て 考になる と 多いと考え る
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ついて 方 ないと考えている 多 た の

上 定の な に な 要

あるという意見 の高校の な対 を する

あ た

一方 発達障害者への対 行 の あり

学校 に本 の特性を考 した合理的 つ な対 を

た のた に 連携の 者

教 生徒指導部 な 校内の関係者に

しなけ な の役を う「特別支援教育コーディ

ネー ー」の重要性を指 する た た

の に 理 の連携への理解 者へ け

ある う 大 いという あ た

⑻　学校との連携における課題について
通信制高校との連携する機会 な 学校

ている を えた 学校 動いて る

ないという あ た 別の

いの とを と知りあう お い 実践を みあ

てい 中 成 を 出し連携の 組みに として

い という意見 あり 連携実践 の なさ

とつの課題として る 関連して お いの

信 関係を してい という考え た

信 関係を ない ない として 他機関を 介した

の の連 介 に情 有 う い

な た な た

発達障害者への支援について 学校 に る課

題 多 た 発達障害の 発見

支援に対する要 ある 目 たないけ の自

という生徒に に目を けて しいという

要 た た 連携 の取り組みに関

し お いに しい取り組みに ャ ン る さ

た 発達障害の支援について 生活環境の

支援の中 となるた 学校生活 けに目を向け

るの な 家庭環境 地 の生活について 目を

ける あり のた の支援のネ ト ークを広

るような の 要性 指 さ た

連携にあた ての情 について 学校 の う

情 をし り あるという た

た 情 有にあた て ール の りとり の のを

止している学校 あり 時代の に 行しているの

ない という指 あ た

⑼　定時制通信制高校へのメッセージや要望など
校 発達障害の生徒に した学校 あり

のような生徒への なさ た学校 あ て

しいという 多 た た 一部の定時制通信

制高校 実 さ ている ーシャルスキルト ーニン

下 SS ーシャルスキル教育 下 SS の

取り組みに対する 高 今 発 させて

い て しいという た

要 として 的に多 たの 進 支援 特に

支援の ・ 実 ある ない とい て

に進学させてし う とへの 進学を指導する場

合 あ て 支援の を見 えた上 指導して し

い という意見 た 進 支援に 多 の機関

との連携を 多 た 特に 発達障害者の

支援について の特別支援学校の支援の 組

み る 能性 高い と 指 さ た 行支

援の「のりし 」を多 て しい な 業

の 業 ン ーンシ 業 のアフ ー

ケアへの取り組みに対する要 えた

Ⅳ　考察

４－１　効果的な連携のために
 ―アンケート調査とインタビュー調査から
　　見えてきたこと―
通信制の の 上 68 3 の

の実践において 他機関と連携して生徒支援を行 た

と あると えた の上 31 7 の 高校にお

ける連携 制 分 ていないと考えている て

いると えた 19 5 ていない理 として

た「教 の意識の問題」「 情 の問題」「実

者 ル の連携に関する問題」な の問題点 連

携に関する課題 意見についての自 の中

た「情 有の しさ」 相 機関に ととして

さ た「学校の 場 と み る相 と連

携したい」な の学校 見 る意見 考え方につい

て 連携機関の 者に ン ュー調査を行い 連携

実践の 子 考え方を た ン ュー調査の中

び上 て た連携において 意する点

について 下に す

⑴　情報共有が連携の基本　―本人・保護者の同意を得
る―
今 の調査において 連携の課題として「 情 保

のた 生徒の問題 の情 入りに い 入 て

に る」という意見 連携 への要 として「支

援を けている生徒の 子 支援内容な 学校 の生

徒支援に役に つと る 別の情 を 有させて

しい」という 学校 よ た アンケート

した の中に 校内連携 校内 の情 有に

ついての課題について た 能性 ある 一方

教 学校 場の考え方として 情 に 内容

について 義 発生するの うせ情 有

理 う と連携する い いる場合 多い

と 考え る

実 に 「連携の基本 情 有にあり の情

有 本 のた に行 ている」という考え

情 に関する と あ て 要な情 的に 有

してい と考える 多 のた に

の の 連携 情 の取り いについて

本 ・保 者の 意を ている と 多い 学校
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に 本 のた に 要と した 本 ・保

者に し 情 の 有について 解を取り の上

関係する機関に連携を し出るようにす

ている 上に情 有 スムー に進 の な

い と る なお 下のテー について 連携

にあた て本 ・保 者の 解を ているという

の と を進 る 連携によ て知り

えた情 の 義 に る ある と う

ない

⑵　情報交換の手段は多様
支援 要な生徒について関係者 集 り支援方

について検討する連 会 ケース会 のような場

支援における情 有の として有 ある と 広

ている のケース会 について 学校

の要 あ 能というと と あ

た 通信制の に向けたアンケート調査 的

な連携のた に学校 の 制として 要な ととして

「ケース会 において 外部機関の 者を 的に

け入 る」 上 に さ ており 今 外部の

者に 的に を要 してい あ う お

い し のような会 を 定 ない場合 あ

て 本 のた になる情 有について 的に

進 てい と考えると 多い 保 者を通して

の りとりをしていると ある た 学校

相 を 問したりする ー

ルな の 学校と情 を行 ていると 多

い 子 ール しい な に対して 大

変有 な ある りとりする に な

を せ 情 の えいに 意を いな

的に活 する と考え る

⑶　担任の顔が見える連携　―担任をサポートする校内
支援体制のさらなる充実―
学校の連携 制 分に さ ていない理 として

「 者 うし の 要な情 の 有 実 ないと感

る」という意見 あ た の点について ン

ューにて相 の意見 考え方について 取りを

したと 相 として 生徒と している と

の の連携を 多 ール

な コン クトを取 て ないというと 多

た し 「 との関 り な なり して

いる」という ている の とな 外

部との連携にあた て 校内の教育相談部な 中

とな た ーム 制 取り組 あり

一 を進 る と ありえない 連携における

教 のある の 的な関 り 要 あ う

た 外部 との関 りを し の 意

に する一方 けの力 支援 十分とな

る とを する えている よ

ている と ある 校内の連携 制 分に さ

ていなけ 外部との連携の 実 ない 教

育相談 学年 場合によ て 特別支援教育

コーディネー ーな を ートする校内 制の

さ なる 実を してい 要 ある う

⑷　生徒のためにも柔軟な対応を―だからこそ連携が必
要―
連携 制 分 ない理 相 に ととし

て「学校に 学校 自の 情 ある とを理解して し

い」という て る アンケートの

者に の真意を と ない 高校 の

定 生徒指導に関する と と し の点

の意見 について連携 に 取りを行 た ある

高校の「 」 あるの 方 ないと考えていると

多 た のの 特別支援の連携に関して 高校

への な対 を る考え し 一 的 あ た

特に 発達障害者への支援について 本 の特性を考

した合理的 つ な対 なさ る あるとい

う意見 た 学校として 今 に ケー

ス 出て る と さ る 成 17 年に 行さ

た「発達障害者支援 」に 「 び地方 団

発達障害児 十 上の発達障害者 あ て高 学校

中 教育学校 び特別支援学校に在学する者を

の障害の に 十分な教育を け るよう

にするた な教育的支援 支援 制の の他

要な を る のとする」と さ ている 学

校 本 の特性をし り見 た上 の合理的な

をする 要性 ている と 間 いない た し

さ たの 方なしに対 するというの な

い間 見 さ けて た発達障害

者へ支援への 要性について し りと 識する 要

ある の上 学校 関係 機関との連携を

上に にする と 本 の特性を に し

要な支援に に対 る 制の を進 てい

要 ある う

⑸　 「発達障害ともっとフランクにつきあう」意識が必
要か
校内 の連携 制 分 ない理 として た

「発達障害の支援について知 ている教 十分 ない」

についての感 意見について たと 「教

性を つ 要 ない」「発達障害について相

の知識 要 と す ている」な いう考えを

の機関 と た に 教 の特別

支援に関する 知識の 時として支援への 性

への として さ てし うような の 在

あるよう 今 の調査 にな たよ

うに 通信制課 に 他課 と して 発達障害支援

セン ーの支援を けている生徒 多 在 している

とを考 すると 的に 研 な 見識を る

と 要 あ う し しな 相

の 知識を有していなけ な ないとした 高

校 の特別支援 に実 する と 能 ある
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連携にあた て 校内の教育相談 SC

を いな ン ュー 出て たフ ー 「発

達障害と とフランクにつ あう」意識 要なの

し ない

⑹　家族支援・地域支援を念頭に　―支援のネットワー
ク作りの意識を―
ン ュー調査の中 多 の機関・ 本 の

者 け な 者の保 者 家庭の支援を

において実践している と えた 発達障害の支援に

ついて指 さ たように 学校生活 けに目を向けるの

な 家庭環境 地 の生活について 目を け

る あり のた の支援のネ ト ークを広

るような を ける 要 ある

う

⑺　お互いを知ること―連携にあたっては「教師ペルソ
ナ」をはずし「カウンセリングマインド」を身につけ
て―
連携における課題の とつ「実践 」を解 するに

実践し の中 成 を みあ てい

と 時に 信 関係を してい 要 ある のた

に 「お いを知る 力」 要 あ う

「教育関係の 間と 考え方 に

な ていると感 る 」 ような感 を 教 とと

に をしている SC よ 感 る う ある SC

ある ・ 下 2 1 「教 生徒と対面す

る 一 の教 になるた の 教 ル を

ている」と している して「教 ル 」 自

信 に作 する と 多 教 と ンセ

ラーの連携において 害的に いてし う とを指 し

ている 「教 ル 」 生徒と対 する に 要

あ て 外部機関との連携を る場面 要ない

「教 ル 」を た いて 「お いを知る

力」 う い ない う

年 教 に 「 ンセリン ン 」

るようにな て た 「 ンセリン ン 」

の基本 ンセラーとクラ エントとの間に より

しい 間関係を する とにより クラ エント

自 の力を十分発 し 自 の力 問題を解 してい

けるようにする と ある 連携にあた て 「教

ル 」を し 意識的に「 ンセリン ン

」を に けて お いに しい 間関係を

と るように 力する 要 ある う

４－２　携機関が通信制高校に望むこと（連携に
関わらず）
  ン ュー調査 見えて た 外部機関

いる通信制高校の について 下に と た

⑴　SST，SSEなどの取り組み
ン ュー調査 「 定時制通信制高校 への要

」について 問したた 定時制高校 の導入 知

ている SS SS への取り組みの とと に

SS SS のさ なる 開を する

た た し に SS SS に取り組 しいと

いう意 な 定時制通信制高校 校 発達

障害の生徒に した学校 あり のような

生徒への なさ た学校 あ て しいという い

た の あ う

定時制高校において SS SS の導入 的

進 おり SS SS により学校生活への

な を向上させる 見 たという なさ て

いる 小林・ ・ 保・山岡・ 多 ・ ・川上・ 上・

2 3

し しな 通信制高校における SS の実践につ

いての と ない 通信制 制 上 スクー

リン に しな て な ない の な

ての学習活動への 生徒の自 性に さ てい

る 自の 情に合 せてスクーリン とに 校 日

を変 る学校 多い 授業 ームルーム活動

の ン ー なる集団 成さ

出 して する のと にな てみな

いと ない のた 的 つ ン ーのニー

にあ たト ーニン の 開 とて し な てい

る さ に 学校 行 る集団活動に対して な

トラ 意識を ている生徒 多 SS に

いア スブ ーキン 的な内容 あ て 内面の

に関 る集団活動に 特に の を要する場合

多い 定時制 実 さ を上 ている SS につい

て の の 通信制に ると

通信制にあ た SS の研究・開発 る

⑵　早期支援への意識
学校に 支援を 要とする生徒に る け 支

援とつな る意識を て しいと感 ている

あ た 学校の教 の意識調査 見

な た視点 ある

高校生の年代になると 大 と ように の 自

の と に関連するようになる の年代 合

調 な の の の 発年 に なるの に発

見して な治 に びつける と 重要 あると考

え ている 自 について た 発達

障害者への支援 る と 障害として うつ

障害な の を 発してし う 多

い

⑶　期待される進路支援
学校 への要 として 的に多 たの 進 支

援 特に 支援の ・ 実 ある 「教 への意識

調査」 さ たように 連携に関する り 進 支援

への問題意識 な ないと え して多い の

ない

通信制生徒の多 年 によ て 年 進 指

導の重要 して ている 本 者を たる
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学習者として 定している通信制において 進 指導

進 支援 の の な 一部の する生徒に

向けた 定的な の ある 進 支援への意識 他の分

野に て なるの 方のない と と える

し ない

た し 通信制 業 定 た 進

学 しない生徒 4 に の ている の中に

家業を する の 業

中 し たな という た ている のの

業 に てし う の な ない 大

学  山 大学 大学教育研究セン ー・通信制高 学

校の 者 に関する研究会 2 1 のよう

な を みるに 通信制における進 支援 あるい

外部機関との支援の の 取り組 な

ない重要な課題の とつ あると える 的に外

部機関との連携を てい とと に ン ーンシ

業 のアフ ーケアな への取り組み して

い 要 あると る 発達障害者への 支援に

ついて 下にて する

支援 要な生徒を に進学させてし う とへの

進学を指導する場合 あ て 支援の を見

えた上 指導して しい という意見 た

大学な 障害を つ大学生な への支援

実して ている ・西村・ 2 1 支援を

要とする生徒 進学を する に 進学 の学生

支援 な との連携の 能性 検討する 要 ある

う

４－３　学校において，ますます高まる外部機関
との連携分野について
 調査を進 る中 見えて た 外部機関との連携

重要 ある分野について 下に す

⑴　発達障害者に対する支援　－精神障害者保健福祉手
帳の改正について－
発達障害者への 障害者保 の に

自治 の 基 に あり 場合によ て

障害を 発していないと さ ない場合 多

た し し 在 障害者保 の

の 改正さ 発達障害と さ た場合

す 実に さ るようにな た

さ 生活支援に関 る ー

スな を け る け な 「障害者の の促進

に関する 」に基づ 企業 しなけ な

ない「障害者」として るた

し た一 企業への への 開ける 能性 高

なる 一 を目指す 障害者 を活 する

について 本 保 者との 重 つ な検討

要 ある 高校 場において 今 障害者

の 成 を した を目指すケース えて る

と う 支援において 障害者 業・生活支

援セン ーな の 支援機関 け な に

多 の障害者の 支援に関 り 多 の を

している特別支援学校との連携に 的に取り組

い 要 あると る

⑵　自殺予防教育導入の動きについて
子 の自 を い止 ようと 文部科学 小中

高校に自 教育を導入する方 を た 進的な

の教育を 考に 授業に う取り入 る を

する 家会 し スト スとの向 合い方

みを一 えない対 を学 とを 定しモデル

校を 定するとしている 自 者の中に る 成年

者の割合 ２ に る割合 小さい

とい て子 の の問題に真 に取り組 ない いる

と 大 にな て の の に な問題を生 る

とに なり ない 文部科学 2 9

自 について 「外部機関との 的な連携」

重要 ある と う ない 機関の

自 に関する ロ ラムな に しい 保

セン ーとの連携 重要 あ う た した「

支援」への意識 重要 あると る 外部機関と

の 的な連携により 自 の 性 高い「うつ」

「 合 調 」「 障害」な を に発見し治 に

すびつける と 自 に つな るの ない

と考え る

４－４　通信制高校での支援についてのまとめと
考察

に の を えた上 通信制高校

な の支援 制の在り方について 考 してみたい

通信制に 多 な生徒 集 て る

校 のある生徒 高校を 学あるい 学をしな

て な な な た生徒の支援について考 を行う

校 学に た理 さ あ う 学

校生活 間関係の つ 大 た と さ

る と に 的に ー を けている場合

あり 進学 学校生活 学習上の課題を えている場

合 ある のような生徒 入学 に通信制を 理

に あるの あ う

考え るの 校日 の なさ あ う 学

校生活 間関係にトラブル あり つ な

い のにと て 学校に行 なけ な ない日

なけ ないに した と ない 通信制における

校日 な て 制 の の 学校に対す

るネガティブな感情をい いている 校の生徒にと

て 大 な支援の とつ あ う 通信制にお

ける への支援に役 ているの 校日 の

なさ け ないと 者 考えている 下に

する る ととする

⑴　登校日数の少なさ
校生徒 発達障害の生徒 通信制への進学を
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通信制高校の教育相談における外部機関との連携の在り方についての検討 (2)

定する 大の理 の「 校日 の なさ」 あ

う 年 学 場として 定さ た通信制

学習の基本 家庭 の自学自習 ある に 1 の

スクーリン に する と 能となるよ

う制 さ ている 日学校へ通う とへの

い生徒 に た て学校に通う と な

た生徒 あ て 1 の 校な 「 と

う」と を み出す と る 1 の 校を

1 年 2 年と けているう に 学校 学校生活に対す

る 感 り とと に 学校に通えた自分に

自信を つように なる 　

た 校日 ない と アル ト ラン

ティア に取り組 時間な 保障さ ている

のような学校 外 のコミュニケーションの場に

る と 的に 定する生徒 な 在す

る 学校 の 教 との関 り する 自分

アル ト の 場の方 と して する

と るという生徒 いる ネ ト 知り合 た

の と す時間 たり 保さ ているの

通信制な と える し ない

の他 学校生活 集団生活に対して に 感

を生 させている生徒の中に 1 日 校した け

と に に してし う の いる 通信制

自分の ース 校する と 力を さ

せるた の時間をとる と 能 ある

⑵　学校生活の基本にある「自己決定」・「自己責任」①
　―「～ねばならない」プレッシャーの緩和―
校日 の なさと ように 的な を

している要因に 「学校生活の基本にある 自 定・

自 」 あると考えている 社会 ある

年を たる目的として さ た通信制 学習のシス

テムにおいて 生徒の自 定を尊重する 成さ

ている

学校生活を る上 の 要なルール 定 ている

学校生活の内外において 所に生徒の「自 定」

尊重さ る え 学校を という 行

を という 基本的に 尊重さ る 年に

の 合 うして 学校を しなけ な

ない場合 ある と ある と 年を

たる対 としている通信制高校 的に のよう

なス ンスをと るを ないと える 通信制の教

定 的に保 者会を行 たり 学習 な を

したりするな 家庭との連携 ている のの

生徒 授業を して よ の 情 ない り の

日のう に家庭 に特に連 をとる と しない と

多い「自 」という を にあて るな

一 的に 「 取 な なる」「

３年 業 な なる」となるの う

通信制 し 「 出 した

取 た」「 出 した ３年 業 た」と

いう関 り方の う 多い つ り 「３年 業

に した と ない ３年 上 て 特

に問題 ない」というス ンスなの ある 生徒によ

て の通信制のス ンス 自 を させるとて

大 な要因となる場合 ある

通信制に入学する 生徒 「学校 いけ

ないの 」あるい 「高校 3年 業する のなの 」

という セー を多 けて た 教 語的な

セー を発する け な 非 語的 つ り 教

の生徒への関 り方 ス ンスという に

セー を発信している し しな うして

学校を し う生徒にと て 「学校

いけないの 」「高校 3 年 業する のなの 」と

いう の セー とて 大 な シャー

あり し にな なる と ない

アル ート・エリスによ て さ た「 理情動行

動 理 」 の み 出 の の

な リーフ 出 の け取り方・解 によ

て生み出さ ると考えている して 合理な考え方

あり自 定的 ある リーフを ラショ ル

リーフ 非合理な信 と び を合理的な考え方

あるラショ ル リーフに 正する と み

ると している     1991 理

的に考えるな 「高校 3 年 業する のな

の 」という考え方 と 実を してし て

おり ラショ ル リーフ あると える をラ

ショ ルな リーフに 正するとす 「高校 ３年

業 に した と ない ３年 上

て 特に問題 ない」 あ う し

た通信制のス ンスと と ある

一 的に 学校 教 の理 学校に る

と な生徒に対して に 発しな て

したり 連 をと たり 生徒への関 りを る

と 教 な 知 知 のう に ラ

ショ ル リーフ的な セー 「高校に行 ないと

行 に出 しな て を とした

・・・」を えてし ている 能性 ある のよ

うな リーフ 自 の リーフとして取り

本 にと て ラショ ル リーフとして 場合

学校 の生活にさ なる を生 させる のよう

な生徒にと て 通信制のス ンス ある「３年 業

に した と ない な て たい

した問題 ない」 学校生活を る上 的に

場合 な ない

のように 学校生活の基本にある「自 定・自

」により 一部の生徒にと て けて

いた な シャー 解 さ る と ある

によ て 自分の ース 学校生活を進 る と

能となり 自分を取り し して の と た自

定につな てい
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外部機関 さ ている進 指導について

ある 通信制 「高校を 業した 進学

をする 」という ラショ ル リーフ的な

ス ンス 進 指導を行う と ないし する

ないと考える 業 に てし う

お のある生徒に を たない いい け な

要に て支援の を し るの あ

う のように 通信制 要とさ る進 指導の

と 生徒 への一 指導的 な の通

信制の進 指導のス ルを した上 支援を 要

としている生徒への 別の支援を 能にするような

しいの ない う の 別支援の中に

外部機関との連携による支援 る と

になる う

⑶　学校生活の基本にある「自己決定」・「自己責任」②
　－自分の個性の肯定―
通信制に進学する生徒の中に 中学校 高校時

代 反 による指導を り し けて た の

多い 学校のみな 集団生活において一定の

要 あり のた の指導 学校 場 せ

ない と る ない 崎高 学校

2 7 な による取り組みな ・ 指導の

生徒の 意識の向上に ある と 広 知

さ ている

し しな ン ュー調査にて指 さ たよう

に 感覚 の方にと ての 制 の ない

さな 見 のケース ある

のの 生徒によ て 学校の 本 の 容 を

えてし ている場合 あると考え る た 反社

会的な傾向 見 ない のの フ ション

な の に対する り より高い生徒

学校の指導によ て自分の 性を 定さ たと感

てし い 自信を してし ていた生徒のケースな

者 している の他 家庭環境な

の理 によ て 学校 への 意識を内面 する

と ない生徒 在する 学校の 因 学

校生活に を してし ている のような生徒

にと て 通信制の「自 定」「自 」を尊重す

る学校 学校への 感の につな る

⑷　多様な集団内での学び
年の教育を目 としている通信制高校に 多

な年 の生徒 を て一 に学 いる 年

け な 的 多 あり りに い

校の生徒 い 年 在 している とし

て さ 多 ない 外 中高年の学習者 通

信制に 在 している 通信制の生徒に 的な を

している要因の に のような「多 な生徒集

団内 の学び」を る 　

校生徒の中に 学年の と ない

年 特に年 者と して るという

の 多い た 多 な集団の中 自分た け

特別 ない とに づ とと に 自分自 の 性

自 の 所に と る 多 な生徒間 の

お いにいい意 の を す と 多い 中

中高年学習者 年を て高校に入学あるい

入学し な ンディー あるに 学び

に対する 真 学習意 高 学校活動への

的 他の生徒な に た す とて

大 い 上野 2 9 中高年学習者 的な生徒

の援 学校活動の指導的な役割を たしている と

あり おとなしい生徒にと て 大変 い 在 ある

のように 「多 な生徒集団内 の学び」

校の生徒 発達障害の生徒 通信制高校を学び すい学

校と する とつの要因 あると える う

⑸　基本的なスタイルは維持しながらも，支援の引き出
しを増やす

考 して たように 通信制における 校

生徒に対して 的な を す要因 て

年を対 として さ た通信制教育のし みの中

に内在している の ある

通信制課 における 年の生徒の多 ・ 年

生徒指導 進 指導 教育相談な の重要性 高

て いる のの 通信制の本 の目的 ある

年に向けた教育を 進してい と 在の通信制

に通う生徒 の中に 外部機関との連携支援を 要

とする生徒 る にと て 有 な面 多いと

る

在の通信制高校に 要なの 通信制としての基本

的なス ル ス ンスを しつつ 多 な生徒に対

する の支援の 出しを してい と ない

う のた に 外部機関と 的に連携を

りな 的な支援に てい 要 ある

う
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問題と目的
年 年による への 目 している ディ

アの発達により情 を る機会 え スコミによる

センセーショ ルな あり 間の 年非行への目

し な ている 2 11 によると 一

検 年 高 の 26 8 を

ている の中 中学生に たる 14・15 の 年

の検 12 1 あり う 62 5 保 分

のない 年 ある と 年 にあたる の時

非行の 発時 あるといえる 文部科学 成

24 年 に行 た調査によると 小・中・高 学校にお

ける 力行為の発生 5 6 あ た 害

児童生徒のう 関係機関 の 司 機関 に

より の と た児童生徒 小学校 126

中学校 3 711 高 学校 537 あ た 文

部科学 中 教育児童生徒課 2 13 の と

中学生にあたる時 非行の 発時 という と

学校 場 中学校における非行問題 重大

な課題 ある な 非行 発生するの 非行の

定要因について さ な調査・研究 行

て た 非行 年の特 として セルフコントロー

ルの さ     1996   子 2 12

動性の高さ 指 さ ている 1999 子

2 12 森下 2 4 非行行動の と 性 非

社会性との関連を し さ に 子関係 ての非行行

動と の に関連する とを にした た 小

保方・ 2 5 非行傾向行為のある つ

り した の 在 非行傾向行為に を す

とを にした の他に 非行傾向行為の 行

要因として 調行動の多さ 智 2 4 小保方・

2 5 抑うつの高さ 指 さ ている 小保方・

2 5

し し の非行を 定するとさ る要因を

な 非行に ない子 た いる 小保方・

2 5 によると 非行傾向行為の 定要因 ある「

した の 在」 ありな 非行傾向行為を行

ていない子 セルフコントロール 高 と

の関係 あるという た

本研究 非行を抑止すると考え るセル

フコントロールに 目する 森下 1999 児 に

おいて 自 制 高いと 性 なる とを

にし さ に 子関係と自 制 との関連性を した

・ 司 2 9 の 育 とセルフコント

ロールの関連を日本と中 の に基づいて検討した

の 日本の中学生 一 子より のいる子

の方 セルフコントロール 高 た の 容的

な 育 セルフコントロールを高 反対に支 的

な 育 セルフコントロールを る と 分

た の 家族 の 在 セルフコン

トロールの発達に重要な役割を たすと考え る

し し 成 16 年 2 4 にある「 年

入 者の非行時における家族との 居 の 」

によると 59 1984 年に 家族と 居してい

たの 男子 6 子 4 あ た 成

15 2 3 年に 男子 82 子 68 に し

ている の と 理的に居場所 あるに

非行を してし う 年 えた と 家族の

在 し 非行に対するブ ーキの役割を たし

ない と 考え る 川 2 5 さ に たとえ

と一 にいて の相 の通 ない ある場

合 理的に とり あるという 成 し 「

の居場所 ない」とい た感覚と てい と

理的居場所感を の拠り所となる関係性 および

感 あり ありの の自分を 容さ る場 ある

という感情 と定義し の下 として 感

要 セ ン ー

荒居　知佳・石津憲一郎

      -    D -      
   S    I AS O     

C  A    IS I

キーワード：非行 非行傾向行為 セルフコントロール 居場所感

：            -      I AS O

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：11 －1
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容感 本 感 役割感 を見出した つ り

家族 いて る家 ある け な の家族と 通

い る感覚を と 子 家庭におい

て 居場所 ある と感 る と るの う

保さ て て 自分 自分をコント

ロール る感 を つ と る 川 2 5

た 児童において 自 制 に の を

す と にな ている 川・森下 1999 つ

り 家族の 在 の の セルフコントロールに

を すの な の子 家族を る

在として え 家族の中に 理的な居場所 あると感

ている と セルフコントロールを高 る要因となる

の ない と 定さ る 森下 2 3 児

を対 に 児の自 制 機能の発達に関する研究を

行 た 家庭 自 制 のう 自 抑制

の高い子 の に 容的 あ た の と

を とする家族に け入 ていると

いう感覚と自 制 に の関連 あると考え

る

松 2 11 大学生の 性において 家族関係

の中 理的な居場所を つ と 性を基 とす

る な 行動の抑制に 的 ある と さ

た た 石本 2 1 中学生において 居場

所感 学校 に している と さ た 特に中

学生男子 家族本 感 学校生活 感に を

えている と にな た さ に 年 を対

に発達に い のような 理的居場所を て た に

ついて調査した ・岡本 2 1 に対する

理的居場所感 理的居場所の広 り 理社会的発達

課題の達成において重要 ある とを にした

の と を 家族関係に対して居場所感 学

校 関係に対する居場所感の基 となる 能性

さ 家族関係に対する居場所感 あ る関係に対

する居場所感の中 重要 あると考える

上より 本研究の目的 非行傾向行為の抑止要因

として セルフコントロールを 定する要因として

家族関係における居場所感を 定し 非行傾向行為とセ

ルフコントロール 家族関係における居場所感との関連

を にする と ある

小保方・ 2 5 み 自 に行動

と す時間 するた 子 の行動の

変 に を え すい時 として学校 場 指 さ

ている と 中学生の非行傾向行為の変 につい

て みを 1学 と2学 の 学 に調査を行

ている 本研究 1 学 と 2 学 の 学

に る 調査を行う と 非行傾向行為を開

した子 開 に 非行傾向行為を た子

た に セルフコントロールと家族関係における居

場所感に のような変 み たの について 検討

る さ に 1学 2学 と に非行傾向行為を行

ていない子 を なし 1学 2学 と に

非行傾向行為を行 ている子 を 1 学

に非行傾向行為を行 ている 2 学 に 非行傾向行

為を行 ていない子 を 1 学 に非行傾

向行為を行 ていない 2 学 に非行傾向行為を行

ている子 を 開 として 分けし との特

を にする

た 1 学 の非行傾向行為とセルフコントロールお

よび家族関係における居場所感 2 学 の非行傾向行

為とセルフコントロールおよび家族関係における居場所

感に のような を すの を検討する

方法
対象者

地方の 中学校 3 校の 1 3 年生 1777 を対

とし クラス との一 により 調査を

実 した 1 学 95 6 2 学 96 1 あ

た 分 対 調査対 のう の 目 ある

の 内容に のあ た のな を さ に

学 の調査に している子 を分 対 とした

1192 分のデー 1 年生男子 198 子 189

2 年生男子 163 子 222 3 年生男子 2 2

子 218 を分 対 とした

手続き
2 13年6 1学 と9 2学 に 問 調査を行

た 1学 2学 と に対 者 ある 問

実 方 の を学校に し 教 によるクラス

との実 を した 内容の を保 するた

に調査 とと に を した 対 者 調査 を

入した 自 調査 を に入 た上 出した

なお 調査 行 た

調査内容
１ フ スシート

本アンケートの 要を したの にあた て

本アンケートへの 制 ない と 内容

情 保 さ る と 成 に い さい関係のない

と に 正解 正解 ない とを教 した に

年 クラス 出 性別の を た ク

ラス 出 について 1 学 と 2 学 のアンケー

トを対 させるた の の あり の特定 行 な

い とを した

２ 非行傾向行為の の有 11 目

非行傾向行為の 目内容 小保方・ 2 5

2 5 の非行傾向行為の の有 に関する 目と

・大久保 2 6 の 問題行動 の 6 目を

定し ミー 目 5 目を えて作成した 目に

ついて 学 間 の行動の変 を検討するた 調査 1

目 2 目 の 間 3 間 の 者に て
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分 を行う 要 ある と あなた の行動を

3 のう にした と あり す という教

に対し ある ない の 2 を た

３ セルフコントロール 9 目

 A 1993

いた セルフコントロール の 24 目のう 小

保方・ 2 5 2 5 を 考に 5 目を 定・

正し ミー 目 4 目を えて作成した

目について いいえ 1 点 といえ いい

え 2点 といえ い 3点 い 4点

の 4 を た セルフコントロール

あるの 点 高い セルフコントロール な

る

家族関係における居場所感 2 目

年 理的居場所感 定  2 7 を

目について あなた 家族 一 に生

活している に対して感 ている とを教えて さ

い という教 を え 家族について を た

た あて ない 1点 あ りあて ない 2

点 と いえない 3 点 あて る

4点 とて あて る 5点 の 5 を

た

結果と考察
合成変数の作成

調査 した 目の因子 を にするた

に 目の 点に基づいて ロ クス

による因子分 を行 た 非行傾向行為 ない

ある の 1の テ リ ルデー あるた 対 分

を行 た

１ 非行傾向行為

対 分 を行 た テ リ の 1

ない 9 24 あり ある 16 37 1 11

あ たの の テ リ 対 さ た

し し 43 あ たた ある のみ 対

分 を行 たと １ 目を テ リ

の １ 1 77 1 21 あ たた １

目を した よ て 本 1因子 5 目 あ

るとみなした 64 あ た 係 7 に た

ない 分 に 要な変 あるた した

２ セルフコントロール

1 因子を意 している あるた 因子 有 を

1に 定し 1因子5 目 出さ た 26 6 64

あ た 係 7 に たない 分 に 要な変

あるた した

３ 家族関係に対する居場所感

4 因子を意 している あるた 因子 有 を

4 に 定し 4 因子 2 目 出さ た 定 2 7

にな い 1因子を 役割感 2因子を 感

3因子を 本 感 4因子を 容感 とした

1因子 93 2 因子 94 3 因子 95

4 因子 94 あ た

合成変 の および を  1 に

す

非行傾向行為の 者 1学 と 2学

の非行傾向行為の について ある と

えた者の と割合を 2に す

非行傾向行為のタイプ別による分析
1 非行傾向行為の の 分け

非行傾向行為の 目について 一つ て る

目のある子 を非行傾向行為の ありとした 小保

方・ 2 5 2 5 にな い 非行傾向行為に

ついて の学 において ない 子

を なし の学 において ある

子 を 1 学 の時点 ある

2学 ない 子 を 1学

ない 2 学 ある 子 を 開

とした なし ない

1 1 5 1 学 2 学 と に ある

18 1 学 にのみ ある 27

開 2学 に開 した 42 あ た  

3

2 分 分

 　1 学期の分析
非行傾向行為の 別に のような特 あるの

を検討するた に 1 学 に 定した変 について 性

別 学年 非行傾向行為の を 変 1 学 の

セルフコントロール 1 学 の家族関係に対する居場所

感の 役割感 感 本 感 容感 を

変 とした の分 分 を行 た

非行傾向行為の の み た場合にのみ

Table 1　各合成変数の平均値および標準偏差

　 1学 2学 　

SD SD

セルフコントロール 1 47 2 88 1 59 2 9

役割感  18 64 4 75 18 69 4 77

感 2 84 4 66 2 79 4 59

本 感 23 69 6 7 23 57 6 3

容感 15 94 3 89 15 86 3 84
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に し 多重 を行 た 多重 に S

を した 1 学 に 定した 合成変 の

および を  4 に す

　低セルフコントロール
非行傾向行為の の み (3 1168)

1 31   1 多重 の なし

開 より 有意に セルフコントロール

た

　家族関係に対する居場所感
役割感

非 行 の の み (3 1168) 6 5  

1 多重 の なし より 役

割感 有意に高 た 性別と学年と非行傾向行為の

の 2 の 作 有意 あ た (6 1168) 2 52  

5 た 下 検定を行 たと 子の 1 年生

3年生において ・ 有意 あ た 子

1 年 生 (3 1168) 4 1   1 3 年 生 (3 1168) 5 66  

1 多重 の 子の 1 年生において な

し と開 より 3 年生において なし

より 役割感 有意に高 た

感

非行傾向行為の の み (3 1168)

6 16   1 多重 の なし

開 より 感 有意に高 た

本 感

非行の の み (3 1168) 3 57   5

多重 の なし より本 感 有意

に高 た

容感

非行傾向行為の の み (3 1168)

6 99   1 多重 の なし

より有意に 容感 高 た 性別と非行傾向行

為の の 作 有意 あ た (3 1168) 2 73  

5 た の検定を行 たと

子において非行傾向行為の 有意 あり

(3 1168) 6 96   1 多重 の 子におい

Table 2　非行傾向行為の経験の“あり”の人数と％（性別，学年別）

1 学 1 年 2 年 3 年

　 　 男 男 男

よ の の自 を り 勝 に たりする 3 1 2 3

25 8 17 25

な の理 ないのに学校をさ る 4 2 6 8 6 2

34 17 5 67 5 17

の を お を に て る 3 1 2 2 2

25 8 17 17 17

た を う 2 1 1 1

17 8 8 8

に て お を 3 4 3 2

　 25 34 25 17

2 学 1 年 2 年 3 年

　 　 男 男 男

よ の の自 を り 勝 に たりする 3 2 1 1

25 17 8 84

な の理 ないのに学校をさ る 6 2 4 7 14 5

5 17 34 59 1 17 42

の を お を に て る 2 1 2 6

17 8 17 5

た を う 1 8

8 67

に て お を 4 4 12 5

　 34 34 1 1 42

Table 3　非行傾向行為の経験による群ごとの人数（性別，学年別）
1 年 2 年 3 年

　 男 男 男 合

なし 186 184 153 2 2 174 2 6 11 5

2 1 2 5 7 1 18

2 2 4 9 7 3 27

開 8 2 4 6 14 8 42
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て なし より 有意に 容感

高 た

2 学期の分析
非行傾向行為の 別に のような特 あるの

を検討するた に 2 学 に 定した変 について 性

別 学年 非行傾向行為の を 変 2 学 の

セルフコントロール 2 学 の家族関係に対する居場所

感の 役割感 ・ 感 ・ 本 感 ・ 容感 を

変 とした の分 分 を行 た 非行傾向

行為の の み た場合にのみ に

し 多重 を行 た 多重 に S を

した 2 学 に 定した 合成変 の

および を  5 に す

低セルフコントロール
非行傾向行為の の み (3 1168)

9 99   1 多重 の 開

Table 4　1 学期の各合成変数の平均値および標準偏差と分散分析結果（性別，学年別，非行傾向行為の経験群別）

セルフ
コントロール

役割感 感 本 感 容感

学年 性別 SD SD SD SD SD

なし 1年 男 1 35 2 89 2 3 4 55 21 92 3 76 25 15 5 2 16 68 3 6

9 28 2 52 19 65 4 3 21 95 4 6 25 34 5 34 16 76 3 48

2 年 男 11 4 2 57 18 54 4 36 2 48 4 48 22 53 5 9 15 59 3 75

1 42 2 97 18 26 5 2 72 5 23 26 6 65 15 94 4 7

3 年 男 1 9 2 79 18 32 4 73 2 16 4 73 22 76 5 85 15 6 3 72

1 5 2 54 18 2 4 47 2 94 4 37 24 1 5 74 15 84 3 83

合 1 31 2 78 18 79 4 64 21 5 4 46 28 29 5 89 16 8 3 77

1 年 男 15 18 5 9 19 18 5 9 19 23 9 9 15 7 7

14   7   16   1   7  

2 年 男 12 5 6 36 19 1 41 2 24 5 71 16

11 8 2 17 19 4 4 16 21 2 5 31 24 4 7 37 16 4 4 51

3 年 男 13 86 1 68 16 57 4 35 16 29 5 79 19 43 5 41 13 71 3 2

16   1   1   15   8  

合 13 39 2 48 16 94 5 21 17 94 5 67 21 6 67 14 17 4 31

1 年 男 11 1 41 2 5 71 23 2 83 26 5 71 17

12 5 4 95 14 5 71 21 5 66 27 4 24 14 5 3 54

2 年 男 11 75 5 12 15 75 7 8 18 5 29 19 75 9 46 12 5 5 2

13 56 2 7 14 67 5 7 15 89 7 22 18 22 9 48 12 11 4 96

3 年 男 14 29 3 9 17 14 6 72 17 86 6 62 2 71 8 34 13 43 5 16

1 33 2 31 9 2 65 14 67 8 74 14 67 8 5 9 4 58

合 12 85 3 29 15 26 5 81 17 48 6 48 19 96 8 48 12 7 4 74

開 1 年 男 9 38 3 96 16 13 7 86 17 25 8 5 2 5 1 4 13 13 6 71

1 5 71 24 5 71 24 1 41 3 19 1 41

2 年 男 11 5 3 11 16 8 41 16 75 8 88 19 5 1 8 13 25 7 27

12 17 1 17 18 83 4 17 2 5 4 32 24 33 5 43 16 3 41

3 年 男 13 79 4 2 18 86 5 25 19 64 5 17 23 7 6 4 16 7 4 32

12 3 66 15 2 73 17 38 5 42 19 6 65 13 88 3 68

合 12 3 68 17 6 5 74 18 81 6 1 21 98 7 48 14 95 4 88

性別 15 5 5 24 65 1 95

学年 1 36 2 55 3 88 2 66 1 95

非行傾向行為の 1 31 6 5 6 16 3 57 6 99

性別 学年 68 3 3 1 62 1 28 2 4

学年 非行傾向行為の 1 25 1 36 1 45 1 93 1 49

性別 非行傾向行為の 41 3 85 1 64 2 3 2 73

性別 学年 1 34 2 52 1 43 2 1 67

非行傾向行為の

1  5

開 における 1年 子と 3年 子 者 1 あ たた 出さ な た
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なし より 有意に セルフコントロール 高

た

家族関係に対する居場所感
役割感

非行傾向行為の の み (3 1168)

5 33   1 なし より 有意に役割感

高 た 学年と非行傾向行為の の 作

有意 あ た (6 1168) 2 21   5 た

の検定を行 たと 1 年生 3 年生における非行

傾向行為の の 有意 あ た 1 年生

(3 1168) 3 8   5 3 年 生 (3 1168) 6 16   1

多重 の 1 年生において なし よ

り 3 年生において なし と開 より

有意に役割感 高 た 性別と非行傾向行為の の

作 有意 あ た (3 1168) 3 55   5 た

の検定を行 たと 子において

Table 5　2 学期の各合成変数の平均値および標準偏差と分散分析結果（性別，学年別，非行傾向行為の経験群別

セルフ
コントロール

役割感 感 本 感 容感

学年 性別 SD SD SD SD SD

なし 1年 男 1 53 3 2 2 26 4 55 21 97 4 6 25 41 5 28 16 84 3 74

 9 47 2 61 19 54 4 26 22 3 3 77 25 13 5 25 16 38 3 51

2 年 男 11 2 86 18 56 4 59 2 46 4 33 22 92 5 61 15 97 3 51

1 32 2 79 17 98 4 85 2 39 4 98 22 88 6 58 15 66 3 95

3 年 男 11 46 2 64 18 47 4 98 19 99 4 92 22 53 6 17 15 33 3 99

1 4 2 62 18 24 4 48 2 96 4 2 23 67 5 52 15 84 3 56

合 1 44 2 82 18 83 4 68 2 98 4 46 23 78 5 86 16 3 75

1 年 男 15 5 3 54 17 5 9 19 19 5 7 78 24 8 49 14 8 49

14 5 22 15 9

2 年 男 13 5 3 54 19 1 41 2 1 41 23 5 71 15 1 41

1 6 1 52 17 6 5 81 18 4 6 84 22 6 7 3 14 8 5 7

3 年 男 13 86 3 44 15 14 6 89 15 14 7 54 16 9 4 12 14 5 3

15 8 13 12 8

合 13 17 3 3 15 56 6 55 17 33 6 39 19 28 7 89 13 4 96

1 年 男 12 5 71 22 5 71 25 29 5 71 19 5 71

12 2 83 15 5 71 23 1 41 27 5 3 54 16 5 4 95

2 年 男 12 75 2 87 19 3 37 19 75 3 95 22 5 5 7 14 5 3 7

12 33 2 6 16 22 4 9 17 67 5 57 2 44 7 65 14 3 35

3 年 男 12 14 3 34 18 14 3 2 18 86 3 58 22 4 69 14 86 3 2

12 33 3 21 12 33 3 21 14 33 2 31 16 67 5 13 11 1 73

合 12 33 2 45 17 11 3 95 18 85 4 69 21 93 6 28 14 56 3 48

開 1 年 男 1 88 5 36 18 6 74 2 25 5 4 21 13 8 18 13 75 5 7

1 4 24 21 5 66 25 3 18 2 83

2 年 男 12 5 2 38 17 8 52 17 6 16 2 25 9 95 13 25 6 8

12 17 3 19 2 5 6 9 21 6 66 25 17 7 76 15 83 6 1

3 年 男 14 36 3 3 17 21 4 98 17 71 5 11 2 64 7 11 14 43 4 18

11 5 2 39 13 38 4 87 15 63 6 16 5 8 11 12 75 5 4

合 12 45 3 62 17 26 5 96 18 55 5 7 21 7 99 14 24 5 1

性別 2 51 8 96 4 74 1 51

学年 72 4 43 9 47 7 54 3 44

非行傾向行為の 9 99 5 33 3 4 3 11 5 12

性別 学年 4 2 18 96 91 1 22

学年 非行傾向行為の 87 2 21 2 12 2 38 1 27

性別 非行傾向行為の 17 3 55 1 29 1 78 1 76

性別 学年 46 1 5 1 19 1 82 1 28

非行傾向行為の

1  5

開 における 1年 子と 3年 子 者 1 あ たた 出さ な た
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有意 あ た (3 1168) 6 49   1 多重

の 子において なし と開 より

有意に役割感 高 た

感

非行傾向行為の の み (3 1168)

3 4   5 なし と開 より 有

意に 感 高 た 学年と非行傾向行為の の

作 有意 あ た (6 1168) 2 12   5 た

の検定を行 たと 3 年生におけ

る非行傾向行為の の 有意 あ た

(3 1168) 8 69   1 多重 の 3 年生にお

いて なし と開 より 有意に 感

高 た

本 感

非行の の み (3 1168) 3 11   5

なし と開 より 有意に本 感 高

た 学年と非行傾向行為の の 作 有意

あ た (6 1168) 2 38   5 た の検

定を行 たと 3 年生における非行傾向行為の

の 有意 あ た (3 1168) 7 44   1

多重 の 3 年生において なし と

開 より 有意に本 感 高 た

容感

非行傾向行為の の み (3 1168)

5 12   1 多重 の なし と

開 より 有意に 容感 高 た

判別分析
セルフコントロールと 家族関係に対する居場所感

の 役割感 感 本 感 容感 非行

傾向行為の有 を する を調 るた ステ

による 別分 を行 た 非行傾向行為の有

に関して 非行傾向行為の 目について 一つ

て る 目のある子 を非行傾向行為の あり

外を非行傾向行為の なし とした

1 学 の セルフコントロールと 1 学 の家

族関係に対する居場所感の 役割感 感 本

感 容感 1 学 の非行傾向行為の有 を

する を調 るた 1 学 の セルフコントロー

ルと 1 学 の家族関係に対する居場所感の 役割感

感 本 感 容感 を 変 1 学

の非行傾向行為の有 を 変 とした分 を行 た

の 1学 の セルフコントロール 1学 の

居場所感の 感 の 2 変 ’λ 有意 あ

た セルフコントロール ’λ 96   1 感

’λ 95   1 さ た正 別関 係

セルフコントロール 86 感 35 あり

ルー 重 の関 非行傾向行為 なし 11

非行傾向行為 あり 46 あ た ’λ 95  

1 の セルフコントロール 高

感 いと非行傾向行為 あり 別さ 反対に

セルフコントロール 感 高いと非行傾向行

為 なし に 別さ るという とを している

別的中 なし 61 9 あり 56 7

6 9 あ た  6

2 学 の セルフコントロールと 2 学 の家族関係

に対する居場所感の 役割感 感 本 感

容感 2学 の非行傾向行為の有 を する を

調 るた 2 学 の セルフコントロールと 2 学

の家族関係に対する居場所感の 役割感 感 本

感 容感 を 変 2 学 の非行傾向行為

の有 を 変 とした 分 の 2 学 の セ

ルフコントロール 2学 の居場所感の 感 の 2

変 ’λ 有意 あ た セルフコントロール

’λ 92   1 感 ’λ 91   1

さ た正 別関 係 セルフコントロー

ル 9 感 29 あり ルー 重

の関 非行傾向行為 なし 17 非行傾向

行為 あり 56 あ た ’λ 91   1

の 1 学 と セルフコントロール 高

Table 6　1 学期の非行傾向行為の有無の 1学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 なし あり

なし N 968 599 61 9 369 38 1

あり N 224) 97 43 3 127 56 7

   

Table 7　2 学期の非行傾向行為の有無の 2学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 なし あり

なし N 92 626 68 294 32

あり N 272) 1 2 37 5 17 62 5

   

Table 8　2 学期の非行傾向行為の有無の 1学期の低セルフコントロールと居場所感の各因子による的中率
　 なし あり

なし N 92 557 6 5 363 39 5

あり N 272) 1 4 38 2 168 61 8
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感 いと非行傾向行為 あり 別さ 反

対に セルフコントロール 感 高いと非行傾

向行為 なし に 別さ るという とを してい

る 別的中 なし 68 あり

62 5 66 8 あ た  7

に 1 学 の セルフコントロールと 1 学 の

家族関係に対する居場所感の 役割感 感 本

感 容感 2学 の非行傾向行為の有 を

する を調 るた 1学 のセルフコントロールと

1 学 の家族関係に対する居場所感の 役割感

感 本 感 容感 を 変 2 学 の非行

傾向行為の有 を 変 とした 分 の 1 学

の セルフコントロール 1 学 の家族関係に対す

る居場所感の 感 の 2変 ’λ 有意 あ

た セルフコントロール ’λ 94   1 感

’λ 94   1 の 1 学 のみ 2学

のみの と セルフコントロール 高 感

いと非行傾向行為 あり 別さ 反対に セ

ルフコントロール 感 高いと非行傾向行為

なし に 別さ るという とを している

さ た正 別関 係 セルフコントロール

89 感 31 あり ルー 重 の関

非行傾向行為 なし 14 非行傾向行為 あり

49 あ た ’λ 94   1 別的中 な

し 6 5 あり 61 8 6 8

あ た  8

分散分析の考察
1 非行傾向行為の変 の特

非行傾向行為の 別に のような特 あるの

を検討するた に 開 なし

の 4 非行傾向行為を る

あり 開 非行傾向行為の開 ある 1

学 に 定した変 について分 分 を行 た

す ての 変 において 非行傾向行為の の有

意な み なし 非行傾向行為を 1

行 た とのある他の 3 に るとセルフコント

ロール 高 セルフコントロール 非行の抑止要因

あるとする 行研究 小保方・ 2 5 と一 す

る た た なし 他の 3 よ

り 感 高 家族に対して るという感覚

非行を抑止する 能性 さ た さ に

なし 1学 に非行傾向行為を行 ていた

より 役割感と 容感 高 た 1 学 と 2 学

と に非行傾向行為を行 ていた より 本

感 高 た 上の 家族関係に対する居場

所感 非行傾向行為の抑止要因になる 能性 さ

た

子において 1 学 に非行傾向行為を行 ていない

なし と 開 1 学 に非行傾向行為

を行 ている と より 役割感 高

子にと て役割感 非行傾向行為を抑止する要因

となる 能性 さ た 特に 1 年生 子において

なし と 開 より 3 年

生 子において なし より 役割

感 高 1 年生と 3 年生の 子にと て 役割感 高

い と 非行傾向行為を抑止する要因となる 能性

さ た 1 年生 中学校に入学した り あり つ

い 小学校の 上学年としての役割を ていた

と あり 家族 ている感覚 役に て

いるという感覚を すい ない と考える

た 3 年生 上学年 あり リー ーを さ たり

生 他学年 る機会 多 なるた 実 に

リー ーをしていたり に たりする子 と

う ない子 と 家族に対する役割感に 生

非行傾向行為へと ているの ない と考え

る 家族関係における役割感と学校における役割感に関

連 あるの 今 検討 要 ある た 容感

子において より 1学 と

2学 と に非行傾向行為を行 ていない なし

高 子にと て家族に 容さ ているという感覚

的に非行を抑止するの ない と考え る

2 非行傾向行為の変 の特

非行傾向行為の 別に のような特 あるの

を検討するた に 開 なし

の 4 非行傾向行為を た

あり 開 非行傾向行為の開 ある 2

学 に 定した変 について分 分 を行 た

す ての 変 において 非行傾向行為の の

有意な み なし 1 学 と に

非行傾向行為を 1 行 た とのある他の 3 に

るとセルフコントロール 高 セルフコントロール

非行の抑止要因 あるとする 行研究と一 する

た た なし 2 学 に非行傾

向行為を行 ていた 開 と ると

感 本 感 容感 高 さ に なし

と ると役割感 高 た と 1

学 と に 家族関係に対する居場所感 非行傾向行

為の抑止要因 ある 能性 さ た

役割感 子において なし と 開

より 高 た 1 学 と 2 学 と

に非行傾向行為を行 ている ある 子の役割

感に関して 2学 に非行傾向行為を行 てい

る 開 と なる特 を ている と

にな た た 1 年生において なし

と すると役割感 高 た 年

の への し 一 の 間としての

自 を しようとする 理的 を える時 ある

1928 し し 中学 1 年生 年
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に 入した り あり 理的に る

に てお を 家族に対する 大

い あるといえる のた に 家族に対して役に

ているという感覚 1 年生の非行傾向行為に大

を えるの ない と考え る さ に 3

年生において なし 2 学 に非行傾向行為

を行 ている 開 と ると役割感

感 本 感 高 た を え 部活動な を

し家庭 す時間の多 な た 3 年生にと て

家族の役に てているという感覚 家族に対して

る感覚 本 家族と関 り合える関係性 非行傾

向行為を抑止するの ない と考え る

判別分析の考察
1 学 の セルフコントロールと家族関係に対する居

場所感の役割感 感 本 感 容感 1 学

の非行傾向行為の有 を 2 学 の セルフコントロー

ルと家族関係に対する居場所感の役割感 感 本

感 容感 2学 の非行傾向行為の有 を する

を調 るた 別分 を行 た

1 学 2 学 と に 非行傾向行為の有 を 別す

るに セルフコントロール と家族関係におけ

る居場所感の 感 の 大 いと さ セ

ルフコントロールの い子 非行傾向行為を行う

傾向にある と にな た の研究

非行とセルフコントロールの関連 さ ており

     1993 子  2 12 の

行研究を支 する といえる た セルフコ

ントロール 感 い子 非行傾向行為

を行う傾向にある と さ た 川・森下 1999

児童において 自 制 に の を す と

を にしており 中学生において セルフ

コントロールを る 能性 さ た

さ に 1 学 の セルフコントロールと家族関係に

対する居場所感の役割感 感 本 感 容感

2学 の非行傾向行為の有 を する を調 るた

分 を行 た 1 学 のみ 2 学 のみの と

に 2 学 の非行傾向行為の有 を 別するに 1

学 の セルフコントロール と 1学 の家族関係に

対する居場所感の 感 の 大 い と さ

1 学 のセルフコントロール 感 2 学 の

非行傾向行為の有 を する 能性 さ た

上の 一 しており セルフコントロール 家

族関係に対する 感の高さ 一時的に非行傾向行為

を抑止する け な 的に非行傾向行為を抑止す

る を つと考え る

総合考察
上の 一 して セルフコントロール 非

行傾向行為を抑止する を つ と にな

た の 一時的な の な １学 のセルフ

コントロールの高さ ２学 の非行傾向行為を抑止する

というように セルフコントロールの高さ の の非行

傾向行為を 抑止する 能性 さ た

た 家族関係に対する居場所感と非行傾向行為の有

の関連 さ 特に 家族関係に対する居場所感の

う 感の高さ 非行傾向行為を抑止する と

さ た さ に 家族関係に対する居場所感 セルフ

コントロールの 定要因 ある 能性 さ た 家族

関係に対する居場所感 セルフコントロールと に

の 一時的な の な 家族関係に対する居

場所感の高さ の の非行傾向行為 抑止する 能性

ある と さ た

今後の課題と展望
本研究 非行傾向行為とセルフコントロールおよ

び家族関係に対する居場所感に関して 中学生を対 と

した 的研究を行 て た 本研究 非

行傾向行為の の との特 を にするた

に 非行傾向行為の の有 により なし

開 の 4 つの に 分けした

ない 18 と の 1 に た

開 にいた て の 3 あ た

のた に な な た 能性 考え

る 調査 力者の を し 非行傾向行為の

との特 を 検討する 要 ある 非行傾向行為の

との特 より にな 非行傾向行為の

容 になり より一 の非行の へと

る と さ る

た 家族関係に対する居場所感について 本研究

家族を 一 に生活している と定義した

し し 家族 成 の 家庭によ て なり

子 た 一 とり のような関係を 家族 と

え の家族と 的に のような関係性にあるの

ない 久 ・宮 2 12 において 居

の非行 年と 居の非行 年と なる

た とを考 すると 今 家族 成 の在り方な

せて検討してい 要 ある

本研究 セルフコントロールを抑止する要因とし

て家族関係に対する居場所感のみについて検討した

学校 場において 家族のあり方に介入してい の 容

ない 石本 2 8 において 大学生 家族関

係 関係において居場所 ないと感 ていると

ン ーネ ト上の 関係へと居場所を る 能性

さ た た ・岡本 2 1 に対す

る 理的居場所感 い 年 児童 と

理的居場所 な 理的居

場所として機能するようになる と さ た つ

り ある関係において居場所 ないと感

ていて 外の関係において居場所を る
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と の を おうとしているという と あり 居

場所感 他の関係に対する居場所感と相 に い合う

と る 能性 考え る 学校 場において

的介入し すい学校 関係に対する居場所感

定し 家族関係に対する居場所感 学校 関係に対

する のと相 的な役割を たす と さ 学

校 場において 居場所感を高 るた に 的な介入

を行 てい と 能になる た 本研究において

家族関係に対する居場所感 学校における居場所感

の を ける 能性 さ た の と

家族関係 外に対する居場所感について 検討

し 家族関係に対する居場所感に のような

を すの を にする と 非行傾向行為の

ある 年に のような点 介入していけ よいの

より になる の点について検討してい と

今 の非行 に役 つ のとなると考え る

に 本研究 中学生において 家族関係に対

する居場所感 非行傾向行為を抑止するセルフコント

ロールを 定する と にな た の研究に

おいて 自 さ ていない の 年の居場所

づ りに の場に 他者の見 りの な し

ていなけ な ない と 川 2 4 居場

所を保 する大 いる と 野 2 6 指 さ

て た の と 家族 に子 を見 り

な あ うと 子 を に け入 る 在

ある 要 ある う し し 代社会において

家族 一 子の の な により 家

族の 小する傾向にある な 代おいて家族

りに の機能を るの 大 す るの

ない う な 代 地 学校に

おけるコミュニティを重視し み な 子 を育てて

い と 重要 あると考える
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年の家族機能の特 について　日本 理学会大会発

文集 461

松 郎 2 11 大学生における 的居場所と 性

との関連　日本 年 理学会大会発 文集 24-25

・岡本裕子 2 1 年 における 理的居

場所に関する研究― 理社会的発達の視点 ―　広

大学 理学研究 1 229-243

文部科学 中 教育児童生徒課 2 13 成 24 年

「児童生徒の問題行動 生徒指導上の 問題に関す

る調査」について　文部科学 発 資

森下正 1999 児 の自 制 と い り・

性 子関係との関連　日本教育 理学会 文集 41

236

森下正 2 3 児の自 制 機能の発達研究　

山大学教育学部教育実践総合セン ー 要 13

47-56

森下 2 4 中学生の非行行動に関連する要因につ

いての 的研究―学校における非行 止 ロ ラ

ムの開発に向けて―　 ンセリン 研究 47 135-

145

定 合子 2 7 年 理的居場所感 の作成 

日本教育 理学会総会発 文集 337

智 2 4 学校への 成 非行抑制要因に

なるの ―非行の自 デー の分 ―　日本教育

理学会総会発 文集  654

小保方 子・ 2 5 中学生の非行傾向行為の

行要因―1 学 と 2 学 の 調査 ―　 理学

研究 77 424-432

小保方 子・  2 5 子関係・ 関係・

セルフコントロール 検討した中学生の非行傾向行

為の 定要因および抑止要因　発達 理学研究 16

286-299
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非行傾向行為の抑止要因としてのセルフコントロールと家族関係に対する居場所感についての検討

・ 司一子 2 9 の 育 と中学生のセ

ルフ・コントロール―中 と日本の 分 に基づい

て―　日本教育 理学会 文集 (51)  322

1999 代 年非行の ― の 代の

生　 年非行の ― の 代の 生　有 　

1-35

川 子・森下正 1999 児童 の自 制 の発達

と 感・コン テンスとの関連　日本教育 理学会

文集 593

野 2 6 ア ア リティの子 ・ 者

の居場所づ り　 大学教育 間科学部 要 

教育科学 8 261-273

2 14年 １日

2 14年1 日 理
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ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

問題と目的
年 た の生 る 代 スト ス社会と

うつ 者 自 者の し けている 視 の

と によると 2 12 年の日本の自 者 27 858 あ

り 年 3 の 自 の を ている 行

による たな対 み 行 ている として

多 なスト スに対 しな た 生活してい

な ない 特にスト スの 因にな ているの

間関係による の 川・林 2 1 うした

み 源的な解 あり 間 うい たス

ト ス 解 さ ない と ある し し な と

あ たと に と み ける と う ない

在する 抑うつ する と しない

との間に のような い あるの う

松本 2 9 によると抑うつの に 反 ス

ルという抑うつ 分について考える反すう -

と抑うつ 分を の とによ て す

し の さ ている 反すう

と 研究者間において の定義 一 な

な の 在しており 反すうの内容に に定

義している の あ ネガティブな に関する反

すうに 定して 点を てている の ある 本研究に

おいて 抑うつに関連 あるとさ ているネガティブ

な反すうについてみてみる とにする 　　

ネガティブな反すうと 「 の にと て 定的・

的な を い間 り えし考える と」

と定義さ ている ・上 2 1 ・上 2 1

によるとネガティブな反すう うつ の

能な と ネガティブな反すうを行う とにより うつ

さ るという ている のよう

な抑うつという 点 年ネガティブな反すうとい

うの 目さ ている

ネガティブな反すう傾向による りの いを見た

研究に 下のような の ある 口 2 8 による

と ネガティブな反すう傾向 い者 ネガティブな

出 た 一時的に して

自分 る 自分 の いいの

な というように自分に 定的な を え 自信を見

出す と 社会的に の い に る と

ると さ ている のように考えると ネガティ

ブな反すうにと に い者 定的な自 を

取り してい を自 見つけていける者 あると考

え る た 2 1 抑うつ を

させる一つの指 として - 自 への

しみ をあ ている と 自分をいた り 自

分を大 にしようとする動機 た 抑うつ の

を支える方向 作 するといえる

さて うい た自 に対する 定的 ティ

ブな感覚の一つ 自尊感情という 面 検討さ て

た  1998 村 (2 12) の自尊感情

の とを「感情的な 面を 自 に対する 定的

な 」と定義している 自尊感情と 的 との

関連 非 に多 の研究 さ て た 村

2 11 の一方 高い自尊感情と な自尊感情

なる 能性 指 さ ている  2 3 実 に

高い自尊感情 社会 を 害する 能性 指 さ

定さ ている自尊感情に の 定性 的な意

の自 を 制し ていない 能性 考え える

     2 た 年の研究

自尊感情 高い者の中に り 意を すい者

いる の 定的 面 さ    

   1991 自尊感情 の高さ け な

変動性を た研究 行 ている 本 において

自尊感情の変動性において 男性 自尊感情 定

している 性 自尊感情 定な

害 的 における 高い と ・

2 12 自尊感情の変動性 高い 自尊感情 定

ある 村  2 11 とな さ ている

の自尊感情の変動性に 点を てた場合 年

綿谷日香莉・石津憲一郎

     N     -         -

  A A A    IS I

キーワード：ネガティブな反すう 自尊感情 自尊感情の変動性

：         -   -

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：1 －1 1

　



126

自 定になり 相対的に に自尊感情

の変動 み る A    D  198

うい た自尊感情 の変動性と ネガティブな反

すうに 関係 あるの う ・今野 2 9

自尊感情 機に した に生 る感情に て ネ

ガティブな反すう 生 する 能性を指 している

自尊感情 に た に生 る感情とし

て 感 みの３つの自 意識的感情に

目し ネガティブな反すうとの関連を検討した の

と み ネガティブな反すうと関連している

と さ 中 ネガティブな反すうと 関

連していたの み ある と さ ている し

し 的に ネガティブな反すうと自尊感情の変動性

を た研究 見 た 抑うつに大 を え

るネガティブな反すうと 自分に対する ティブな感

覚 ある自尊感情 および の変動性を検討してい

とに として大 な意 あると考え る た

し 年 を対 とした 研究によ

自尊感情の さ 抑うつに を える 抑うつ 自

尊感情の 下に しない と さ ており の

ロセス 反すう 定さ ている O      

 2 8 た 上 の ・今野 2 9 によ

自尊感情 に した に 反すう 生 する

能性 指 さ ているた 自尊感情 下すると

ネガティブな反すうにつな り すいと考え る

た 自尊感情 下した場合 を高 てい うとす

る動機 と考え る のの 行研究を する

と 自尊感情と の変動性に と 相関 ある

と 知 ている した て 自尊感情と自尊感情の

変動性 ネガティブな反すうに える について

的に検討する ととする た の関連性に

ついて 的に検討を行うた 本研究 2 間の

間をあけ 2 の調査を行うという 的な 画

を いる ととする

本研究の ２つをあ る (1) 自尊感情の変動性

高いとネガティブな反すうを し すい う  

(2) 自尊感情 いとネガティブな反すうを し

すい う

方法
調査協力者

地方の大学の学生249 男子1 9 子14

ある のう 入 あ た のを 2

の調査の 方に 力していた いた 187 男子 77

子 11 を分 対 とした 年 19 48

あ た た SD 1 37 あ た

測度
フ スシート 1 2 年 性別と 2

目の 問 と 者を一 させるた に 携 の

下 4ケ と の ニシャルの 入を た 携

と ニシャル 1 目の調査と 2 目の調査の を

合するた に いた

なお本調査の実 にあたり 問 への 制

ない と 特定さ ない と を した

1と 2 下の を した

　ネガティブな反すう傾向 ・上  2 1

ネガティブな反すう傾向 15 目 なる

・上 (2 1) の作成した のを いた 「ネガティブ

な反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール

能性」の２因子 成さ ており 6 の

定を いた 方 目につ 「あて る」「

しあて る」「 というとあて る」「

というとあて ない」「あ りあて ない」「あ

て ない」の 6 の 点を「あて

ない」を 1 点 「あて る」を 6 点とする 1 6

点とした の合 点 高い ネガティブな反すう

をする傾向にあるという とになる して 目の

に「あなた よ 考える「 な と」 あり した

の内容を すの 入して さい 」

と し 者へ 入を た の

の と 自分 外の にし ている 自分 外の

に ているな の 入 あ た者 性障害 外

性スト ス障害な に する 能性 あるとして

調査対 とにな ている 本研究において

者 いな た

　  S -  I  S      

 2 9

 S -  I  S  

    (2 9) の作成した のを日本語に し

いた の日本語の の に に

の を を けて行 た 会社に し

ラン 語 日本語への を行 た の日本

語 さ た のを ラン 語に するた に な

る 会社に した 日本語 ラン 語に し

ていた いた を に - 信し フィー

クをいた いた のフィー クを 考に日

本語の 正を え 者に して た

の 自分の自 変動し すいと てい

る う の変動 知を る と る 方

目につ 「非 によ あて る」「よ あて

る」「 あ ああて る」「 の しあて る」

「 あて ない」の 5 の 点を

1 5 点とした の合 点 高い 自尊感情

変動し すいという とになる

　自尊 山本・松井・山成 1982

自尊 1 目 なる山本・松井・山成 

(1982) の作成した のを いた 方 目につ

「あて る」「 あて る」「 ない」

「 あて ない」「あて ない」の 5

の 点を 1 5 点とした の合 点 高い
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自尊 高いという とになる た し 因子への

に た 目 8「 と自分自 を尊

るようになりたい」を いた 9 目の合 点を

自尊感情 点とした

の を 2 間の 間をあけ 定した

た 1 目 2 目のアンケート のアンケート

に う し た と を 入して

い ティブな 分 アンケートを して える

ように した

結果
点の 小 ・ 大 ・ ・ を

として 1に した

行研究に基づ ネガティブな反すうを 2因子 「ネ

ガティブな反すう傾向」「ネガティブな反すうのコン

トロール 能性」 自尊感情高 を 1 因子 自尊感

情変動を 1 因子として の因子 とに 1

と 2 信 性の分 を行 た 「ネガティ

ブな反すう傾向」 1 879 2

889 「ネガティブな反すうのコントロール 能性」

1 74 2 733 自尊感情高

1 832 2 741 自尊感情

変動性 1 788 2 812 あ

た の ある の信 性を たと した

変 間の相関を検討するた の相関分

を行 た の 自尊感情の変動性 自尊感情と

非 に い の相関 1 見 た  - 18  

5 2 見 な た 一方 １

において自尊感情の変動性 ネガティブな反すう傾向と

ネガティブな反すうのコントロール 能性と 相関

さ た   31   1     16   5 

に 1 において 自尊感情 ネガティブな反すう

傾向と ネガティブな反すうのコントロール 能性と

の相関 み た  - 35   1    - 35  

1 

に 自尊感情変動性とネガティブな反すう傾向と

の関連を検討するた 1 の自尊感情変動性と

1 のネガティブな反すうにおける 分 を行

た

　 1 の自尊感情変動性と 1 のネガティブな

反すうにおける 介分

1 の自尊感情変動性と 1 のネガティブな反

すうにおける 介分 の 自尊感情変動性とネガ

ティブな反すうに 有意な相関 見 た

に 1 の自尊感情変動性を調 変 1 の

自尊感情を 介変 とする分 を行 た の

1 自尊感情変動性 1 の自尊感情への ス

作 有意 - 15   1 あ た 1

自尊感情変動性 的にネガティブな反すうに を

え た 自尊感情変動性 自尊感情を 介しな

ネガティブな反すうに を える と さ た

に自尊感情変動性とネガティブな反すうのコント

ロール 能性との関連を検討するた 1 自尊

感情変動性を調 変 1 自尊感情を 介変 と

する分 を行 た の 1 自尊感情変動

1 コントロール 能性への ス 作

- 15   1 有意 あ た 2 の

自尊感情変動性 い 自尊感情を 下させ ネガ

ティブな反すうのコントロール 能性を高 る と

分 た なお 自尊感情変動性と自尊感情の を

いに入 えた場合 十分な 係 な

たた 本研究の を している

　ネガティブな反すうと自尊感情高 および の変動

性との関連についての モデル 3

のモデルの分 において 3 に さ た

を モデルとした 変 の

係 を 3 に した モデルの 合

C I 998 I 979 A I 938 S A 34 あ

り 合 十分 あ た 係 を見ると

 1 自尊感情変動性  2 自尊感情変動性に有

Table1　　各変数の記述統計量

小 大

1自尊感情変動性合 4 2 11 22 3 13

1 自尊感情高 合 13 41 27 76 6 18

1 ネガティブな反すう傾向合 7 41 23 99 7 31

1 ネガティブな反すうの 4 23 13 5 3 88

コントロール合

2自尊感情変動性合 4 2 11 15 3 22

2 自尊感情高 合 1 43 27 92 6 41

2 ネガティブな反すう傾向合 7 41 23 22 7 3

2 ネガティブな反すうの 4 22 12 9 3 52

コントロール合
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Figure1　自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたネガティブな反すうに対する作用
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Figure2　自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたコントロール不可能性に対する作用
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Figure3　自尊感情の変動性、自尊感情、ネガティブな反すうに関する交差遅れ効果モデル

 

 

 

Figure3! "#$%&'()*"#$%*+,-./01234526789:;<=>? 

 !"#$%&'()*+,-.#/0 0 0  0 123456237.89 

T1:::Time15T2:::Time2 .89 

 

 

!"#$

%!&'$$

!""$$

%!((

%!&)$$

!*"$$

!*#$

!("$$

!(+

!*,$$

%!("$

%!(,$$

!((

!'+$$

!+,$$

%!#)$$

!"#$%&'()

!"*+,-./012
!"3456789:;)

!<*+,-./012
!<3456789:;) =>

!"#$%&
!<'(?@

!<#$!"

="

=A

=<
!<#$%&'()

 

 

**p<.01 

 

Figure1! "#$%&'()*+,'-."#$%*/0'-123456789:;<=>;?@A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

!"#$

!"#$%&' ()*+,-./0

! "#$%% !
"&&%%

"'$%%

 

**p<.01 

 

Figure2! "#$%&'()*+,'-."#$%*/0'-123456789:;<)=>?@AB ! ! ! ! ! ! !  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"#$%

"#$%'() 456789!:;<)

!"#$%% !"&$%% 

"'(



128 129

ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

意な正の を  2 自尊感情に対して有意な の

を えていた  1 自尊感情  2 自尊感

情に有意な正の を  2 ネガティブな反すう傾

向  2 ネガティブな反すうコントロール 能性

に有意な の傾向 さ た た  1 ネガティ

ブな反すう傾向  2 自尊感情の変動性  2

ネガティブな反すう傾向および 2 ネガティブな

反すうのコントロール 能性に対して有意な正の

を た していた して  1 ネガティブな反す

うのコントロール 能性  2 ネガティブな反す

う傾向  2 ネガティブな反すうのコントロール

能性に正の有意な を えていた

考察
本研究の目的 大学生を対 として自尊感情および

の変動性 ネガティブな反すうと のように関連して

いるの を検討する と あ た の 「自尊感

情変動性 高いと ネガティブな反すうを し

すい う」と 「自尊感情 いと ネガティブな反

すうを し すい う」を とした 2 間

の 間をあけて 1と 2 合 2 の 定を行

た 介分 において 「自尊感情変動性」 「ネガ

ティブな反すう傾向」に有意な正の あ た と

自尊感情変動性 ネガティブな反すうを導 と

さ た よ て 支 さ た 自尊感情の変動

性 高い 出 への感 性 高 い出 よ

り 定的にと え の日の感情に を し し

て の感情 自尊感情に を えている 中間・小  

2 7 上 自尊感情の変動性の高い い出

た に の出 をより 定的にと えるた

に の出 をさ に け入 たい のとと え

ている 能性 ある して な 分を させている

う に自分自 に自信をな し 自尊感情を 下させる

と さ にネガティブな反すうを している

能性 さ た

に 「自尊感情 いと ネガティブな反すう

を し すい う」について「自尊感情」と「ネ

ガティブな反すう傾向」に有意な の相関 あり 分

分 において 「自尊感情」 「ネガティブな

反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール

能性」へ有意な の を えている と と

な た した て について おお 支 さ

たと える う

自尊感情と自尊感情の変動性についての関連について

相関分 において「自尊感情」と「自尊感情変動性」

に 有意な の相関 見 た のの の相関係

非 に た た 分 分 において 「自

尊感情高 」 「自尊感情変動性」への 見

な た し し 介分 と 分 分 において

「自尊感情変動性」 「自尊感情」への 見

自尊感情変動性 自尊感情を 下させる 能性

さ た た 介分 モデルの を

すると 自尊感情変動性 自尊感情を 下させ の

ネガティブな反すう傾向を高 ネガティブな反

すうのコントロール 能性を 下させているという

能性 さ る うした 性について 今 検

討してい 要 ある うした自尊感情の

たネガティブな反すうに を えているの と さ

る

に本研究の問題点および今 の課題について

する 本研究において自尊感情 ネガティブな反すうに

を えているという知見 た 自尊感情の変

動性 ネガティブな反すう傾向 ネガティブな反すうの

コントロール 能性に を えている と さ

た ネガティブな反すうのコントロール 能性への

について 介分 において 分 分 にお

いて 的 い あ た た 分 分

において 自尊感情変動性 ネガティブな反すう

のコントロール 能性へ 1 2 への

の ス 見 な た して 1 自尊感情

2 ネガティブな反すうコントロール 能性を

下させるという 見 た さ い

な た よ て ネガティブな反すうのコン

トロール 能性に 自尊感情 の変動性 外に

を える要因 ある と さ た のた ネガ

ティブな反すうのコントロール 能性に を えて

いる要因について 今 さ に検討してい 要 ある

う

なお 本研究 調査対 者 ある一つの大学の大学

生に 定さ ているた に 本 の大学の大学

生 あるい の年 の に する

ある 調査対 者をさ に広 て検討してい 要 あ

る う

本研究 ネガティブな反すうと自尊感情との関連

について にな た 自尊感情の変動性につ

いて 他者 の に を とによ

て 自尊感情 定になる 能性 村 2 11

自 傾向の下 ある「 目・ 」 自

の 定を 介して 日 の自尊感情の変動性に

を える 小 2 1 と 分 ており 自尊感情

の変動性を抑制するに 他者 の 目 を

せ 他者 の に さ ない りとした自

を つ てい と 大 ある と い て

年 というの 自 変 し す 他者の を

にし ネガティブな出 を い し ネガティブな

反すうをしてし う と あるという と してお

しな と ない 上 2 8 によると 自 と

他者の視点に ショニン して を見るような

発達的に成 して て あると の し と

自分に向け る 間に さ る の あると
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ている ショニン というの さ な モ

を自分なりに づけようとする ロセスを理解する

ある 上  2 8 つ り 他者の を理

解し 他者の 場 自分自 を見つ る と 自

成さ るという と ある すな 他者 の

な 自分 外の の を理解し

を えた上 自分自 を 的に見つ なおす

と 自 を 作 てい とにつな るの う

うした ロセスにおいて 年 に

けて他者の を理解しようとするた に りの

になり 自 変動し す なるという と

一 的な発達の ロセス あるといえる した て

他者 の に さ ないた に な の考

え方 のの見方を学び りとした自 を つ

てい とといえる の ロセス 「自

の 」 生 る 能性 大 い う 今 発達

的要因を えた上 のスト スコントロールに

役 てるような多方面 の実 研究 てい

る
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